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（　）四

「
自
己
展
開
能
力
（S

elb
stentw

icklung

）」
理
論
の
展
開

法
諺
《
代
価
は
物
の
地
位
を
襲
い
物
は
代
価
の
地
位
を
襲
う
》
に
対
す
る
消
極
的
評
価
が
浸
透
す
る
の
と
入
れ
替
わ
る
よ
う
に
し

て
、
財
産
に
お
け
る
構
成
要
素
の
変
動
を
基
礎
づ
け
る
た
め
の
〝
理
論
〞
と
し
て
有
力
に
提
唱
さ
れ
た
の
が
、
い
わ
ゆ
る
「
自
己
展

開
能
力
（Selbstentw

icklung

）」
理
論
で
あ
る
。

１
　
議
論
状
況
の
分
析

一
般
的
な
見
方
を
総
合
す
れ
ば
（
98
）

、
こ
の
理
論
は
ミ
ュ
ー
レ
ン
ブ
ル
ッ
フ
に
萌
芽
を
有
し
、
こ
の
時
代
に
ひ
ろ
く
注
目
を
集
め
た
特

有
財
産
研
究
、
と
く
に
マ
ン
ド
リ
﹇
論
文
と
著
書
が
あ
る
。
以
下
「
前
期
」「
後
期
」
と
も
い
う
﹈、
さ
ら
に
フ
ィ
ッ
テ
ィ
ン
グ
、
ペ

ル
ニ
ー
チ
ェ
の
そ
れ
を
経
由
し
、
ビ
ル
ク
マ
イ
ヤ
ー
に
承
継
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
（
99
）

。

も
っ
と
も
、
か
の
理
論
に
は
提
唱
者
と
主
張
さ
れ
た
文
脈
に
よ
っ
て
差
異
が
み
ら
れ
る
。
と
く
に
次
の
点
が
指
摘
さ
れ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
ま
ず
、
a
対
象
に
つ
き
、universitas

reum

一
般
を
念
頭
に
お
く
も
の
と
、
あ
く
ま
で
特
有
財
産
を
念
頭
に
お
く
も

の
が
あ
る
。
前
者
は
ミ
ュ
ー
レ
ン
ブ
ル
ッ
フ
、
ビ
ル
ク
マ
イ
ヤ
ー
、
後
者
は
い
う
ま
で
も
な
く
マ
ン
ド
リ
、
フ
ィ
ッ
テ
ィ
ン
グ
、
ペ

ル
ニ
ー
チ
ェ
で
あ
る
。
こ
の
相
違
に
つ
い
て
はuniversitas

iuris

と
同
様
、
は
っ
き
り
と
意
識
さ
れ
て
い
な
い
が
、
か
の
理
論
の

位
置
づ
け
に
大
き
な
相
違
を
も
た
ら
す
（
100
）

。
次
に
、
s
視
点
に
つ
き
、
物
な
い
し
客
体
を
前
提
と
す
る
も
の
と
、
人
な
い
し
行
為
を
強

調
す
る
も
の
が
あ
る
。
か
の
理
論
は
後
者
の
立
場
と
同
定
さ
れ
る
傾
向
が
あ
る
（
101
）け

れ
ど
も
、
後
者
に
与
す
る
と
断
定
で
き
る
の
は
、

ペ
ル
ニ
ー
チ
ェ
と
、
か
れ
の
批
判
に
応
え
た
後
期
マ
ン
ド
リ
の
み
で
あ
る
。
最
後
に
、
d
要
件
に
つ
き
、
な
ん
ら
も
規
定
し
な
い

も
の
と
、
一
定
の
制
限
を
設
け
る
も
の
が
あ
る
。
こ
れ
は
a
の
問
題
と
関
連
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
ミ
ュ
ー
レ
ン
ブ
ル
ッ
フ
ら

は
前
者
、
マ
ン
ド
リ
ら
は
後
者
に
い
た
る
傾
向
が
あ
る
。
後
者
は
、
と
く
に
法
律
行
為
に
基
づ
く
取
得
物
に
関
し
て
、
い
か
な
る
基

準
を
定
立
す
る
の
か
に
つ
き
差
異
が
あ
る
。
前
期
マ
ン
ド
リ
〈
特
有
財
産
と
の
実
質
的
関
連
性
〉、
ペ
ル
ニ
ー
チ
ェ
〈
特
有
財
産
の
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拡
張
目
的
で
〉、
フ
ィ
ッ
テ
ィ
ン
グ
〈
軍
営
特
有
財
産
を
顧
慮
し
た
管
理
行
為
〉、
後
期
マ
ン
ド
リ
〈
特
有
財
産
と
の
客
観
的
か
つ
主

観
的
関
連
性
〉。
一
般
に
は
各
論
者
の
相
違
が
際
立
た
さ
れ
て
い
な
い
（
102
）

。

以
下
で
は
、
特
有
財
産
を
念
頭
に
お
く
も
の
と
し
て
、
前
期
マ
ン
ド
リ
、
フ
ィ
ッ
テ
ィ
ン
グ
、
ペ
ル
ニ
ー
チ
ェ
、
後
期
マ
ン
ド
リ
、

universitas
rerum

一
般
を
念
頭
に
お
く
も
の
と
し
て
、
ミ
ュ
ー
レ
ン
ブ
ル
ッ
フ
、
ビ
ル
ク
マ
イ
ヤ
ー
を
順
に
取
り
上
げ
る
。

２
　
特
有
財
産
を
め
ぐ
る
展
開

aL

前
期
マ
ン
ド
リ
（
103
）

マ
ン
ド
リ
が
ヴ
ェ
ヒ
タ
ー
の
テ
ュ
ー
ビ
ン
ゲ
ン
大
学
在
職
記
念
に
献
じ
た
「
特
有
財
産
の
概
念
と
本
質

に
つ
い
て
」（
一
八
六
九
年
）
は
、
の
ち
に
み
る
フ
ィ
ッ
テ
ィ
ン
グ
の
研
究
と
と
も
に
、
普
通
法
上
も
っ
と
も
重
要
な
特
有
財
産
研
究

と
み
な
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
（
104
）

。
そ
こ
で
主
張
さ
れ
た
「
特
有
財
産
の
自
己
展
開
（Selbstentw

icklung
des

peculium

）」
の
理
論
は

の
ち
の
学
説
に
大
き
な
影
響
を
与
え
る
こ
と
に
な
っ
た
。

マ
ン
ド
リ
に
よ
れ
ば
、
特
有
財
産
は
主
と
し
て
特
有
財
産
訴
権
と
の
関
連
で
重
要
と
さ
れ
た
概
念
で
あ
り
、
こ
う
定
式
化
さ
れ
る
（
105
）

。

「
特
有
財
産
と
は
権
力
服
従
者
の
財
産

、
、
、
、
、
、
、
、

、
よ
り
精
確
に
は
事
実
上
の

、
、
、
、

財
産
で
あ
り
、
そ
の
個
々
の
構
成
要
素
は
法
上
は
権
力
所
有
者

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

の
財
産
に
属
す
る

、
、
、
、
、
、
、

も
の
で
あ
る
」﹇vgl.

Inst.
4,

6,
10

﹈。
法
上
で
は
な
く
事
実
上
で
は
あ
る
け
れ
ど
も
、
あ
く
ま
で
財
産
、
、

で
あ
る
。

peculium

で
あ
っ
てpatrim

onium

（
固
有
財
産
）
で
は
な
い
が
、quasi-patrim

onium

と
呼
ば
れ
る
。
と
い
う
の
は
、
特
有
財

産
は
権
力
服
従
者
と
か
れ
の
目
的
（Zw

eck

）
に
仕
え
る
用
途
（B

estim
m

ng

）
を
有
し
、
こ
の
用
途
の
統
一
性
の
た
め
に
事
実
上

の
統
一
体
と
規
定
さ
れ
る
か
ら
。
し
た
が
っ
て
、
特
有
財
産
はuniversitas

[iuris]

で
あ
る
（
106
）

。
し
か
し
な
が
ら
、
ハ
ッ
セ
、
ミ
ュ

ー
レ
ン
ブ
ル
ッ
フ
、
ヴ
ェ
ヒ
タ
ー
『
論
究
』
以
来
、
区
別
論
批
判
が
一
般
に
受
け
容
れ
ら
れ
た
現
在
で
は
、universitas

と
い
う

だ
け
で
は
法
上
個
々
の
関
係
に
お
い
て
統
一
体
と
し
て
規
律
さ
れ
う
る
と
い
う
以
上
の
こ
と
は
語
ら
れ
ず
、
む
し
ろ
こ
の
特
徴
づ
け

を
強
調
す
る
こ
と
は
事
柄
を
一
方
的
か
つ
不
精
確
に
指
示
す
る
こ
と
に
�
が
る
。「
自
己
展
開
能
力
」
理
論
は
こ
う
し
た
認
識
を
前

提
に
、
特
有
財
産
がuniversitas

と
し
て
規
律
さ
れ
る
局
面
の
一
つ
と
し
て
展
開
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
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特
有
財
産
の
自
己
展
開
は
、「
権
力
所
有
者
の
許
容
（concessio

）
と
現
実
の
供
与
（realis

datio;[naturalis
datio]

）
な
く
し
て

特
有
財
産
の
内
容
が
増
加
変
動
す
る
こ
と
」
と
定
式
化
さ
れ
る
（
107
）

。
す
な
わ
ち
、
特
有
財
産
の
成
立
に
は
本
来
、
aL
特
有
財
産
の
許
容

と
、
bL
そ
の
現
実
の
供
与
が
必
要
と
さ
れ
る
。
aL
は
、
一
定
の
諸
価
値
を
権
力
服
従
者
にquasi-patrim

onium
,

か
れ
固
有
の
目

的
に
仕
え
る
財
産
と
し
て
委
ね
よ
う
と
い
う
権
力
所
有
者
の
判
断
、
bL
は
、
権
力
服
従
者
に
こ
れ
ら
の
諸
価
値
を
事
実
右
の
目
的
に

用
い
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
実
際
に
与
え
る
こ
と
を
い
う
。
し
か
し
、
こ
の
よ
う
に
し
て
一
旦
成
立
し
た
な
ら
ば
、
特
有
財
産
は
aL

bL
の
要
件
を
満
た
さ
な
く
て
も
お
の
ず
と
展
開
す
る
の
で
あ
る
。
法
源
上
、
aL
の
不
要
は
、
①
権
力
所
有
者
の
許
容
を
要
求
し
な

い
諸
法
文
（D

.41,2,44,1;D
.15,1,7,6;D

.33,8,8,8;D
.41,2,1,5

）、
決
定
的
に
は
、
②
権
力
所
有
者
が
死
亡
し
た
後
に
も
こ

う
し
た
特
有
財
産
の
増
加
を
生
じ
さ
せ
るInst.

2,
20,

20

に
よ
り
基
礎
づ
け
ら
れ
る
。
ま
た
、
bL
に
つ
い
て
も
、
明
示
的
に
こ
れ

を
不
要
と
す
る
諸
々
の
法
文
（D

.15,1,7,6;D
.15,1,7,5;D

.15,1,9
pr.

）
が
存
す
る
。
こ
の
こ
と
は
﹇
理
論
的
に
も
﹈
基
礎
づ

け
ら
れ
よ
う
。
財
産
の
用
途
と
目
的
は
一
般
に
、
財
産
の
成
果
物
が
財
産
の
持
ち
主
に
帰
属
し
、
個
々
の
構
成
要
素
の
価
値
が
法
上

の
形
態
を
変
じ
て
も
か
れ
に
維
持
さ
れ
る
こ
と
を
当
然
に
要
求
す
る
か
ら
で
あ
る
。

で
は
、
こ
う
し
た
特
有
財
産
の
自
己
展
開
は
い
つ
生
じ
る
の
か
（
108
）

。
マ
ン
ド
リ
に
よ
れ
ば
、
そ
れ
は
、〈
特
有
財
産
と
の
実
質
的
関

連
性
（m

aterieller
Zusam

m
enhang

m
it

dem
Peculium

）〉
が
存
す
る
場
合
で
あ
る
。
法
源
の
な
か
で
は
、ex

causa
peculiari

（
特
有
財
産
の
原
因
に
基
づ
き
）（D

.41,2,1,20;D
.41,2,1,22;D

.41,2,2;D
.41,1,13,1

）
や
、ex

rebus
peculiaribus

（
特
有

財
産
中
の
物
に
基
づ
き
）（Inst.

2,
20,

20

）
な
ど
と
表
現
さ
れ
て
い
る
。
も
ち
ろ
ん
、patrim

onium

の
際
に
は
こ
う
し
た
要
件
は

問
題
と
な
ら
な
い
。
そ
れ
は
一
人
に
帰
属
し
て
い
る
権
利
と
物
す
べ
て
の
総
体
だ
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
、
あ
る
人
が
な
ん
ら
か
の

関
係
に
お
い
て
分
離
さ
れ
た
複
数
の
財
産
総
体
を
有
す
る
場
合
に
は
、
事
情
が
異
な
る
。
こ
の
こ
と
は
﹇
例
外
的
な
固
有
財
産
で
あ

る
﹈
軍
営
特
有
財
産
に
つ
い
て
は
明
ら
か
で
あ
る
（C

.12 ,37 ,1

）
が
、﹇
通
常
の
﹈
特
有
財
産
に
つ
い
て
も
ま
っ
た
く
同
様
で
あ
る
。

な
ぜ
な
ら
、
権
力
服
従
者
の
事
実
上
の
財
産
は
権
力
所
有
者
に
属
す
る
財
産
の
構
成
要
素
を
か
れ
か
ら
割
り
当
て
ら
れ
た
こ
と
に
基
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づ
く
と
こ
ろ
、
特
有
財
産
は
外
見
上patrim

onium

よ
り
も
い
っ
そ
う
自
己
完
結
的
な
統
一
的
総
体
で
あ
る
と
み
ら
れ
る
か
ら
で

あ
る
。
こ
う
し
た
要
件
を
充
足
す
る
も
の
と
し
て
は
次
の
例
が
挙
げ
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
a
特
有
財
産
中
の
物
に
基
づ
く
増
加

（increm
enta

ex
rebus

peculisribus

）（
果
実
な
ど
）（D

.15,2,3;D
.33,8,8,8;D

.18,1,31

）、
s
特
有
財
産
に
対
す
る
第
三
者

の
侵
害
（
窃
盗
な
ど
）
に
よ
っ
て
生
じ
る
債
権
（D

.15 ,1 ,7 ,5 ;D
.47 ,2 ,52 ,26

）、
d
権
力
服
従
者
が
特
有
財
産
の
原
因
に
基
づ
く

（ex
causa

peculiari
）
法
律
行
為
に
よ
り
取
得
し
た
も
の
（D
.41,2,1,5;D

.41,2,4;D
.41,2,24;D

.41,2,44,1;D
.15,3,3,5;

D
.21,1,57,1

）、
f
特
有
財
産
か
ら
生
じ
る
権
力
所
有
者
に
対
す
る
債
権
（D

.15,1,7,6;D
.15,1,49,2

）。
こ
の
う
ち
、
事
後
大

き
な
問
題
と
さ
れ
る
の
は
、
権
力
服
従
者
の
法
律
行
為
に
よ
る
取
得
（
d
）
で
あ
る
こ
と
を
あ
ら
か
じ
め
付
言
し
て
お
こ
う
。

bL

フ
ィ
ッ
テ
ィ
ン
グ
（
109
）

フ
ィ
ッ
テ
ィ
ン
グ
の
大
規
模
な
歴
史
研
究
、『
軍
営
特
有
財
産
』（
一
八
七
一
年
）
で
は
、
マ
ン
ド
リ
に

か
か
る
「
自
己
展
開
能
力
」
理
論
が
発
展
的
に
継
承
さ
れ
、
興
味
深
い
分
析
が
行
わ
れ
て
い
る
。

軍
営
特
有
財
産
の
基
本
的
な
構
成
要
素
は
、
aL
軍
役
中
に
取
得
さ
れ
た
も
の
と
、
bL
軍
役
出
発
の
際
に
贈
与
さ
れ
た
も
の
で
あ

る
が
、
く
わ
え
て
、〈
現
存
す
る
軍
営
財
産
を
用
い
て
さ
ら
に
取
得
さ
れ
る
も
の
（w

as
m

ittels
des

vorhandenen
castrensischen

V
erm

ögen
w

eiter
erw

orben
w

ird

）〉
も
含
ま
れ
る
。
け
れ
ど
も
、
フ
ィ
ッ
テ
ィ
ン
グ
に
よ
れ
ば
こ
の
表
現
は
完
全
に
は
精
確
で

な
い
（
110
）

。
な
ぜ
な
ら
、
こ
れ
ら
は
新
た
に
独
立
に
根
拠
づ
け
ら
れ
る
の
で
は
な
く
、
自
然
な
展
開
・
活
動
プ
ロ
セ
ス
の
た
ん
な
る
所
産

で
あ
る
か
ら
。
す
な
わ
ち
、
軍
営
特
有
財
産
は
た
ん
な
る
個
々
の
部
分
の
総
計
で
は
な
く
、
か
のD

.5,3,20,10

が
過
度
に
強
調

す
る
よ
う
に
、
通
常
の
特
有
財
産
と
同
じ
く
統
一
的
な
財
産
総
体,universitas

と
解
釈
さ
れ
る
と
こ
ろ
、「
自
己
の
概
念
上
・
法
上

の
同
一
性
を
損
な
わ
ず
に
、
個
々
の
構
成
要
素
の
交
替
・
増
加
あ
る
い
は
減
少
、
つ
ま
り
発
展
的
有
機
的
な
活
動
を
す
る
能
力
」
を

有
す
る
。
こ
の
こ
と
はD

.15,1,40
[pr.]

﹇Peculium
nascitur

crescit
decrescit

m
oritur,et

ideo
eleganter

Papirius

Fronto
dicebat

peculium
sim

ile
esse

hom
ini

（
特
有
財
産
は
発
生
し
増
加
し
減
少
し
消
滅
す
る
、
だ
か
ら
パ
ピ
ー
リ
ウ
ス
・
フ
ロ

ン
ト
ー
は
聡
明
に
も
特
有
財
産
は
人
間
に
類
似
し
て
い
る
と
述
べ
た
の
で
あ
る
）﹈、
さ
ら
に
はD

.
5,

1,
76

に
す
で
に
示
さ
れ
て
お
り
、
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ミ
ュ
ー
レ
ン
ブ
ル
ッ
フ
の
周
知
の
論
文
も
教
え
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、「
完
全
に
説
得
的
に
証
明
」
し
た
の
は
マ
ン
ド
リ
で
あ
っ
た
。

し
た
が
っ
て
、
軍
営
特
有
財
産
は
〈
こ
の
有
機
的
展
開
の
過
程
で
結
果
と
し
て
取
得
さ
れ
る
す
べ
て
の
も
の
（alles,

w
as

in
dem

V
erlaufe

und
zufolge

dieser
organischen

E
ntw

icklung
erw

orben
w

ird

）〉
を
把
握
す
る
。
軍
営
物
の
果
実
そ
の
他
の
産
出
物
、

賠
償
請
求
権
な
ど
に
つ
い
て
は
問
題
が
な
い
け
れ
ど
も
、「
家
子
み
ず
か
ら
が
取
得
行
為
を
行
う
場
合
」
に
は
そ
う
単
純
に
は
い
か

な
い
。

家
子
の
取
得
行
為
は
軍
営
特
有
財
産
を
無
条
件
に
は
増
加
で
き
ず
、〈
軍
営
特
有
財
産
を
顧
慮
し
た
管
理
行
為
（V

erw
altungs-

handlungen
in

A
nsehung

des
castrense

peculium

）〉
と
し
て
現
れ
る
と
こ
ろ
に
限
定
さ
れ
る
（
111
）

。
フ
ィ
ッ
テ
ィ
ン
グ
は
そ
の
理
由

を
次
の
よ
う
に
説
い
て
い
る
。
家
子
は
軍
営
特
有
財
産
と
な
ら
び
通
常
の
特
有
財
産
も
所
有
し
、
軍
営
特
有
財
産
に
占
め
る
特
別
な

地
位
﹇
固
有
財
産
所
有
者
﹈
と
な
ら
び
家
子
の
通
常
の
法
的
地
位
﹇
特
有
財
産
所
有
者
﹈
を
維
持
し
続
け
る
か
ら
、
家
子
が
軍
営
特

有
財
産
の
変
動
を
生
じ
さ
せ
る
に
は
も
っ
ぱ
ら
軍
営
特
有
財
産
と
関
連
す
る
行
為
が
必
要
で
あ
る
。
法
源
上
、
こ
の
こ
と
はex

causa
peculiicastrensis

（D
.49,17,15,1

）
と
表
現
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、D

.49,17,15,3

に
よ
れ
ば
通
常
の
特
有
財
産
と

の
ア
ナ
ロ
ジ
ー
は
明
白
で
あ
る
か
ら
、
マ
ン
ド
リ
の
ほ
か
に
﹇
総
論
的
な
﹈
注
意
を
特
別
に
促
す
必
要
を
み
な
い
。
け
れ
ど
も
、
か

れ
の
定
式
〈
特
有
財
産
と
の
実
質
的
関
連
性
〉
よ
り
は
右
定
式
〈
特
有
財
産
を
顧
慮
し
た
管
理
行
為
〉
の
ほ
う
が
「
わ
た
く
し
に
と

っ
て
は
な
お
若
干
精
確
か
つ
特
徴
を
捉
え
た
も
の
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
」。
こ
の
定
式
は
次
の
意
味
を
有
す
る
（C

.12,37,1;D
.29,

2,42,3;C
.12,36,10;vgl.auch

D
.49,17,18,4

）。
aL
無
償
取
得
は
管
理
行
為
と
み
な
さ
れ
な
い
か
ら
排
除
さ
れ
る
。
bL
有
償
取

得
も
あ
く
ま
で
特
有
財
産
を
顧
慮
し
た
管
理
行
為
と
み
な
さ
れ
る
場
合
に
限
っ
て
組
入
れ
ら
れ
る
。
具
体
的
に
は
、
�L
軍
営
物
の
売

却
に
よ
り
取
得
さ
れ
る
金
銭
は
「
い
つ
も
」、
�L
軍
営
金
銭
に
よ
っ
て
購
入
さ
れ
る
物
は
不
動
産
・
動
産
に
か
か
わ
り
な
く
「
た
だ

疑
わ
し
い
と
き
通
常
に
の
み
」
そ
う
で
あ
る
。
�L
の
際
に
は
、
家
子
が
通
常
の
特
有
財
産
を
顧
慮
し
て
あ
る
物
（
た
と
え
ば
通
常
の

特
有
財
産
に
属
す
る
奴
隷
の
た
め
に
必
要
な
衣
類
や
食
品
）
を
購
入
し
た
な
ら
、「
こ
れ
ら
の
物
は
た
と
え
軍
営
金
銭
に
よ
っ
て
支
払
わ
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れ
た
と
し
て
も
」
軍
営
特
有
財
産
で
は
な
く
、
通
常
の
特
有
財
産
に
帰
属
す
る
も
の
と
み
な
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
（
112
）

。
本
稿
な
り

に
補
足
す
る
と
、
こ
の
見
解
は
ヴ
ェ
ヒ
タ
ー
、
ゾ
イ
フ
ェ
ル
ト
と
対
立
す
る
も
の
で
あ
る
。

cL

ペ
ル
ニ
ー
チ
ェ
（
113
）

ペ
ル
ニ
ー
チ
ェ
『
ラ
ベ
オ
ー
』
は
マ
ン
ド
リ
に
由
来
し
、
フ
ィ
ッ
テ
ィ
ン
グ
に
承
継
さ
れ
た
特
有
財
産

の
「
自
己
展
開
能
力
」
理
論
に
対
し
て
明
確
な
異
論
を
提
起
し
た
。
こ
の
異
論
は
総
論
各
論
双
方
に
及
ん
で
い
る
。

第
一
に
、「
自
己
展
開
能
力
」
の
意
味
・
位
置
づ
け
に
つ
い
て
（
114
）

。
マ
ン
ド
リ
は
、
特
有
財
産
の
増
加
に
つ
き
「
自
己
展
開
」
を
主

張
し
て
い
る
。
た
し
か
に
、
こ
う
し
た
場
合
に
は
特
有
財
産
の
持
ち
主
の
特
別
な
行
為
が
要
求
さ
れ
な
い
こ
と
が
多
い
﹇
果
実
、
賠

償
請
求
権
な
ど
を
指
し
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
る
﹈。
し
か
し
、「
も
し
も
特
有
財
産
の
持
ち
主
を
純
粋
な
端
役
（reiner

Statist

）

と
し
て
取
り
扱
う
な
ら
ば
完
全
に
不
当
で
あ
ろ
う
」、
け
れ
ど
も
「
マ
ン
ド
リ
は
こ
う
し
た
方
向
に
傾
き
が
ち
な
の
で
あ
る
」。
①
特

有
財
産
の
許
容
は
そ
も
そ
も
、
権
力
服
従
者
に
自
立
し
た
経
済
活
動
を
達
成
さ
せ
る
と
い
う
目
的
﹇
人
の
顧
慮
﹈
か
ら
出
発
し
、
法

制
度
上
受
容
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
法
学
は
こ
れ
を
歪
め
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
②
こ
の
見
方
は
特
有
財
産
の
財
産
的
性
質

（V
erm

ögenscharakter

）,Peculienuniversitas

を
不
可
欠
の
要
件
と
し
て
お
り
、
特
有
財
産
の
財
産
的
性
質
が
暫
時
的
に
形
成

さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
看
過
し
て
い
る
。
③
ト
ゥ
ー
ベ
ロ
ー
の
定
義
﹇D

.15,1,5,4:servus
......habet

（
奴
隷
が
…
…
有
す

る
）﹈
も
こ
の
見
解
を
完
全
に
除
外
し
て
い
る
。
④
財
産
の
展
開
の
た
め
に
は
権
利
主
体
が
不
可
欠
の
も
の
と
し
て
要
求
さ
れ
る
。

だ
か
ら
、
特
有
財
産
の
持
ち
主
は
自
己
展
開
す
る
目
的
財
産
の
代
表
者
（R

epräsentant

）
で
は
な
く
、
そ
の
目
的
に
仕
え
る
特
有

財
産
の
事
実
上
の
支
配
者
（factischer

H
err

）
と
み
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
二
に
、
特
有
財
産
増
加
の
定
式
・
要
件
に
つ
い
て
（
115
）

。
問
題
と
さ
れ
る
の
は
「
特
有
財
産
の
持
ち
主
の
法
律
行
為
に
よ
り
特
有
財

産
が
増
加
す
る
場
合
」
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
が
法
上
可
能
で
あ
る
こ
と
は
ま
っ
た
く
争
わ
れ
て
い
な
い
。
こ
の
事
実
は
第
一
に
述
べ

た
批
判
を
支
え
る
も
の
で
も
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
う
し
た
増
加
能
力
が
承
認
さ
れ
る
の
は
、
行
為
がex

causa
peculii

な

さ
れ
る
場
合
に
限
ら
れ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
表
現
は
〈
特
有
財
産
の
拡
張
目
的
で
（zum

Zw
ecke

der
E

rw
eiterung

desselben

）〉
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と
理
解
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
理
由
は
こ
う
で
あ
る
。
特
有
財
産
の
持
ち
主
は
し
ば
し
ば
特
有
財
産
の
用
件
の
ほ
か
に
な

お
権
力
所
有
者
の
用
件
も
処
理
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
ら
、「
自
己
の
た
め
に
締
結
し
よ
う
と
す
る
行
為
」
に
よ
っ
て
取
得
さ
れ

た
も
の
だ
け
を
特
有
財
産
に
帰
属
さ
せ
る
こ
と
が
不
可
欠
と
な
る
。﹇
奴
隷
が
主
人
の
計
算
で
取
得
し
た
債
権
を
特
有
財
産
に
帰
属

さ
せ
な
い
﹈D

.15,3,3,5

は
こ
の
こ
と
を
明
示
的
に
強
調
し
て
い
る
。
フ
ィ
ッ
テ
ィ
ン
グ
も
ま
た
同
じ
考
え
方
で
あ
ろ
う
﹇
こ
れ

は
ペ
ル
ニ
ー
チ
ェ
の
誤
解
﹈
が
、〈
特
有
財
産
を
顧
慮
し
た
管
理
行
為
〉
と
表
現
し
て
い
る
。
マ
ン
ド
リ
に
よ
れ
ば
〈
特
有
財
産
と

の
実
質
的
関
連
性
〉
と
規
定
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
の
定
式
は
事
柄
の
事
実
上
の
側
面
の
み
を
捉
え
る
と
い
う
の
な
ら
同

意
で
き
る
け
れ
ど
も
、
法
上
明
確
な
観
念
と
結
び
つ
け
ら
れ
た
も
の
で
は
な
い
の
で
あ
る
。

dL

後
期
マ
ン
ド
リ
（
116
）

マ
ン
ド
リ
は
『
普
通
家
族
財
産
法
』
第
二
巻
（
一
八
七
六
年
）
に
お
い
て
み
ず
か
ら
の
「
自
己
展
開
能
力
」

理
論
に
対
す
る
フ
ィ
ッ
テ
ィ
ン
グ
と
ペ
ル
ニ
ー
チ
ェ
の
批
判
に
応
接
し
、
私
見
を
あ
ら
た
め
て
体
系
的
・
総
合
的
に
展
開
し
直
し
た
。

基
本
的
な
構
想
に
は
変
更
が
み
ら
れ
な
い
（
117
）

。
す
な
わ
ち
、
（１）
特
有
財
産
がuniversitas

iuris

で
あ
る
（
118
）

こ
と
は
そ
の
財
産
的
性
質

（V
erm

ögensnatur

）
か
ら
当
然
導
か
れ
る
け
れ
ど
も
、
こ
の
こ
と
そ
れ
自
体
で
は
多
く
は
語
ら
れ
な
い
、「universitas

概
念
へ
の

包
摂
か
ら
結
論
を
導
出
し
、
法
命
題
を
演
繹
す
る
こ
と
を
認
め
る
で
あ
ろ
うuniversitas

の
一
般
理
論
は
あ
り
え
な
い
」、
し
か
し

「
特
有
財
産
の
自
己
展
開
」
を
説
明
す
る
た
め
に
は
適
当
な
性
格
規
定
で
あ
る
、
s
特
有
財
産
の
自
己
展
開
は
「
独
立
の
出
捐
の
要

件
」（
権
力
所
有
者
の
許
容
と
現
実
の
供
与
）
を
問
題
と
し
な
い
が
、
こ
れ
が
生
じ
る
の
は
新
た
な
価
値
がex

causa
peculiari,

敷
衍
す
る
と
「
こ
れ
ま
で
の
特
有
財
産
価
値
か
ら
直
接
間
接
に
使
用
利
用
負
担
を
課
す
る
こ
と
に
よ
り
創
出
さ
れ
あ
る
い
は
特
有
財

産
に
も
た
ら
さ
れ
た
場
合
」、
要
す
る
に
〈
特
有
財
産
と
の
実
質
的
関
連
性
〉
が
あ
る
場
合
に
限
ら
れ
る
。
こ
の
構
想
は
フ
ィ
ッ
テ

ィ
ン
グ
に
よ
り
「
同
意
」
さ
れ
た
け
れ
ど
も
、
ペ
ル
ニ
ー
チ
ェ
か
ら
は
次
の
批
判
を
受
け
た
（
119
）

。
①
特
有
財
産
の
持
ち
主
を
端
役
と
し

て
取
り
扱
う
傾
向
が
あ
る
、
②
特
有
財
産
の
財
産
的
性
格
が
暫
時
的
に
発
展
し
て
き
た
こ
と
を
否
定
す
る
。
し
か
し
、
相
当
で
な
い
。

①
に
対
し
て
は
、
旧
稿
で
も
権
力
服
従
者
の
法
律
行
為
に
よ
る
取
得
が
指
摘
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
引
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。﹇
か
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さ
ね
て
い
う
な
ら
﹈「
自
己
展
開
の
本
質
は
、
…
…
特
有
財
産
が
こ
う
し
た
あ
ら
ゆ
る
拡
張
に
と
っ
て
の
必
要
不
可
欠
な
基
礎
を
形

成
す
る
こ
と
に
あ
っ
て
、
人
間
の
意
思
と
行
為
の
助
力
な
き
拡
張
﹇
を
認
め
る
と
こ
ろ
﹈
に
は
な
い
の
で
あ
る
」、
果
実
・
賠
償
請

求
権
な
ど
、
そ
う
し
た
助
力
が
不
要
な
価
値
が
あ
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
け
れ
ど
も
。
②
の
暫
時
的
発
展
仮
説
も
手
掛
か
り
を

欠
く
。
す
で
に
プ
ラ
ウ
ト
ゥ
ス
の
喜
劇
『
プ
セ
ウ
ド
ル
ス
』

（
120
）

が
十
分
な
反
証
の
手
掛
か
り
を
与
え
て
い
る
し
、
疑
わ
し
い
と
い
わ
れ

る
債
権
に
つ
い
て
も
、
最
古
の
時
代
に
す
ら
―
―
直
接
の
法
源
上
の
証
拠
は
も
ち
ろ
ん
な
い
が
―
―
特
有
財
産
算
定
の
際
に
債
権
が

積
極
財
産
に
組
入
れ
ら
れ
て
い
た
こ
と
を
セ
ル
テ
ィ
ウ
ス
の
定
式
が
伝
え
て
い
る
（D

.15,1,9,3;D
.15,1,17

）。
ペ
ル
ニ
ー
チ
ェ

が
い
う
の
は
「
特
有
財
産
の
法
的
性
質
に
つ
い
て
の
学
問
上
の
把
握
・
認
識
の
展
開
」
で
あ
っ
て
、「
こ
の
形
成
物
﹇
特
有
財
産
﹈

そ
れ
自
体
の
展
開
」
で
は
な
い
の
で
あ
る
。

大
き
な
訂
正
・
補
充
は
権
力
服
従
者
の
取
得
行
為
の
規
律
に
み
い
だ
さ
れ
る
（
121
）

。
ま
ず
、ex

causa
peculiari ,

〈
特
有
財
産
と
の

実
質
的
関
連
性
〉
と
い
う
一
般
的
な
定
式
は
こ
の
局
面
で
は
、〈
特
有
財
産
と
の
客
観
的
﹇
実
質
的
と
同
義
（
122
）

﹈
か
つ
主
観
的
関
連
性

（objektiv
und

subjectiv
im

Zusam
m

enhang
m

it
Peculium

）〉
と
い
う
よ
う
に
修
正
さ
れ
る
。
旧
稿
で
は
基
礎
理
論
に
重
点
が

お
か
れ
た
か
ら
、
主
観
的
関
連
性
の
必
要
が
後
景
に
退
い
て
い
た
。
対
案
と
し
て
提
示
さ
れ
て
い
る
二
つ
の
定
式
、
フ
ィ
ッ
テ
ィ
ン

グ
〈
特
有
財
産
を
顧
慮
し
た
管
理
行
為
〉、
ペ
ル
ニ
ー
チ
ェ
〈
特
有
財
産
の
拡
張
目
的
で
〉
は
い
ず
れ
も
相
当
で
な
い
。
前
者
は
、

客
観
的
関
連
性
と
主
観
的
関
連
性
の
双
方
が
不
可
欠
で
あ
る
こ
と
を
は
っ
き
り
と
表
現
す
る
も
の
で
は
な
く
、
後
者
に
よ
れ
ば
、
主

観
的
関
連
性
の
み
が
強
調
さ
れ
、
首
尾
一
貫
す
る
な
ら
贈
与
な
ど
﹇
の
無
償
取
得
﹈
も
排
斥
で
き
な
く
な
っ
て
し
ま
う
か
ら
で
あ
る
。

次
に
、
両
関
連
性
に
つ
き
詳
細
な
分
析
・
検
討
が
な
さ
れ
る
。
a
客
観
的
関
連
性
と
は
、「
特
有
財
産
の
資
力
に
よ
る
取
得
（E

r-

w
erb

aus
M

itteln
des

Peculium

）」
を
い
う
。
そ
の
必
要
は
次
の
点
か
ら
基
礎
づ
け
ら
れ
る
。
①
権
力
服
従
者
の
取
得
行
為
に
よ

る
特
有
財
産
増
加
の
基
礎
は
特
有
財
産
の
財
産
的
性
質
に
求
め
ら
れ
る
と
い
う
一
般
論
、
②
こ
れ
を
直
接
要
求
す
る
法
文
（D

.41,

2,24:quod
ex

peculiad
eum

pervenerit;D
.15,1,56:Side

peculio
agente

aliquo
deducere

velit

）、
補
足
的
に
は
、
③
法
律
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行
為
に
よ
ら
な
い
取
得
物
（
客
観
的
関
連
性
を
当
然
包
含
）
と
軍
営
特
有
財
産
の
規
律
（
フ
ィ
ッ
テ
ィ
ン
グ
を
参
照
）。
具
体
的
に
は
、

特
有
財
産
中
の
金
銭
に
よ
る
物
の
購
入
、
貸
金
の
た
め
の
特
有
財
産
中
の
金
銭
支
出
の
み
な
ら
ず
、
権
力
所
有
者
の
特
有
財
産
責
任

﹇
特
有
財
産
訴
権
﹈
の
広
範
性
に
応
じ
て
、「
有
償
法
律
行
為
に
よ
る
あ
ら
ゆ
る
取
得
」
が
こ
こ
に
含
ま
れ
る
。
s
主
観
的
関
連
性

と
は
、
特
有
財
産
の
持
ち
主
が
「
特
有
財
産
に
取
得
し
よ
う
と
（um

in
das

Peculium
zu

erw
erben

）」
行
為
を
な
す
こ
と
を
い
う
（
123
）

。

客
観
的
関
連
性
が
あ
っ
て
も
主
観
的
関
連
性
が
な
け
れ
ば
特
有
財
産
は
増
加
さ
れ
な
い
。
①
権
力
服
従
者
は
特
有
財
産
の
取
得
に
よ

り
権
力
所
有
者
の
取
得
手
段
（E

rw
erbsw

erkzeug

）
と
し
て
の
能
力
を
失
う
と
こ
ろ
、
行
為
が
取
得
を
特
有
財
産
の
た
め
に
仲
介

す
る
の
か
、
そ
れ
と
も
直
接
権
力
所
有
者
の
固
有
財
産
の
た
め
に
仲
介
す
る
の
か
は
原
理
上
か
れ
の
意
思
（W

ille

）
に
よ
り
判
断
さ

れ
る
、
②peculiarinom

ine,peculiaris
causa

とdom
ininom

ine

を
対
置
す
る
法
文
（D

.41,3,31,3;D
.41,4,2,12;D

.

21,1,51

）
を
み
れ
ば
こ
の
こ
と
は
明
白
で
あ
る
。
こ
の
意
思
は
行
為
そ
れ
自
体
の
な
か
で
表
現
（A

usdruck

）、
明
ら
か
（zu

T
age

treten

）
に
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
が
問
題
と
な
る
。
こ
れ
はpeculii

nom
ine

な
ど
と
い
う
法
源
上
の
表
現
か
ら
当
然
生
じ

る
疑
問
で
あ
る
け
れ
ど
も
、「
疑
い
な
く
否
定
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」。
な
ぜ
な
ら
、
aL
取
得
の
意
思
が
ど
こ
に
向
け
ら
れ
て

い
る
か
は
こ
こ
で
は
一
般
に
相
手
方
に
と
っ
て
関
心
が
な
く
、
こ
の
点
を
除
い
て
も
、
bL
こ
の
相
違
﹇
表
示
の
有
無
﹈
が
特
有
財

産
へ
の
取
得
を
左
右
す
る
な
ど
と
い
う
こ
と
は
権
力
服
従
者
に
よ
り
締
結
さ
れ
た
法
律
行
為
の
方
式
に
つ
い
て
の
制
度
（
と
く
に

,,sive
dom

ino
sive

sibisive
conservo

suo
sive

im
personaliter

stipulari“

﹇
権
力
服
従
者
が
要
約
し
た
も
の
は
主
体
の
表
示
い
か
ん

を
問
わ
ず
、
ま
た
、
主
体
の
表
示
が
な
く
て
も
ひ
と
し
く
権
力
所
有
者
に
帰
属
す
る
と
い
う
問
答
契
約
の
規
律
﹈）
を
め
ぐ
る
多
く
の
法
文

の
な
か
で
一
言
も
示
唆
さ
れ
て
い
な
い
か
ら
で
あ
る
。
な
お
、
特
有
財
産
が
権
力
服
従
者
の
、
事
実
上
で
は
あ
る
が
唯
一
の
財
産
で

あ
る
と
こ
ろ
で
は
、
�L
権
力
所
有
者
で
は
な
く
自
己
の
た
め
に
取
得
し
よ
う
と
す
る
意
思
は
か
の
意
思
と
同
定
さ
れ
る
こ
と
を
要
す

る
こ
と
、
�L
客
観
的
関
連
性
が
あ
れ
ば
主
観
的
関
係
の
存
在
を
仮
定
し
て
よ
い
こ
と
が
強
調
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３
　universitas

rerum

一
般
を
め
ぐ
る
展
開
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aL

ミ
ュ
ー
レ
ン
ブ
ル
ッ
フ
（
124
）

さ
き
に
指
摘
し
た
よ
う
に
、「
自
己
展
開
能
力
」
理
論
の
源
流
は
ミ
ュ
ー
レ
ン
ブ
ル
ッ
フ
の
か
の

A
cP

論
文
（
一
八
三
四
年
）
に
遡
る
と
い
わ
れ
て
い
る
。
だ
か
ら
、
旧
稿
で
み
た
と
こ
ろ
で
は
あ
る
が
、
こ
こ
で
も
簡
単
に
触
れ
て

お
こ
う
。
ち
な
み
に
、
か
れ
の
『
パ
ン
デ
ク
テ
ン
法
体
系
書
』
で
も
主
張
の
骨
子
は
一
貫
し
て
変
更
さ
れ
て
い
な
い
。
そ
の
ポ
イ
ン

ト
を
命
題
の
か
た
ち
で
整
理
す
る
と
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
（
125
）

。

第
一
点
、universitas

rerum

をuniversitas
iuris

とuniversitas
facti

に
区
別
す
る
の
は
相
当
で
な
い
、
お
よ
そuniver-

sitas
rerum

は
「
そ
の
価
値
が
増
加
あ
る
い
は
減
少
し
う
る
に
せ
よ
、
個
々
の
物
件
の
あ
ら
ゆ
る
交
替
に
か
か
わ
ら
ず
そ
れ
自
体

同
一
の
も
の
で
あ
り
続
け
る
と
こ
ろ
の
観
念
的
総
体
」
で
あ
り
、
そ
こ
で
は
「
個
々
は
総
体
の
観
念
に
消
滅
す
る
」、
こ
の
こ
と
は

双
方
と
も
に
変
わ
り
が
な
い
か
ら
。
第
二
点
、
交
替
の
程
度
は
あ
ら
ゆ
る
財
産
客
体
か
ら
構
成
さ
れ
る
か
、
た
だ
有
体
物
の
み
か
ら

構
成
さ
れ
る
か
に
よ
っ
て
異
な
る
、
か
つ
てuniversitas

iuris

と
の
関
係
で
か
の
法
諺
が
形
成
さ
れ
た
の
は
こ
う
し
た
事
情
に
基

づ
く
け
れ
ど
も
、
こ
の
相
違
を
本
質
的
な
も
の
と
み
な
す
の
は
困
難
で
あ
る
、
第
三
点
、universitas

rerum

が
観
念
的
総
体
と

規
定
さ
れ
る
の
は
、
あ
く
ま
で
「
特
別
な
関
係
に
お
い
て
」
か
つ
「
ま
っ
た
く
多
様
な
方
法
に
よ
っ
て
」
に
す
ぎ
な
い
、
一
般
的
に

い
え
ば
、「
物
件
の
交
替
の
際
に
入
っ
て
来
た
も
の
が
真
の
代
位
物
と
し
て
出
て
行
っ
た
も
の
の
代
わ
り
と
な
る
の
か
、
な
る
と
し

た
ら
ど
の
程
度
か
？
、
と
い
う
こ
と
は
個
々
の
観
念
的
総
体
の
相
違
と
事
実
上
の
諸
関
係
に
応
じ
て
異
な
っ
て
規
定
さ
れ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
」。

bL

ビ
ル
ク
マ
イ
ヤ
ー
（
126
）

ビ
ル
ク
マ
イ
ヤ
ー
が
『
財
産
』（
一
八
七
九
年
）
に
お
い
てuniversitas

iuris

とuniversitas
facti

の
区
別
を
擁
護
し
た
の
は
す
で
に
み
た
と
お
り
で
あ
る
。
そ
こ
で
は
区
別
の
実
際
的
意
味
を
指
摘
す
る
先
立
ち
、
両
者
に
共
通
す
る

、
、
、
、
、
、
、

命
題
と
し
て
「
自
己
展
開
能
力
」
理
論
を
取
り
上
げ
、
か
の
法
諺
と
の
関
係
に
も
触
れ
て
い
る
。
主
張
内
容
は
―
―
第
三
点
は
強
調

さ
れ
て
い
な
い
が
、
お
お
む
ね
―
―
ミ
ュ
ー
レ
ン
ブ
ル
ッ
フ
と
同
旨
と
い
っ
て
よ
い
（
127
）

。

法
が
多
く
の
も
の
を
統
一
体
と
し
て
取
り
扱
う
と
こ
ろ
で
は
、
統
一
体
が
権
利
客
体
で
あ
る
こ
と
か
ら
の
み
説
明
さ
れ
う
る
独
特
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の
法
的
現
象
が
生
じ
る
け
れ
ど
も
、
マ
ン
ド
リ
論
文
の
い
う
よ
う
に
「
わ
れ
わ
れ
は
こ
れ
ら
に
共
通
の
法
的
効
果
を
多
く
は
指
摘
で

き
な
い
」。﹇
し
か
し
、﹈
こ
の
﹇
数
少
な
い
一
つ
﹈
に
は
と
く
に
「
周
知
の
命
題
（Satz

）」
が
属
す
る
。
す
な
わ
ち
、「
統
一
体
の

構
成
要
素
が
変
更
、
減
少
あ
る
い
は
増
加
し
た
と
し
て
も
統
一
体
そ
れ
自
体
は
同
一
に
と
ど
ま
る
、
し
た
が
っ
て
、
統
一
体
が
時
の

経
過
の
な
か
で
内
部
に
お
い
て
異
な
る
も
の
に
な
っ
た
と
し
て
も
本
来
の
統
一
体
上
に
基
礎
づ
け
ら
れ
た
諸
権
利
は
継
続
す
る
」。

こ
の
こ
と
は
よ
くuniversitas

の
「
自
己
展
開
能
力
」
な
ど
と
呼
ば
れ
て
い
る
。
ミ
ュ
ー
レ
ン
ブ
ル
ッ
フ
を
契
機
と
し
て
、
マ
ン

ド
リ
論
文
、
ペ
ル
ニ
ー
チ
ェ
な
ど
に
よ
っ
て
。
法
源
上
の
手
掛
か
り
も
欠
け
て
い
な
い
（
128
）

。
ビ
ル
ク
マ
イ
ヤ
ー
は
こ
の
命
題
に
つ
き
次

の
点
を
コ
メ
ン
ト
し
て
お
き
た
い
と
い
う
。
そ
れ
は
「universitas

juris

の
際
に
か
つ
て
大
き
な
役
割
を
演
じ
た
他
の
命
題
《
代

価
は
物
の
地
位
を
襲
い
物
は
代
価
の
地
位
を
襲
う
》
は
、
上
述
し
たuniversitas

の
自
己
展
開
能
力
を
財
産
統
一
体
（V

erm
ögens-

einheit

）
に
適
用
し
た
も
の
の
一
つ
に
ほ
か
な
ら
な
い
こ
と
」
で
あ
る
。
な
お
、universitas

iuris

とuniversitas
facti

に
は
次

の
実
際
上
の
相
違
が
み
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
前
者
はR

echtseinheit

か
つW

erteinheit

と
い
う
二
重
の
性
格
か
ら
そ
の
「『
吸

収
力
（A

ssim
ilirungskraft

）』」
に
つ
き
後
者
よ
り
も
大
き
な
遊
び
の
余
地
を
有
す
る
、
財
産
の
自
己
展
開
は
金
銭
価
値
あ
る
権
利

ま
た
は
法
上
帰
属
す
る
価
値
す
べ
て
に
認
め
ら
れ
る
の
に
対
し
て
、
畜
群
、
図
書
館
の
そ
れ
は
せ
い
ぜ
い
家
畜
、
書
物
の
み
に
認
め

ら
れ
る
に
す
ぎ
な
い
の
で
あ
る
。

三
　
一
九
世
紀
後
期
末
葉
に
お
け
る
議
論
状
況

（　）一

ヴ
ィ
ン
ト
シ
ャ
イ
ト
と
デ
ル
ン
ブ
ル
ク

こ
の
よ
う
に
、universitas

iuris

とuniversitas
facti

の
区
別
が
と
に
か
く
維
持
さ
れ
る
一
方
、
法
諺
《
代
価
は
物
の
地
位
を

襲
い
物
は
代
価
の
地
位
を
襲
う
》
に
対
す
る
消
極
的
評
価
が
浸
透
し
、
反
面
、
そ
れ
に
代
わ
る
新
た
な
〝
理
論
〞
と
し
て
「
自
己
展
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開
能
力
」
理
論
が
と
く
に
特
有
財
産
に
つ
き
主
張
さ
れ
た
。
さ
て
、
こ
う
し
た
状
況
は
そ
の
後
ど
の
よ
う
に
受
け
止
め
ら
れ
た
の
か
。

一
九
世
紀
普
通
法
学
の
到
達
点
を
、
ヴ
ィ
ン
ト
シ
ャ
イ
ト
と
デ
ル
ン
ブ
ル
ク
の
見
解
か
ら
伺
う
こ
と
に
し
よ
う
。

aL

ヴ
ィ
ン
ト
シ
ャ
イ
ト
（
129
）

ヴ
ィ
ン
ト
シ
ャ
イ
ト
『
パ
ン
デ
ク
テ
ン
法
体
系
書
』
初
版
（
一
八
六
二
―
七
〇
年
）
な
い
し
最
終
第

九
版
（
一
九
〇
六
年
）
の
主
張
は
あ
ま
り
明
確
で
な
い
。
そ
の
理
由
は
、
総
論
レ
ベ
ル
の
指
摘
が
曖
昧
で
あ
り
、
複
数
の
読
み
の
余

地
を
残
し
て
い
る
こ
と
、
自
己
の
見
解
を
き
ち
ん
と
定
式
化
し
て
い
な
い
こ
と
、
各
版
ご
と
に
叙
述
が
―
―
し
ば
し
ば
大
き
く
―
―

変
更
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
あ
る
。
あ
ら
か
じ
め
結
論
を
簡
潔
に
示
し
て
お
く
。
財
産
一
般
で
あ
るuniversitas

iurium

と
物
の
総

体
で
あ
るuniversitasr

rerum

を
区
別
す
る
、
か
の
法
諺
と
前
者
の
一
般
的
結
合
を
否
定
し
、
相
続
請
求
の
際
に
の
み
そ
の
一
部

を
適
用
す
る
、
特
有
財
産
に
関
す
る
「
自
己
展
開
能
力
」
理
論
に
賛
意
を
示
す
。
以
下
、
具
体
的
に
み
て
い
こ
う
。

ヴ
ィ
ン
ト
シ
ャ
イ
ト
がuniversitas
rerum

理
論
に
つ
き
包
括
的
に
言
及
し
た
と
こ
ろ
で
は
、
次
の
よ
う
に
主
張
さ
れ
て
い
る
（
130
）

。

従
来
は
、
法
規
定
に
よ
る
（durch
R

echtsvorschrift

）
総
体
で
あ
るuniversitas

iuris

（iurium

で
は
な
い
）
と
、
事
実
上
の
統

合
（Zusam

m
enfassung

）
に
よ
り
生
じ
る
総
体
で
あ
るuniversitas

hom
inis

oder
facti

（
た
と
え
ば
畜
群
、
図
書
館
）
の
対
比

が
試
み
ら
れ
た
。
し
か
し
、「
こ
の
対
比
は
間
違
っ
て
い
る
」。
な
ぜ
な
ら
、
財
産
（V

erm
ögen

）
も
ま
ず
第
一
に
は
事
実
上
の
統
合

で
あ
る
﹇
反
面
﹈、universitas

facti

も
ま
た
法
上
の
統
合
で
あ
る
こ
と
が
少
な
く
な
い
（nichtm

inder
sein

）
か
ら
で
あ
る
。
そ

し
て
、「
こ
の
区
別
と
、universitas

iuris

に
誤
っ
て
（fälschlicherw

eise

）
帰
せ
ら
れ
た
特
質
」
に
つ
き
、
ハ
ッ
セ
と
ミ
ュ
ー
レ

ン
ブ
ル
ッ
フ
の
論
文
、
さ
ら
に
ヴ
ェ
ヒ
タ
ー
『
論
究
』、
そ
の
他
フ
ァ
ン
ゲ
ロ
ウ
と
ウ
ン
ガ
ー
﹇
の
学
説
史
研
究
部
分
﹈
の
参
照
を

指
示
す
る
。
こ
れ
ら
は
初
版
の
叙
述
で
あ
る
が
、
そ
の
後
以
下
の
よ
う
に
補
正
さ
れ
て
い
る
。
重
要
な
点
は
、
反
対
説
に
よ
るuni-

versitas
iuris

の
説
明
に
つ
きdurch

R
echtsvorschrift

がdurch
das

R
echtoder

für
das

R
echt

（
法
に
よ
る
あ
る
い
は
法
の

た
め
の
）
に
訂
正
さ
れ
た
こ
と
、〝
誤
っ
た
特
質
〞
の
あ
と
に
「（
と
く
に
《
物
は
代
価
の
地
位
を
襲
う
》）」
と
の
注
記
が
な
さ
れ
た

こ
と
（
と
も
に
第
六
版
）、
総
論
レ
ベ
ル
の
文
献
に
つ
き
、
ジ
ン
テ
ニ
ス
、
ヴ
ェ
ヒ
タ
ー
『
パ
ン
デ
ク
テ
ン
』、
さ
ら
に
「
近
時
で
は
」
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と
の
付
記
と
と
も
に
ビ
ル
ク
マ
イ
ヤ
ー
が
追
加
さ
れ
た
こ
と
（
前
者
第
三
版
、
後
二
者
第
六
版
）
で
あ
る
（
131
）

。
こ
う
し
た
変
遷
を
追
跡
す

る
も
の
は
み
あ
た
ら
な
い
（
132
）が

、
反
対
説
の
訂
正
の
意
味
は
、
同
じ
と
き
に
ビ
ル
ク
マ
イ
ヤ
ー
の
追
加
が
あ
っ
た
こ
と
に
か
ん
が
み

る
と
、
か
れ
の
研
究
か
らius

の
客
観
的
理
解
に
も
二
説
が
あ
る
こ
と
を
知
る
と
と
も
に
、
両
説
を
合
わ
せ
て
退
け
る
趣
旨
と
理
解

す
る
の
が
相
当
で
あ
ろ
う
。
ち
な
み
に
、
ビ
ル
ク
マ
イ
ヤ
ー
は
ヴ
ィ
ン
ト
シ
ャ
イ
ト
の
批
判
を
根
拠
の
な
い
も
の
と
断
じ
て
い
た
が
、

こ
れ
に
対
し
て
は
、
第
六
版
に
お
い
て
「（﹇
ビ
ル
ク
マ
イ
ヤ
ー
﹈
は
総
体
〔
統
一
体
〕
と
し
て
の
財
産
概
念
が
法
に
よ
っ
て
は
じ
め

て
創
設
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
に
固
執
し
て
い
る
）」
と
括
弧
書
で
応
接
す
る
に
と
ど
ま
る
。
以
上
か
ら
は
、
ヴ
ィ
ン
ト
シ
ャ
イ
ト
が

ius

の
客
観
的
理
解
お
よ
び
か
の
法
諺
とuniversitas
iuris

の
一
般
的
結
合
を
不
当
な
も
の
と
み
て
い
る
こ
と
は
明
白
で
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
区
別
そ
れ
自
体
を
排
斥
し
、
ま
た
、
か
の
法
諺
そ
れ
自
体
を
否
定
す
る
つ
も
り
な
の
か
は
、
立
場
の
異
な
る
文
献

が
一
括
し
て
引
用
さ
れ
て
い
る
た
め
、
確
定
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
（
133
）

。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
他
の
箇
所
お
よ
び
各
版
の
変
遷
を
顧

慮
す
る
必
要
が
あ
る
。

ま
ず
、
区
別
論
に
つ
き
、
明
確
に
は
定
式
化
さ
れ
て
い
な
い
（
134
）け

れ
ど
も
、
諸
々
の
叙
述
を
総
合
す
れ
ば
、
次
の
よ
う
に
理
解
す
る

こ
と
が
で
き
よ
う
（
135
）

。
財
産
権
（V
erm

ögensrechte

）
の
総
体
（universitas

iurium （
136
））

と
、
物
（Sachen

）＝
有
体
物
（körperliche

Sachen

）
の
総
体
（
集
合
物
〔Sachgesam

m
theit

〕）（universitas
rerum

（distantium
)

）
の
区
別
を
保
持
す
る
。
財
産
権
と
呼
ば

れ
る
の
は
、「
権
利
者
自
身
の
た
め
に
か
れ
に
帰
属
す
る
」
と
い
う
「
物
権
と
債
権
の
共
通
の
性
質
」
で
あ
り
、「
あ
る
人
に
帰
属
し

て
い
る
財
産
権
」
が
か
れ
の
財
産
、
、

（V
erm

ögen

）
を
形
成
す
る
。
な
ぜ
こ
の
よ
う
に
区
別
す
る
の
か
は
語
ら
れ
て
い
な
い
が
、
権
利

と
物
を
め
ぐ
る
法
関
係
に
つ
き
、
無
体
物
（unköperliche

Sachen
）
概
念
を
媒
介
と
し
て
両
者
を
同
一
に
規
律
す
る
こ
と
に
対
す

る
懐
疑
が
繰
り
返
し
表
明
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
、
ジ
ン
テ
ニ
ス
の
引
用
も
相
ま
っ
て
、
要
す
る
に
、
権
利
と
物
の
区
別
が
各
総
体
の

そ
れ
に
昇
華
さ
れ
た
も
の
と
読
む
の
が
相
当
で
あ
ろ
う
。
も
っ
と
も
、
総
体
そ
れ
自
体

、
、
、
、

は
い
ず
れ
も

、
、
、
、

無
体
物
で
あ
り
、
ど
の
程
度
有

体
物
と
パ
ラ
レ
ル
に
規
律
さ
れ
う
る
か
に
つ
き
個
別
の
考
察
を
要
す
る
こ
と
に
は
変
わ
り
が
な
い
と
み
て
い
る
か
ら
、
二
つ
の
総
体
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を
区
別
す
る
実
際
的
な
意
味
は
疑
わ
し
い
。
以
上
は
初
版
以
来
一
貫
し
て
い
る
の
に
対
し
て
、
次
の
点
に
は
補
正
変
更
が
み
ら
れ
る
。

一
方
、
財
産
に
つ
き
、
第
六
版
で
確
定
さ
れ
た
最
終
の
定
式
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。
財
産
の
際
に
は
「
人
に
帰
属
す
る
財
産
権
が

個
々
で
は
な
く
統
一
体
（E

inheit

）

（
137
）

、
ま
さ
に
そ
れ
が
こ
の
人
に
帰
属
す
る
と
い
う
点
に
か
か
る
統
一
体
と
し
て
解
釈
さ
れ
る
」。
そ

の
多
様
な
側
面
は
積
極
財
産
・
消
極
財
産
と
い
う
表
現
を
も
っ
て
指
示
さ
れ
る
。
前
者
に
限
ら
れ
る
（
狭
義
〔
純
粋
財
産
（reines

V
erm

ögen

）〕）
の
は
債
権
者
と
の
関
係
、
両
者
と
も
に
含
ま
れ
る
の
は
相
続
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
第
三
版
ま
で
は
相
続
の

際
に
は
財
産
そ
れ
自
体
が
権
利
の
対
象
（G

egenstand

）
で
あ
る
と
説
か
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
第
四
版
以
降
は
撤
回
さ
れ
る
と
と

も
に
、
こ
う
し
た
問
い
そ
れ
自
体
が
抹
消
さ
れ
て
い
る
（
138
）

。
ま
た
、
第
五
版
ま
で
と
第
六
版
以
降
で
は
財
産
の
指
示
の
仕
方
に
差
異
が

み
ら
れ
る
。
け
れ
ど
も
、
こ
れ
は
法
文
の
解
釈
を
理
由
と
す
る
も
の
で
あ
り
、
内
容
上
の
変
更
は
存
し
な
い
と
い
っ
て
よ
い
（
139
）

。
他
方
、

集
合
物
に
つ
い
て
は
、
初
版
で
は
「
一
連
の
個
々
の
有
体
物
の
、
特
別
な
物
と
考
え
ら
れ
た
総
体
へ
の
観
念
的
な
統
合
」
と
い
う
定

式
が
与
え
ら
れ
て
い
た
が
、
第
四
版
以
降
は
削
除
さ
れ
、
代
替
案
も
出
さ
れ
て
い
な
い
。
こ
の
訂
正
は
、
集
合
物
そ
れ
自
体
が
権
利

の
対
象
と
な
り
う
る
か
と
い
う
問
題
に
つ
き
、
同
版
以
降
、
そ
れ
ま
で
の
全
面
肯
定
説
か
ら
制
限
肯
定
説
、
す
な
わ
ち
畜
群
そ
の
他

の
自
然
的
総
体
（N

aturganzes

）
に
限
っ
て
肯
定
す
る
立
場
に
改
説
し
た
こ
と
に
由
来
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
（
140
）

。
初
版
以
来
一
貫
し

て
、
集
合
物
一
般
と
し
て
触
れ
ら
れ
る
の
は
右
問
題
に
限
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
付
言
し
て
お
く
。

次
に
、
か
の
法
諺
に
つ
い
て
は
、
文
字
ど
お
り
こ
れ
を
引
く
と
こ
ろ
は
み
あ
た
ら
な
い
（
141
）

。
し
か
し
、
一
般
に
指
摘
さ
れ
る
よ
う
に
（
142
）

、

相
続
請
求
に
つ
き
《
代
価
は
物
の
地
位
を
襲
う
》
の
適
用
を
肯
定
し
て
い
る
も
の
と
読
む
の
が
相
当
で
あ
る
（
143
）

。
と
い
う
の
は
、
相
続

財
産
中
の
物
の
代
わ
り
に
取
得
さ
れ
た
売
却
代
金
は
相
続
財
産
に
帰
属
す
る
と
さ
れ
、
と
く
に
悪
意
占
有
者
責
任
に
つ
き
、D

.5,

3,
22

を
引
く
と
と
も
にD

.
18,

4,
21

を
参
照
し
、「
そ
の
真
の
根
拠
は
売
却
代
金
は
売
却
さ
れ
た
物
の
代
わ
り
と
な
り
、
こ
れ
に

よ
っ
て
相
続
財
産
と
な
っ
た
こ
と
に
あ
る
」
と
い
う
（
144
）ほ

か
、
そ
も
そ
も
〝
誤
っ
た
特
質
〞
と
指
摘
さ
れ
て
い
た
の
は
と
く
に
《
物
は

代
価
の
地
位
を
襲
う
》
に
限
ら
れ
て
い
た
か
ら
。
そ
う
で
あ
る
と
し
て
も
、
次
の
点
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
み
て
お
か
な
け
れ
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ば
な
ら
な
い
。
a
善
意
占
有
者
は
取
得
し
た
売
却
代
金
が
残
存
し
て
い
る
限
り
で
責
任
を
負
う
（D

.5,3,20,17-20;D
.5,3,23 -25,

1;D
.5,3,16,5;D

.5,3,18
pr.

）
が
、
同
一
物
を
再
購
入
し
た
際
に
は
物
と
収
益
﹇
差
額
﹈
の
返
還
を
要
す
る
（D

.5,3,22

）、
s

悪
意
占
有
者
の
責
任
は
利
得
に
制
限
さ
れ
ず
、
同
一
物
再
購
入
ケ
ー
ス
で
は
物
と
売
却
代
金
に
つ
き
選
択
的
に
責
任
を
負
い
（D

.5,

3,22
）、
廉
価
で
売
却
し
た
場
合
に
は
真
正
価
値
に
つ
き
責
任
を
負
う
（D

.5,3,20,21

）、
d
相
続
人
の
物
に
対
す
る
請
求
は
、
善

意
占
有
者
が
買
主
の
追
奪
請
求
を
介
し
て
間
接
的
に
利
得
以
上
の
責
任
を
負
担
す
る
と
き
（D

.5,3,25,17

）、
物
が
相
続
財
産
そ
れ

自
体
の
利
益
に
お
い
て
譲
渡
さ
れ
た
と
き
（D

.5,3,20,1-2;D
.5,3,33,1;D

.5,3,53;D
.5,3,20,12,D

.5,3,20,16;D
.5,3,5

pr.

）
に
は
挫
折
す
る
。
こ
れ
ら
に
つ
い
て
は
初
版
以
来
変
更
は
み
ら
れ
な
い
。
と
こ
ろ
で
、
シ
ュ
レ
ー
ダ
ー
は
、
ヴ
ィ
ン
ト
シ
ャ

イ
ト
が
引
い
たD

.5,3,22
とD

.18,4,21

は
売
却
代
金
の
相
続
財
産
へ
の
﹇
直
接
﹈
帰
属
の
根
拠
と
は
な
ら
な
い
と
批
判
し
て

い
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、
ヴ
ィ
ン
ト
シ
ャ
イ
ト
は
第
四
版
に
お
い
て
応
接
し
、
か
れ
の
著
書
全
体
に
つ
き
消
極
的
評
価
を
下
し
て
い
る
（
145
）

。

す
な
わ
ち
、
文
言
解
釈
は
決
定
的
な
も
の
で
は
な
く
、
実
質
的
根
拠
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
著
者
自
身
か
な
ら

ず
し
も
こ
う
し
た
考
慮
を
否
定
し
て
い
な
い
、「
わ
た
く
し
は
、
ロ
ー
マ
法
が
実
際
に
は
指
示
さ
れ
た
取
得
物
を
『
相
続
財
産
』
と

は
解
釈
し
て
い
な
か
っ
た
こ
と
に
つ
き
か
れ
が
試
み
る
証
明
を
、
成
功
し
た
も
の
と
は
考
え
な
い
」。
以
上
に
対
し
て
、《
物
は
代
価

の
地
位
を
襲
う
》
を
認
め
る
も
の
と
読
む
こ
と
は
で
き
な
い
こ
と
を
確
認
し
て
お
く
（
146
）

。
先
述
し
た
〝
誤
っ
た
特
質
〞
の
指
摘
の
ほ
か
、

「
相
続
財
産
の
た
め
に
購
入
さ
れ
た
も
の
が
相
続
財
産
に
帰
属
す
る
」「
た
し
か
に
相
続
財
産
中
の
金
銭
に
よ
っ
て
購
入
さ
れ
た
が
、

相
続
財
産
の
た
め
に
購
入
さ
れ
た
の
で
は
な
い
も
の
は
そ
う
で
は
な
い
。D

.5,3,20
pr.-1

」
と
説
か
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

最
後
に
、
ヴ
ィ
ン
ト
シ
ャ
イ
ト
の
「
自
己
展
開
能
力
」
理
論
に
対
す
る
評
価
を
み
て
お
こ
う
。
特
有
財
産
の
構
成
要
素
に
つ
い
て

は
特
有
財
産
訴
権
と
の
関
係
で
触
れ
ら
れ
て
い
る
け
れ
ど
も
、
そ
の
変
動
に
つ
い
て
の
本
文
の
叙
述
は
明
確
性
を
欠
く
。
第
四
版
以

降
「
特
有
財
産
そ
れ
自
体
が
お
の
ず
と
増
加
す
る
」
と
の
補
注
が
な
さ
れ
る
が
、
そ
の
説
明
は
す
べ
て
マ
ン
ド
リ
の
自
己
展
開
能
力

理
論
（
論
文
と
著
書
〔
後
者
は
第
五
版
追
加
〕）
に
委
ね
ら
れ
て
い
る
（
147
）

。
軍
営
特
有
財
産
の
構
成
要
素
に
つ
い
て
は
変
動
と
い
う
視
角
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か
ら
は
整
理
さ
れ
て
お
ら
ず
、
脚
注
に
お
い
て
断
片
的
に
触
れ
ら
れ
る
に
と
ど
ま
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
第
四
版
以
降
、﹇
詳
し
い

も
の
と
し
て
﹈
フ
ィ
ッ
テ
ィ
ン
グ
が
引
用
さ
れ
て
い
る
（
148
）

。

bL

デ
ル
ン
ブ
ル
ク
（
149
）

デ
ル
ン
ブ
ル
ク
『
パ
ン
デ
ク
テ
ン
』
初
版
（
一
八
八
四
―
八
七
年
）
な
い
し
最
終
第
七
版
（
一
九
〇
二
―
〇

三
年
）
の
主
張
は
、
ヴ
ィ
ン
ト
シ
ャ
イ
ト
と
異
な
り
き
わ
め
て
明
瞭
で
あ
る
。
も
と
よ
り
各
版
で
は
若
干
の
相
違
が
み
ら
れ
る
が
、

根
本
的
な
見
解
は
変
更
さ
れ
て
い
な
い
。
そ
れ
は
、universitas

iuris

とuniversitas
facti

を
内
容
の
観
点
か
ら
区
別
し
、
前
者

で
は
特
別
財
産
を
想
定
す
る
、
か
の
法
諺
に
つ
い
て
は
相
続
請
求
の
際
に
《
代
価
は
物
の
地
位
を
襲
う
》
の
適
用
を
認
め
る
、
特
有

財
産
の
構
成
要
素
の
変
動
に
つ
い
て
は
〝
新
理
論
〞
に
委
ね
る
、
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
―
―universitas

iuris

と
し

て
特
別
財
産
を
想
定
す
る
点
を
除
け
ば
―
―
本
稿
の
読
み
で
の
ヴ
ィ
ン
ト
シ
ャ
イ
ト
説
と
同
様
と
み
て
よ
い
。
も
っ
と
も
、
か
れ
は

そ
れ
以
前
に
相
続
請
求
に
関
す
る
論
文
（
一
八
五
一
年
）
を
公
刊
し
て
お
り
、『
パ
ン
デ
ク
テ
ン
』
と
の
関
係
に
若
干
の
問
題
を
残
し

て
い
る
。
こ
の
点
も
合
わ
せ
て
み
て
い
こ
う
。

デ
ル
ン
ブ
ル
ク
に
よ
れ
ば
、「
特
別
財

、
、
、

産、
（Sonderverm

ögen

）
―
―universitas

juris

」
と
、「
集
合
、
、

物、
（Sachgesam

m
theient

）
―
―

universitates
facti

」
は
次
の
よ
う
に
区
別
さ
れ
る
（
150
）

。
前
者
は
、「
共
通
の
原
因
ま
た
は
同
種
の
経
済
上
の
用
途
の
結
果
、
一
定
の

関
係
に
お
い
て
（in

bestim
m

ten
B

ezieihungen

）
法
上
統
一
体
（E

inheit

）
と
み
な
さ
れ
る
財
産
の
構
成
要
素
（V

erm
ögensbe-

standteile

）
の
総
計
（Sum

m
e

）」
で
あ
る
。
こ
こ
に
財
産
（V

erm
ögen

）﹇
一
般
﹈
と
は
「
人
の
金
銭
価
値
あ
る
権
利
（R

echte

）

の
総
体
」、
そ
の
構
成
要
素
（B

estandteile

）
は
ロ
ー
マ
人
に
よ
れ
ば
「
有
体
物
」
と
「
無
体
物
」
つ
ま
り
「
権
利
」
で
あ
る
が
、

有
体
物
と
は
実
際
に
は
そ
の
物
に
対
す
る
所
有
権
の
意
味
で
あ
る
。
初
版
で
は
特
別
財
産
に
つ
きSum

m
e

はK
reis

と
さ
れ
、in

bestim
m

ten
B

ezeihungen

と
い
う
制
限
が
脱
落
し
、
財
産
に
つ
きR

echte

がG
üter

と
さ
れ
て
い
た
け
れ
ど
も
、
第
二
版
以

降
は
右
の
よ
う
に
改
め
ら
れ
て
い
る
。
特
別
財
産
の
例
は
、
相
続
財
産
、
特
有
財
産
、
嫁
資
、
今
日
で
は
合
名
会
社
の
財
産
で
あ
る
。

こ
こ
で
は
同
一
性
を
維
持
し
た
ま
ま
構
成
要
素
の
変
更
増
加
減
少
が
生
じ
う
る
（D

.
15,

1,
40

pr.

）。
し
か
し
、
あ
く
ま
で
様
々
な
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根
拠
と
目
的
か
ら
統
一
体
と
し
て
取
り
扱
わ
れ
る
の
だ
か
ら
、
共
通
の
法
命
題
を
定
立
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
こ
れ
に
対
し
て
、

後
者
は
、「
そ
れ
自
体
で
固
有
の
価
値
を
有
す
る
独
立
の
有
体
物
が
経
済
上
、
取
引
の
な
か
で
あ
る
程
度
ま
で
統
一
体
と
み
な
さ
れ

る
総
体
（G

anzes

）
と
結
合
さ
れ
」
た
も
の
で
あ
る
。
初
版
・
第
二
版
で
は
表
現
に
変
動
が
あ
る
（
151
）も

の
の
、
第
三
版
以
降
は
こ
の
定

式
で
安
定
し
て
い
る
。
そ
の
説
明
に
つ
い
て
は
内
容
上
も
振
れ
幅
が
大
き
い
（
152
）が

、
第
四
版
に
至
っ
て
次
の
よ
う
に
確
定
さ
れ
て
い
る
。

例
は
、
自
然
的
総
体
と
し
て
畜
群
、
占
有
者
の
特
別
な
執
り
行
い
（V

eranstaltung

）
に
よ
り
創
設
さ
れ
る
も
の
と
し
て
図
書
館
、

絵
画
収
集
品
、
在
庫
商
品
。
こ
れ
ら
が
法
上
の
統
一
体
と
し
て
取
り
扱
わ
れ
る
か
ど
う
か
は
絶
対
的
に
は
決
定
で
き
な
い
。
一
方
、

と
く
に
ヴ
ェ
ヒ
タ
ー
『
論
究
』
が
主
張
し
た
よ
う
に
、
占
有
、
、

と、
所
有
権
は
個
々
の
部
分

、
、
、
、
、
、
、
、
、

上
に
存
続
す
る
、
畜
群
のvindicatio

は
訴

訟
上
の
軽
減
措
置
に
す
ぎ
な
い
、
ヴ
ィ
ン
ト
シ
ャ
イ
ト
の
類
型
論
は
「
内
的
根
拠
を
有
せ
ず
、
法
源
も
こ
う
し
た
妙
な
結
論
の
受
容

れ
を
強
制
し
て
い
な
い
」（V

ielheit

の
側
面
）、
他
方
、「
畜
群
」
の
用
益
権
の
際
に
は
、
用
益
権
者
に
古
い
家
畜
が
帰
属
す
る
反
面
、

若
い
家
畜
の
補
充
義
務
が
課
せ
ら
れ
る
（
個
々
の
家
畜
の
用
益
権
者
が
若
い
家
畜
の
補
充
義
務
を
負
担
し
な
い
一
方
、
古
い
家
畜
に
権
利
を

有
し
な
い
の
と
対
比
さ
れ
る
）（D

.7,1,70,3;D
.7,4,31

）（E
inheit

の
側
面
）。

以
上
の
よ
う
に
、universitas

iuris

とuniversitas
facti

は
統
一
体
の
内
容
が
「
様
々
な
種
類
の
財
産
構
成
要
素
」
で
あ
る
か
、

「
同
種
の
有
体
的
客
体
」
で
あ
る
か
に
よ
っ
て
区
別
さ
れ
る
（
153
）

。
だ
か
ら
、universitas

iuris

はuniversitas
iurium

と
も
い
わ
れ

る
だ
ろ
う
。
こ
の
考
え
方
はG

losse
ad

D
.15,2,1,8

に
由
来
し
、
キ
ー
ル
ル
フ
に
よ
っ
て
擁
護
さ
れ
て
い
る
（
154
）

。
こ
こ
で
は
次
の

こ
と
が
指
摘
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ま
ず
、
ハ
ッ
セ
と
ミ
ュ
ー
レ
ン
ブ
ル
ッ
フ
はuniversitas

iuris

概
念
の
放
棄
を
企
て
て

い
る
け
れ
ど
も
、
ビ
ル
ク
マ
イ
ヤ
ー
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、「
今
日
の
た
い
て
い
の
著
者
た
ち
は
正
当
に
も
こ
の
点
で
は
か
れ
ら
に

従
っ
て
い
な
い
」。
次
に
、
区
別
の
メ
ル
ク
マ
ー
ル
を
「
法
に
よ
り
創
設
さ
れ
た
統
一
体
」
か
「
人
間
の
意
思
に
よ
り
創
設
さ
れ
た

統
一
体
」
か
に
求
め
る
も
の
が
あ
る
。
近
時
で
は
と
く
に
ベ
ヒ
マ
ン
が
挙
げ
ら
れ
る
﹇
こ
の
文
脈
で
は
な
ぜ
か
ビ
ル
ク
マ
イ
ヤ
ー
は

引
か
れ
て
い
な
い
﹈。
し
か
し
な
が
ら
、「
こ
の
こ
と
は
正
当
で
な
い
」。
な
ぜ
な
ら
、
い
ず
れ
も
生
活
関
係
（Lebensverhältnis

）
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の
な
か
に
根
源
を
有
し
、
そ
し
て
法
に
お
い
て
承
認
さ
れ
る
の
は
変
わ
り
が
な
い
か
ら
で
あ
る
。
最
後
に
、
古
い
ド
グ
マ
ー
テ
ィ
ク

は
す
べ
て
のuniversitas

iuris

に
つ
き
か
の
法
諺
と
包
括
訴
訟
の
二
つ
を
認
め
よ
う
と
し
て
い
た
け
れ
ど
も
、「
双
方
と
も
に
正

当
で
な
か
っ
た
」。
ハ
ッ
セ
と
ミ
ュ
ー
レ
ン
ブ
ル
ッ
フ
の
「
功
績
」
は
次
の
真
実
の
強
調
に
あ
る
。
す
な
わ
ち
、「
諸
々
のuniver-

sitas

は
た
だ
相
対
的
に
、
す
な
わ
ち
個
々
の
関
係
の
な
か
で
か
つ
様
々
な
方
法
に
お
い
て
法
上
の
統
一
体
を
形
成
す
る
」
と
い
う

こ
と
で
あ
る
。
ち
な
み
に
、
こ
こ
で
は
と
く
に
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
な
い
が
、
両
者
の
区
別
を
〝
規
律
〞
の
相
違
に
求
め
る
見
解
も

ま
た
退
け
ら
れ
て
い
る
も
の
と
み
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
と
い
う
の
は
、
特
別
財
産
も
あ
く
ま
で
相
対
的
なuniversitas

で
あ
り
、

共
通
の
法
命
題
は
定
立
で
き
な
い
と
い
う
反
面
、
集
合
物
も
場
合
に
よ
っ
て
は
法
上
の
統
一
体
と
し
て
取
り
扱
わ
れ
う
る
と
い
う
か

ら
で
あ
る
。

さ
て
、
こ
の
よ
う
に
し
て
か
の
法
諺
は
も
は
や
「
共
通
の
法
命
題
」
で
は
な
い
。
で
は
、
い
つ
〝
個
別
に
〞
適
用
さ
れ
る
の
か
。

『
パ
ン
デ
ク
テ
ン
』
が
挙
げ
る
の
は
よ
く
知
ら
れ
た
次
の
ケ
ー
ス
で
あ
り
、
ま
た
、
そ
れ
に
限
ら
れ
る
（
155
）

。
す
な
わ
ち
、
相
続
請
求
の

際
に
「
本
来
の
遺
産
構
成
要
素
の
代
わ
り
に
生
じ
た
金
銭
お
よ
び
金
銭
請
求
権
、
と
く
に
譲
渡
さ
れ
た
遺
産
の
売
却
代
金
が
遺
産
に

帰
属
す
る
」
場
合
で
あ
る
。
こ
こ
で
はD

.5,3,22
に
お
け
る
か
の
ハ
ド
リ
ア
ー
ヌ
ス
帝
の
宣
示
に
断
片
を
有
す
る
《
代
価
は
物
の

地
位
を
襲
う
》
が
適
用
さ
れ
る
。
注
意
す
べ
き
は
、
こ
う
説
か
れ
て
い
る
と
し
て
も
、
a
善
意
占
有
者
は
利
得
の
範
囲
を
超
え
て

責
任
を
負
わ
な
い
（D

.5,3,36,4

）、
s
悪
意
占
有
者
に
は
こ
う
し
た
制
限
は
な
い
、
d
相
続
人
は
強
制
の
理
由
な
く
譲
渡
さ
れ
た

と
き
に
は
売
却
代
金
で
は
な
く
こ
の
物
の
価
値
を
選
択
的
に
請
求
で
き
る
（D

.5,3,36,3

）
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
こ

れ
ら
の
解
釈
は
初
版
以
来
一
貫
し
て
維
持
さ
れ
て
い
る
け
れ
ど
も
、
そ
の
三
〇
年
余
り
前
に
公
刊
さ
れ
た
相
続
請
求
に
関
す
る
論
文

で
は
、D

.5,3,25,18

を
引
き
な
が
ら
相
続
財
産
中
の
物
の
売
却
代
金
の
規
律
と
の
関
係
に
お
い
て
「
相
続
請
求
は
人
的
な
給
付
を

含
む
」
と
説
か
れ
て
い
た
（
156
）

。
そ
う
で
あ
る
と
す
る
と
、
シ
ュ
レ
ー
ダ
ー
、
コ
ー
ラ
ー
に
し
た
が
え
ば
、
た
ん
に
債
権
的
効
果
し
か
生

じ
な
い
以
上
、
売
却
代
金
を
請
求
で
き
る
か
ら
と
い
っ
て
、《
代
価
は
物
の
地
位
を
襲
う
》
の
適
用
と
は
い
え
な
い
よ
う
に
も
思
わ
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れ
る
。
そ
の
た
め
、
デ
ル
ン
ブ
ル
ク
の
位
置
づ
け
に
は
や
や
混
乱
が
み
ら
れ
る
（
157
）

。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
『
パ
ン
デ
ク
テ
ン
』
に
お
い

て
改
説
し
た
も
の
と
み
る
の
が
相
当
で
あ
ろ
う
。
と
い
う
の
は
、
右
解
釈
は
「﹇
相
続
請
求
﹈
訴
訟
の
対
象
は
増
加
減
少
を
被
り
構

成
要
素
の
変
動
に
服
す
る
特
別
財
産
（besonderes

V
erm

öen

）
と
み
な
さ
れ
る
」
と
い
う
命
題
の
一
部
で
あ
る
こ
と
が
明
示
さ
れ
、

そ
の
注
釈
で
は
反
対
説
と
し
て

、
、
、
、
、
、

シ
ュ
レ
ー
ダ
ー
が
引
用
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
（
158
）

。
こ
れ
に
対
し
て
、
反
対
ケ
ー
ス
、
す
な
わ
ち

「
遺
産
の
利
益
に
お
い
て
そ
の
必
要
の
た
め
に
、
と
く
に
相
続
財
産
中
の
金
銭
に
よ
っ
て
購
入
さ
れ
た
客
体
が
同
じ
く
遺
産
に
帰
属

す
る
」（D

.
5,

3,
20

pr.-1

）
と
い
う
場
合
に
は
、《
物
は
代
価
の
地
位
を
襲
う
》
は
―
―
明
ら
か
に
意
図
的
に
―
―
引
か
れ
て
い
な

い
こ
と
を
付
言
し
て
お
こ
う
（
159
）

。

デ
ル
ン
ブ
ル
ク
の
「
自
己
展
開
能
力
」
理
論
に
対
す
る
評
価
に
つ
い
て
は
次
の
点
を
指
摘
し
て
お
く
。
当
時
実
際
的
で
な
か
っ
た

通
常
の
特
有
財
産
に
つ
い
て
は
構
成
要
素
の
変
動
に
つ
き
そ
も
そ
も
叙
述
が
存
し
な
い
。
軍
営
特
有
財
産
の
構
成
要
素
の
変
動
に
つ

い
て
も
説
明
が
み
あ
た
ら
な
い
。
詳
細
は
あ
げ
て
マ
ン
ド
リ
と
フ
ィ
ッ
テ
ィ
ン
グ
の
研
究
に
委
ね
ら
れ
て
い
る
（
160
）

。

（　）二

二
つ
のD

issertatio
n

最
後
に
、
シ
ェ
ー
ラ
ー
と
シ
ュ
ル
テ
のD

issertation

を
考
察
す
る
。
こ
れ
ら
は
現
代
で
も
な
お
引
用
さ
れ
る
（
161
）

、
一
九
世
紀
の
末

に
公
刊
さ
れ
た
法
諺
《
代
価
は
物
の
地
位
を
襲
い
物
は
代
価
の
地
位
を
襲
う
》
を
直
接
の
主
題
と
す
る
包
括
的
研
究
で
あ
る
と
こ
ろ
、

後
期
普
通
法
研
究
の
掉
尾
を
飾
る
の
に
相
応
し
い
と
思
わ
れ
る
か
ら
で
あ
る
（
162
）

。

aL

シ
ェ
ー
ラ
ー
（
163
）

「
命
題
（Satz

）《
物
は
代
価
の
地
位
を
襲
い
代
価
は
物
の
地
位
を
襲
う
》
の
歴
史
は
、
法
源
の
あ
る
命
題

を
そ
れ
が
本
来
も
っ
ぱ
ら
規
定
さ
れ
て
い
た
関
連
か
ら
引
き
離
す
と
き
に
、
い
か
に
誤
っ
た
結
論
に
陥
る
の
か
、
ど
れ
ほ
ど
大
き
な

概
念
の
混
乱
が
生
じ
る
の
か
を
わ
れ
わ
れ
に
示
し
て
い
る
」

（
164
）

。
シ
ェ
ー
ラ
ー
は
こ
う
書
き
出
し
た
あ
と
、
歴
史
的
展
開
を
辿
り
、
法

諺
の
意
味
を
明
確
に
し
た
の
ち
に
、
法
源
の
態
度
を
分
析
・
検
討
し
、
結
論
を
定
式
化
す
る
。
し
か
し
、
歴
史
的
展
開
の
叙
述
の
う
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ち
、
み
る
べ
き
と
こ
ろ
は
す
で
に
さ
き
に
取
り
上
げ
た
か
ら
、
こ
こ
で
は
省
略
す
る
。
な
お
、
最
後
に
、
当
時
公
表
間
も
な
か
っ
た

Ｂ
Ｇ
Ｂ
第
一
草
案
お
よ
び
『
理
由
書
』
に
つ
き
評
価
を
下
し
て
い
る
が
、
こ
の
点
に
つ
い
て
は
次
稿
で
考
察
す
る
こ
と
に
し
た
い
。

シ
ェ
ー
ラ
ー
は
か
の
法
諺
の
歴
史
的
展
開
を
追
跡
し
た
あ
と
、
そ
の
「
意
味
」
を
「
文
言
」
か
ら
確
定
し
よ
う
と
試
み
る
（
165
）

。
そ
の

前
提
と
し
て
、
こ
の
法
諺
は
、
①
「
総
体
（G

anzes

）」
と
の
関
係
で
の
み
、
し
か
し
、
②
「
第
三
者
の
諸
権
利
が
問
題
と
な
る
場

合
」
に
限
っ
て
問
題
と
な
る
と
い
う
。
な
ぜ
な
ら
、「
地
位
（Platz

）」
の
空
白
と
補
充
が
問
題
と
な
る
の
は
総
体
と
の
関
係
に
限
ら

れ
（
①
）、
ま
た
、
財
産
の
代
替
性
は
一
般
に
は
「
集
合
概
念
と
し
て
の
財
産
の
性
質
の
結
果
」
で
あ
る
と
こ
ろ
、
第
三
者
の
諸
権

利
が
関
与
し
な
い
限
り
、
特
別
な
法
命
題
は
不
要
だ
か
ら
（
②
）。
こ
う
論
じ
た
あ
と
、
法
源
の
文
言
的
意
味
を
次
の
よ
う
に
確
定

す
る
。
a
《
物
（res

）》《
代
価
（pretium

）》。
一
方
、《
物
》
に
つ
い
て
は
「
財
産
構
成
要
素
（V

erm
ögensbestandteil

）」（
最
広

義
）
ま
た
は
「
有
体
物
（res

corporales

）」（
狭
義
）
の
い
ず
れ
の
理
解
も
可
能
で
あ
る
。
他
方
、《
代
価
》
に
つ
い
て
は
そ
う
で
は

な
い
。
次
の
い
ず
れ
と
理
解
す
べ
き
か
が
問
題
と
な
る
。「
金
銭
価
値
・
真
正
価
値
（G

eldw
ert;

verum
pretium

）」
あ
る
い
は

「
価
格
（Preis

）」、
後
者
に
は
意
思
に
基
づ
く
「
売
却
代
金
」
と
、
意
思
に
基
づ
か
な
い
「
公
用
収
容
…
…
補
償
金
」「
損
害
…
…
賠

償
金
」「
保
険
金
」
が
含
ま
れ
る
。
ち
な
み
に
、「
賃
金
」「
賃
料
」
と
い
う
理
解
は
「
わ
れ
わ
れ
の
命
題
の
領
域
で
は
」
あ
ら
か
じ

め
排
除
さ
れ
る
。
こ
れ
ら
は
物
そ
れ
自
体
で
は
な
く
労
働
ま
た
は
収
益
の
代
わ
り
だ
か
ら
で
あ
る
。
以
上
の
分
析
を
基
礎
に
、
か
れ

は
こ
う
考
察
す
る
。
す
な
わ
ち
、《
代
価
は
物
の
地
位
を
襲
う
》
で
は
い
ず
れ
と
理
解
し
て
も
か
ま
わ
な
い
が
、《
物
は
代
価
の
地
位

を
襲
う
》
で
は
「
売
却
代
金
」
の
意
味
で
理
解
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
理
由
は
、
特
殊
な
交
換
財
貨
で
あ
る
物
と
一
般
の
交

換
財
貨
で
あ
る
金
銭
の
相
違
に
か
ん
が
み
れ
ば
、
物
が
代
価
の
代
わ
り
に
な
っ
た
と
い
う
に
は
法
律
行
為
の
仲
介
を
要
す
る
こ
と
な

ど
に
あ
る
。
も
っ
と
も
、《
代
価
は
物
の
地
位
を
襲
う
》
の
際
に
も
こ
こ
で
は
「
売
却
代
金
」
と
規
定
さ
れ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
様
々

な
解
釈
が
あ
り
う
る
と
し
た
ら
適
用
不
可
能
か
恣
意
的
適
用
に
到
達
す
る
で
あ
ろ
う
し
、
こ
う
し
た
理
解
が
学
説
（
グ
リ
ュ
ッ
ク
、

ミ
ュ
ー
レ
ン
ブ
ル
ッ
フ
、
ヴ
ェ
ヒ
タ
ー
）
と
、
法
源
（D

.5,3,20
pr.;D

.5,3,20,1;D
.5,3,20,6b;D

.5,3,20,15-17;D
.5,3,20,
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21;D
.5,3,22;D

.5,3,25,1

）
に
適
合
す
る
と
み
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
s
《
地
位
を
襲
う
（succeditin

locum

）》。《
地
位
を
襲

う
》
を
最
広
義
に
解
釈
す
る
と
、
他
の
法
諺
す
な
わ
ち
《
代
位
す
る
も
の
は
代
位
さ
れ
る
も
の
の
性
質
を
受
取
る
》
と
同
一
の
意
味

を
有
す
る
こ
と
に
な
る
。
そ
の
特
徴
は
、
①
代
位
物
の
性
質
承
継
、
②
地
位
の
当
然
の
充
填
に
あ
る
と
み
ら
れ
る
け
れ
ど
も
、
こ
う

し
た
解
釈
は
相
当
で
な
い
。
そ
の
理
由
は
、
た
と
え
ば
非
代
替
物
の
売
却
の
際
に
取
得
さ
れ
た
代
金
を
非
代
替
物
と
規
定
し
、
盗
品

購
入
の
際
に
自
己
の
代
金
を
支
払
っ
た
買
主
へ
盗
品
所
有
権
の
移
転
を
認
め
る
の
は
倒
錯
し
て
い
る
こ
と
（
①
）、
原
所
有
者
の
権

利
お
よ
び
処
分
者
の
返
還
義
務
の
対
象
を
当
然
に
代
位
物
へ
と
制
限
す
る
の
は
法
源
上
も
目
的
的
見
地
か
ら
も
相
当
で
な
い
こ
と

（
②
）
に
あ
る
。
か
の
法
諺
は
「
少
な
く
と
も
ま
さ
に
叙
述
さ
れ
た
意
味
で
は
」
維
持
で
き
な
い
。
近
時
の
学
説
が
こ
の
法
諺
に
消

極
的
評
価
を
下
し
て
い
る
の
は
正
当
で
あ
る
が
、
支
配
的
見
解
は
な
お
限
定
肯
定
説
を
と
っ
て
い
る
﹇
各
論
者
に
お
け
る
か
の
法
諺

の
理
解
が
実
証
的
に
確
定
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
﹈。
し
か
し
、
プ
フ
タ
の
『
講
義
』
が
示
唆
す
る
よ
う
に
（
166
）

、
一
見
か
の
法
諺

が
適
用
さ
れ
た
か
の
よ
う
に
み
え
る
ケ
ー
ス
も
、「
法
効
果
の
真
の
原
因
（U

rsache

）」
は
じ
つ
は
「
ま
っ
た
く
異
な
る
要
素
（M

o-

m
ent

）」
に
あ
る
。
い
ま
や
、
こ
の
主
張
が
法
源
に
よ
っ
て
根
拠
づ
け
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

シ
ェ
ー
ラ
ー
の
法
源
研
究
は
、
お
お
む
ね
ミ
ュ
ー
レ
ン
ブ
ル
ッ
フ
、
ヴ
ェ
ヒ
タ
ー
、
シ
ュ
レ
ー
ダ
ー
、
マ
ン
ド
リ
、
フ
ィ
ッ
テ
ィ

ン
グ
、
ベ
ヒ
マ
ン
の
研
究
の
総
合
と
い
っ
て
よ
い
。
だ
か
ら
、
ご
く
簡
潔
に
論
旨
を
整
理
す
る
に
と
ど
め
よ
う
。
第
一
に
、
相
続
財

産
に
つ
い
て
。
ま
ず
、《
代
価
は
物
の
地
位
を
襲
う
》
は
基
礎
づ
け
ら
れ
な
い
（
167
）

。
a
〔
主
た
る
典
拠
〕
パ
ウ
ル
ス
がD

.
5,

3,
22

で

引
い
た
ハ
ド
リ
ア
ー
ヌ
ス
帝
の
宣
示
は
そ
れ
自
体
で
は
根
拠
と
な
ら
な
い
。
①
宣
示
の
表
現
（potest,

quodam
m

odo

）、
②
宣
示

の
性
格
（
法
命
題
﹇
元
老
院
議
決
そ
れ
自
体
﹈
で
は
な
く
そ
の
動
機
づ
け
〔B

egündung

〕）、
③
宣
示
引
用
の
文
脈
（
パ
ウ
ル
ス
は
自
己

の
判
断
の
理
由
づ
け
と
し
て
引
用
）、
④
パ
ウ
ル
ス
の
判
断
内
容
（
同
一
物
再
購
入
の
際
に
は
善
意
占
有
者
は
物
と
差
額
の
返
還
義
務
を
負

う
）
が
そ
の
根
拠
で
あ
る
。
s
〔
相
続
財
産
占
有
者
の
義
務
〕
物
を
売
却
し
た
場
合
、
善
意
占
有
者
は
売
却
代
金
を
返
還
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
が
、
そ
れ
は
あ
く
ま
で
利
得
の
範
囲
に
限
ら
れ
（D

.5,3,23
pr.;D

.5,3,25,16

）、
そ
れ
以
上
の
責
任
を
負
わ
な
い
。
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他
方
、
悪
意
占
有
者
は
つ
ね
に
売
却
代
金
と
そ
の
利
息
の
返
還
を
要
し
、
廉
価
で
売
却
し
た
際
に
は
真
正
価
値
と
そ
の
利
息
を
返
還

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
の
み
な
ら
ず
、
擬
制
占
有
者
（fictus

possessor

）
と
し
て
（D

.5,3,20,6c
usw

）、
物
と
付
加
物
そ
れ

自
体
、
そ
れ
が
で
き
な
い
と
き
に
は
評
価
額
の
返
還
義
務
を
負
う
（D

.5,3,20,21

）。
以
上
の
理
は
物
が
滅
失
し
た
場
合
に
も
同
様

で
あ
る
。
こ
の
取
扱
い
を
か
の
法
諺
の
適
用
と
み
る
の
は
相
当
で
な
い
。
①
つ
ね
に
売
却
代
金
を
請
求
で
き
る
わ
け
で
も
、
か
な
ら

ず
そ
れ
に
制
限
さ
れ
る
わ
け
で
も
な
い
。
②
そ
も
そ
も
善
意
悪
意
の
区
別
そ
れ
自
体
を
基
礎
づ
け
ら
れ
な
い
。
d
〔
相
続
人
の
権

利
〕
相
続
人
は
物
が
売
却
さ
れ
た
場
合
に
は
一
般
に
、
売
却
代
金
の
み
な
ら
ず
物
そ
れ
自
体
も
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
し
か
し
、

か
の
法
諺
で
は
こ
の
選
択
権
（W

ahlrecht

）
を
説
明
で
き
な
い
。
な
お
、
次
の
場
合
に
は
相
続
人
の
請
求
は
売
却
代
金
に
制
限
さ

れ
う
る
。
aL
善
意
占
有
者
が
買
主
に
よ
る
追
奪
請
求
に
晒
さ
れ
る
場
合
（D

.
5,

3,
25,

17

）、
bL
悪
意
占
有
者
が
相
続
財
産
に
と
っ

て
不
可
欠
な
譲
渡
を
行
っ
た
場
合
（D

.5,3,33,1

）、
cL
物
そ
れ
自
体
が
滅
失
し
た
場
合
。
だ
が
、
制
限
の
根
拠
は
か
の
法
諺
で
は

な
い
。
そ
れ
は
、
善
意
占
有
者
の
利
得
限
度
責
任
規
定
の
潜
脱
の
防
止
（
aL
）、
悪
意
占
有
者
が
負
担
す
る
管
理
責
任
と
の
均
衡
・

公
平
（
bL
）、
も
っ
ぱ
ら
自
然
上
の
原
因
（
cL
）
に
あ
る
。
f
〔
相
続
財
産
へ
の
帰
属
〕
法
源
は
売
却
代
金
が
相
続
財
産
に
帰
属
す

る
な
ど
と
い
う
擬
制
を
用
い
て
い
な
い
。
あ
く
ま
で
売
却
代
金
占
有
者
は
相
続
請
求
の
被
告
と
な
り
う
る
と
い
う
だ
け
で
あ
る
（D

.

5,3,16,1;D
.5,3,16,2;D

.5,3,16,5;D
.5,3,16,7;D

.5,3,25,1;D
.5,3,34,1

）

（
168
）

。
次
に
、《
物
は
代
価
の
地
位
を
襲
う
》
に
つ

い
て
も
結
論
は
変
わ
ら
な
い
（
169
）

。
a
〔
主
た
る
典
拠
〕D

.5,3,22
の
よ
う
な
手
掛
か
り
は
存
し
な
い
。
よ
く
引
か
れ
るD

.5,3,20

に
お
い
て
もsuccedere

と
い
う
表
現
は
ま
っ
た
く
み
ら
れ
な
い
。
s
〔
相
続
財
産
占
有
者
の
義
務
〕
相
続
財
産
占
有
者
は
善
意
悪

意
を
問
わ
ず
、
相
続
財
産
の
た
め
に
（für

）
購
入
し
た
場
合
、
購
入
物
の
返
還
義
務
を
負
う
け
れ
ど
も
、
反
対
に
、
自
己
の
た
め
に

そ
う
し
た
場
合
に
は
こ
の
限
り
で
な
い
（D

.5,3,20
pr.-1

）。
こ
の
こ
と
は
購
入
資
金
の
出
所
が
相
続
財
産
で
あ
る
か
占
有
者
の
固

有
財
産
で
あ
る
か
に
か
か
わ
ら
な
い
。
と
す
れ
ば
、
こ
の
取
扱
い
の
根
拠
は
か
の
法
諺
で
は
な
く
、
相
続
財
産
の
占
有
を
顧
慮
し
て

こ
れ
を
機
縁
に
取
得
し
た
か
ど
う
か
に
あ
る
。
な
お
、
相
続
財
産
中
の
金
銭
を
用
い
た
場
合
に
は
金
銭
返
還
義
務
も
負
う
け
れ
ど
も
、
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善
意
占
有
者
は
利
得
の
範
囲
で
返
還
す
れ
ば
よ
く
、
し
た
が
っ
て
ま
た
購
入
物
の
返
還
に
よ
り
免
責
さ
れ
う
る
。
d
〔
相
続
人
の

権
利
〕
相
続
人
は
右
要
件
を
充
足
す
る
場
合
に
限
っ
て
購
入
物
を
請
求
で
き
る
が
、
そ
う
し
た
場
合
で
、
か
つ
、
相
続
財
産
中
の
金

銭
が
用
い
ら
れ
た
と
き
に
は
金
銭
返
還
請
求
も
な
し
う
る
（
選
択
権
）。
た
だ
し
、
aL
善
意
占
有
者
に
対
し
て
は
利
得
の
範
囲
の
み

請
求
で
き
、
し
た
が
っ
て
ま
た
購
入
物
返
還
を
も
っ
て
対
抗
さ
れ
る
、
bL
悪
意
占
有
者
に
対
し
て
も
購
入
が
不
可
欠
で
あ
っ
た
際

に
は
購
入
物
し
か
請
求
で
き
な
い
。
f
〔
相
続
財
産
へ
の
帰
属
〕
根
拠
と
さ
れ
るD

.5,3,20
[pr.]

veniuntin
hereditatem

は
、

次
の
法
文
﹇1
﹈
と
の
関
係
上
、veniuntin

hereditatem
petitionem

と
読
ま
れ
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
購
入
物
の
相
続
財
産
へ
の

帰
属
を
支
持
す
る
も
の
で
は
な
い
（
170
）

。
第
二
に
、
相
続
財
産
以
外
の
ケ
ー
ス
に
つ
い
て
（
171
）

。
①
か
の
法
諺
は
相
続
財
産
に
す
ら
妥
当
せ
ず
、

②D
.5,3,20,10

も
拡
張
を
許
容
し
な
い
以
上
、
他
の
ケ
ー
ス
に
対
す
る
適
用
は
問
題
と
な
ら
な
い
。
個
別
に
み
る
と
次
の
と
お

り
で
あ
る
。
ま
ず
、
特
有
財
産
・
軍
営
特
有
財
産
に
は
、
た
し
か
に
構
成
要
素
の
変
動
が
認
め
ら
れ
て
い
る
（D

.
15,

1,
40

pr.;
C

.

12,36,
1,

4

）
け
れ
ど
も
、
こ
れ
は
か
の
法
諺
で
は
な
く
、
マ
ン
ド
リ
と
フ
ィ
ッ
テ
ィ
ン
グ
が
い
う
と
こ
ろ
の
「
財
産
と
し
て
の
特

質
」
に
よ
っ
て
根
拠
づ
け
ら
れ
る
﹇
詳
し
い
分
析
は
な
さ
れ
て
い
な
い
﹈

（
172
）

。
次
に
、
嫁
資
に
つ
い
て
は
こ
う
で
あ
る
。
夫
は
非
代
替

物
な
ら
現
物
、
代
替
物
な
ら
同
種
同
量
の
物
を
返
還
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
原
則
﹇vgl.D

.23,3,42

﹈
が
あ
る
以
上
、
そ

の
逸
脱
が
認
め
ら
れ
る
の
は
、
a
﹇
特
別
な
﹈
法
規
定
か
、
あ
る
い
は
、
s
夫
婦
の
意
思
の
合
致
に
限
ら
れ
る
。
a
に
は
、
公
用
収

容
の
ケ
ー
ス
な
ど
、
s
に
は
、
aL
嫁
資
の
書
換
え
（prem

utatio

）（
妻
に
と
っ
て
有
利
で
あ
る
こ
と
が
必
要
〔D

.23,3,26

〕）
を
夫
婦

が
明
示
的
に
合
意
す
る
場
合
、
bL
夫
に
よ
る
嫁
資
物
の
譲
渡
ま
た
は
嫁
資
金
銭
に
よ
る
購
入
に
妻
が
同
意
を
与
え
る
場
合
が
考
え

ら
れ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
夫
が
一
方
的
に
無
権
限
で
譲
渡
し
た
場
合
に
は
、
妻
は
第
三
者
にrei

vindicatio,

夫
に
利
益
賠
償
を

請
求
で
き
る
。D

.
23,

4,
54

は
嫁
資
金
銭
に
よ
る
購
入
物
は
嫁
資
に
な
る
と
い
う
が
、
そ
の
趣
旨
は
妻
の
金
銭
請
求
を
排
除
す
る

と
こ
ろ
に
は
な
く
、
夫
が
金
銭
を
支
払
わ
な
い
場
合
に
妻
に
購
入
物
を
請
求
す
る
権
利
を
与
え
る
、
つ
ま
り
妻
の
担
保
の
た
め
の
特

別
な
法
規
定
﹇
a
の
一
種
﹈
と
い
う
に
あ
る
か
ら
、
こ
の
こ
と
と
は
矛
盾
し
な
い
。
か
の
法
諺
の
適
用
は
存
し
な
い
の
で
あ
る
。
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最
後
に
、
担
保
権
に
つ
き
、
当
事
者
が
総
財
産
ま
た
は
集
合
物
に
担
保
を
設
定
し
た
際
に
は
、
実
行
ま
で
に
生
じ
た
担
保
客
体
の
変

動
が
認
め
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
の
根
拠
は
か
の
法
諺
で
は
な
く
、
当
事
者
意
思
あ
る
い
は
担
保
客
体
の
経
済
的
用
途
に
存
す
る
。

シ
ェ
ー
ラ
ー
は
自
己
の
結
論
を
次
の
三
点
に
ま
と
め
る
（
173
）

。
す
な
わ
ち
、
aL
法
諺
《
代
価
は
物
の
地
位
を
襲
い
物
は
代
価
の
地
位
を

襲
う
》
が
法
源
上
相
続
財
産
の
領
域
で
現
れ
る
の
は
「
法
命
題
（R

echtssatz

）」
で
は
な
く
、「
他
の
根
拠
に
基
づ
く
法
効
果
の
表

現
（A

usdruck
）」
と
し
て
だ
け
で
あ
る
こ
と
、
こ
の
よ
う
に
、
bL
こ
の
法
諺
は
相
続
財
産
の
領
域
で
す
ら
妥
当
し
な
い
以
上
、
旧

理
論
に
よ
り
好
ま
れ
た
相
続
財
産
以
外
の
領
域
に
対
す
る
拡
張
も
ま
た
「
完
全
に
拠
り
所
を
失
う
」
こ
と
、﹇
そ
の
反
面
、﹈
cL
こ
の

法
諺
に
他
の
根
拠
に
基
づ
く
法
効
果
の
表
現
以
上
の
も
の
を
認
め
な
い
な
ら
、
旧
理
論
の
よ
う
にuniversitas

iuris

に
制
限
さ
れ

る
こ
と
は
な
く
、「
同
じ
く
集
合
物
（Sachgesam

m
theit

）
に
も
適
用
さ
れ
う
る
」
こ
と
。

bL

シ
ュ
ル
テ
（
174
）

シ
ュ
ル
テ
の
研
究
は
、
相
続
請
求
と
嫁
資
訴
権
に
お
け
る
か
の
法
諺
、
と
く
に
《
物
は
代
価
の
地
位
を
襲
う
》

の
相
違
を
考
察
し
た
も
の
で
あ
る
。「《
市
民
法
に
お
け
る
定
義
は
す
べ
て
危
険
で
あ
る（O

m
nis

definitio
in

jure
civilipericulosa

est

）》
と
い
う
ロ
ー
マ
の
法
学
者
の
言
明
を
充
分
に
は
理
解
で
き
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
と
り
わ
け
抽
象
好
き
な
ド
イ
ツ
人
は
、
現

実
に
は
存
在
し
な
い
法
命
題
を
手
に
し
、
そ
し
て
こ
と
に
よ
る
と
小
さ
か
っ
た
一
つ
の
誤
り
に
い
っ
そ
う
重
要
な
事
柄
が
結
び
つ
け

ら
れ
、
最
後
に
は
そ
も
そ
も
出
発
点
が
見
失
わ
れ
た
の
で
あ
る
。
…
…
命
題
《
物
は
代
価
の
地
位
を
襲
い
代
価
は
物
の
地
位
を
襲
う
》

は
こ
の
こ
と
の
一
例
を
わ
れ
わ
れ
に
提
供
し
て
い
る
」

（
175
）

。
こ
う
し
た
懐
疑
的
態
度
を
示
し
た
あ
と
、
歴
史
的
展
開
を
振
り
返
り
、

各
々
の
規
律
と
両
者
の
相
違
を
考
察
し
、
最
後
に
施
行
を
間
近
に
控
え
た
ド
イ
ツ
民
法
典
に
簡
潔
な
コ
メ
ン
ト
を
付
す
る
。
引
用
こ

、
、
、

そ
さ
れ
て
い
な
い
が

、
、
、
、
、
、
、
、

シ
ェ
ー
ラ
ー
の
研
究
を
下
敷
き
に
し
て
い
る
の
は
明
白
で
あ
り
（
176
）

、
か
れ
の
独
創
性
は
主
と
し
て
両
者
の
対
比
部

分
に
限
ら
れ
る
か
ら
、
こ
の
部
分
に
重
点
を
お
い
て
み
て
い
く
。
最
後
の
コ
メ
ン
ト
は
次
稿
で
あ
ら
た
め
て
取
り
上
げ
る
こ
と
に
し

た
い
。

シ
ュ
ル
テ
は
、
相
続
請
求
と
嫁
資
訴
権
に
お
け
る
《
物
は
代
価
の
地
位
を
襲
う
》
の
妥
当
性
に
つ
き
、
み
ず
か
ら
結
論
を
定
式
化
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し
て
い
る
。
一
方
、
相
続
請
求
に
つ
い
て
は
こ
う
で
あ
る
（
177
）

。《
物
は
代
価
の
地
位
を
襲
う
》
をD

.
5,

3,
20

か
ら
導
く
こ
と
は
で
き

な
い
。
そ
れ
は
他
の
根
拠
に
基
づ
く
法
効
果
を
、
ほ
ぼ
正
し
く
書
き
換
え
た
も
の
（eine

annähernd
richtige

U
m

schreibung

）

で
あ
る
。
か
の
法
諺
で
は
次
の
規
律
を
根
拠
づ
け
ら
れ
な
い
。
ま
ず
、
要
件
と
の
関
係
。
二
つ
の
ケ
ー
ス
が
区
別
さ
れ
る
。
aL
善

意
の
相
続
財
産
占
有
者
が
相
続
財
産
の
た
め
に
（für

）
相
続
財
産
中
の
金
銭
ま
た
は
自
己
の
金
銭
に
よ
り
物
を
購
入
し
た
場
合
、
相

続
人
は
物
の
み
を
請
求
で
き
、
ま
た
、
占
有
者
は
物
の
み
を
給
付
で
き
る
（
178
）

。
bL
善
意
の
相
続
財
産
占
有
者
が
相
続
財
産
中
の
金
銭
に

よ
り
自
己
の
た
め
に
購
入
し
た
場
合
に
は
、
相
続
人
は
金
銭
の
み
を
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
る
け
れ
ど
も
、
他
面
、
占
有
者
は
物
を

自
己
の
利
得
と
し
て
引
き
渡
す
こ
と
に
よ
り
対
抗
で
き
る
。
次
に
、
効
果
と
の
関
係
。
相
続
人
は
相
続
請
求
に
よ
り
購
入
物
を
あ
く

ま
で
人
的
給
付
（praestationes

personales

）
と
し
て
請
求
で
き
る
の
み
で
あ
る
。
他
方
、
嫁
資
訴
権
に
つ
い
て
は
こ
う
で
あ
る
（
179
）

。

妻
の
同
意
が
あ
る
場
合
と
な
い
場
合
に
分
け
ら
れ
る
。
夫
が
妻
の
同
意
と
と
も
に
婚
姻
継
続
中
に
嫁
資
金
銭
に
よ
っ
て
物
を
購
入
し

た
場
合
、
妻
の
意
思
が
認
め
ら
れ
か
つ
妻
に
不
利
益
が
生
じ
な
い
な
ら
、
こ
の
物
は
金
銭
の
代
わ
り
と
な
る
。《
物
は
代
価
の
地
位

を
襲
う
》
は
「
こ
こ
で
、
そ
し
て
ま
た
こ
こ
で
の
み
」
法
状
況
を
完
全
に
指
示
す
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
妻
の
同
意
が
な
い
場
合
に

は
、
妻
は
依
然
と
し
て
金
銭
を
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
だ
か
ら
、
妻
も
夫
も
《
物
は
代
価
の
地
位
を
襲
う
》
を
引
き
合
い
に
出

す
こ
と
は
で
き
な
い
。
妻
は
金
銭
請
求
の
担
保
の
た
め
に
、
夫
の
財
産
中
に
存
す
る
物
に
対
す
るV

indikation

を
有
す
る
。
こ
の

V
indikation

は
、
夫
が
婚
姻
解
消
後
ま
た
は
事
実
上
の
倒
産
後
に
物
を
譲
渡
し
た
場
合
に
は
、
第
三
者
に
対
し
て
も
無
制
限
に
主

張
で
き
る
。

こ
う
し
た
相
違
は
次
の
諸
点
か
ら
特
徴
づ
け
ら
れ
る
（
180
）

。
a
相
続
請
求
の
際
に
は
、
真
正
相
続
人
の
利
益
と
、
と
く
に
ロ
ー
マ
相
続

制
度
の
複
雑
性
か
ら
容
易
に
生
じ
う
る
相
続
財
産
占
有
者
お
よ
び
そ
の
債
権
者
の
利
益
の
調
和
、
な
ら
び
に
、
財
産
総
体
に
お
け
る

交
替
の
必
要
性
と
不
可
欠
性
に
か
ん
が
み
、﹇
善
意
の
相
続
財
産
占
有
者
が
相
続
財
産
の
た
め
に
購
入
を
行
っ
た
と
き
に
﹈
相
続
人

に
そ
の
有
利
不
利
い
か
ん
に
か
か
か
わ
ら
ず
、
一
方
で
は
、
承
認
の
義
務
が
課
せ
ら
れ
、
他
方
で
は
、
請
求
の
権
利
が
与
え
ら
れ
た
。
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こ
れ
に
対
し
て
、
嫁
資
訴
権
の
際
に
は
、
こ
う
し
た
歴
史
的
・
制
度
的
基
礎
は
な
く
、
夫
に
よ
る
家
族
生
活
の
濫
用
・
浪
費
に
対
し

て
妻
を
保
護
す
る
こ
と
、
そ
う
す
る
こ
と
が
帝
国
存
続
に
と
っ
て
も
必
要
と
の
顧
慮
か
ら
、
最
後
に
は
夫
の
財
産
に
対
す
る
一
般
抵

当
権
が
付
与
さ
れ
た
。
s
﹇
善
意
の
相
続
財
産
占
有
者
が
相
続
財
産
の
た
め
に
購
入
を
行
っ
た
場
合
、﹈
相
続
請
求
の
規
律
は
、

《
危
険
が
帰
す
る
者
に
利
益
が
帰
さ
な
く
て
は
な
ら
な
い
（C

om
m

odum
eius

esse
debet,cuius

est
periculum

）》
と
い
う
原
理

を
基
礎
と
し
、
購
入
物
に
対
す
る
請
求
権
は
あ
く
ま
で
対
人
的
性
質
（persönlicher

N
atur

）
に
と
ど
ま
り
、
け
っ
し
て
真
正
相
続

人
の
人
格
と
結
合
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
か
ら
、
特
定
承
継
人
も
こ
の
権
利
を
主
張
で
き
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
嫁
資
訴
権
の

規
律
は
、
右
の
原
理
で
は
な
く
、
夫
の
財
産
中
に
存
す
る
物
に
対
す
るV

indikation

は
妻
の
有
利
に
の
み
働
き
、
そ
の
対
物
的
性

格
（dinglicher

N
atur

）
か
ら
、
婚
姻
解
消
後
ま
た
は
事
実
上
の
倒
産
後
に
譲
渡
さ
れ
た
場
合
に
は
他
の
物
権
に
優
先
す
る
反
面
、

妻
の
特
権
（Privileg

）
と
し
て
の
性
格
を
有
す
る
た
め
に
、
妻
と
そ
の
相
続
人
以
外
の
他
人
は
こ
れ
を
行
使
す
る
こ
と
は
で
き
な

い
。

四
　
一
九
世
紀
ド
イ
ツ
普
通
法
学
全
体
の
総
括

以
上
の
後
期
の
考
察
を
踏
ま
え
、
一
九
世
紀
ド
イ
ツ
普
通
法
学
全
体
の
議
論
を
、
法
諺
《
代
価
は
物
の
地
位
を
襲
い
物
は
代
価
の

地
位
を
襲
う
》
を
基
点
に
す
え
、
総
論
的
な
い
し
基
礎
理
論
的
な
視
角
か
ら
、
現
代
の
物
上
代
位
論
（
181
）と

の
関
係
も
顧
慮
し
つ
つ
総
括

す
る
と
、
以
下
の
よ
う
に
な
ろ
う
。

aL

発
展
史
　
一
八
世
紀
末
の
ド
イ
ツ
普
通
法
学
で
は
、
中
世
ロ
ー
マ
法
学
に
萌
芽
を
有
す
る
次
の
よ
う
なuniversitas

re-

rum

理
論
が
支
配
的
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
、universitas

rerum

をuniversitas
iuris

とuniversitas
facti

に
区
別
し
、
前
者

に
は
後
者
と
異
な
る
規
律
、
と
く
に
対
物
的
包
括
訴
権
と
か
の
法
諺
が
妥
当
す
る
、
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
一
九
世
紀
の
初
め
に
ハ

一九世紀後期・ドイツ普通法学における法諺《代価は物の地位を襲い物は代価の地位を襲う》について（二・完）

59



ッ
セ
と
ミ
ュ
ー
レ
ン
ブ
ル
ッ
フ
がA

cP

論
文
に
お
い
て
批
判
し
た
の
は
、
こ
う
し
た
一
と
他
の
差
異
を
絶
対
的
な
も
の
と
前
提
す

る
二
分
法
理
論
で
あ
り
、
そ
の
戦
略
と
し
て
用
い
ら
れ
た
の
は
典
拠
批
判
（Q

uellenkritik

）
と
い
う
手
法
で
あ
っ
た
。
か
れ
ら
の

批
判
は
一
時
は
完
全
に
受
容
さ
れ
た
が
、
一
九
世
紀
の
末
に
はuniversitas

iuris

とuniversitas
facti

の
区
別
そ
れ
自
体
を
放

棄
す
る
の
は
相
当
で
な
い
、
と
い
う
認
識
で
一
致
し
た
。
け
れ
ど
も
、
か
れ
ら
の
批
判
の
主
眼
の
一
つ
、
す
な
わ
ちuniversitas

iuris

と
か
の
法
諺
の
一
般
的
結
合
は
不
当
で
あ
る
、
と
い
う
点
は
共
有
さ
れ
た
。
こ
う
し
て
、
か
の
法
諺
に
つ
き
一
般
適
用
説
は

姿
を
消
し
、
制
限
適
用
説
対
適
用
否
定
説
と
い
う
対
立
構
図
が
成
立
す
る
一
方
、「
自
己
展
開
能
力
」
理
論
と
い
う
新
た
な
理
論
が

提
唱
さ
れ
る
に
至
っ
た
。
以
下
、
区
別
論
と
法
諺
論
に
分
け
て
若
干
の
問
題
を
分
析
し
よ
う
。

bL

区
別
論
　
第
一
に
、universitas

iuris

とuniversitas
facti

の
区
別
は
な
ぜ
維
持
さ
れ
た
の
か
。
区
別
擁
護
論
の
嚆
矢
と

な
っ
た
中
期
の
論
者
・
キ
ー
ル
ル
フ
と
、
後
期
末
葉
に
属
す
る
ヴ
ィ
ン
ト
シ
ャ
イ
ト
と
デ
ル
ン
ブ
ル
ク
は
と
も
に
、ius

を
主
観
的
意

味
つ
ま
り
〝
権
利
〞
と
理
解
し
、〝
内
容
〞
の
相
違
に
よ
り
両
者
の
区
別
を
基
礎
づ
け
た
。
こ
れ
は
、G

losse
ad

D
.15,2,1,8

を

淵
源
と
す
る
伝
統
的
見
解
に
連
な
る
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
間
に
は
、
プ
フ
タ
、
ジ
ン
テ
ニ
ス
、
ゾ
イ
フ
ェ
ル
ト
な
ど
、
同
じ
く

ius

を
主
観
的
意
味
に
理
解
す
る
も
の
と
、
反
対
に
、
こ
れ
を
客
観
的
意
味
つ
ま
り
〝
法
〞
と
理
解
す
る
も
の
が
対
立
し
て
い
た
。

後
者
の
陣
営
の
う
ち
、
ベ
ヒ
マ
ン
、
ビ
ル
ク
マ
イ
ヤ
ー
な
ど
は
〝
基
礎
〞
の
相
違
に
着
目
す
る
の
に
対
し
て
、
ヴ
ェ
ヒ
タ
ー
『
パ
ン

デ
ク
テ
ン
』、
ノ
イ
ナ
ー
な
ど
は
〝
規
律
〞
の
相
違
に
着
目
す
る
。
な
ぜ
ヴ
ィ
ン
ト
シ
ャ
イ
ト
と
デ
ル
ン
ブ
ル
ク
は
伝
統
的
見
解
に

与
し
た
の
か
。
論
旨
を
ま
と
め
る
と
、
そ
れ
は
、
総
体
を
め
ぐ
る
法
と
事
実
の
混
交
・
事
実
の
基
底
性
、（
有
体
）
物
と
権
利
（
無
体

物
）
の
区
別
と
い
う
体
系
的
視
座
か
ら
、universitas

の
相
対
的
性
質
を
前
提
と
し
て
、ius

の
主
観
的
理
解
に
よ
る
区
別
を
支
持

す
る
の
が
相
当
と
い
う
に
あ
る
。
次
の
点
を
指
摘
し
て
お
こ
う
。
そ
も
そ
も
ハ
ッ
セ
と
ミ
ュ
ー
レ
ン
ブ
ル
ッ
フ
の
批
判
の
主
眼
は
、

一
と
他
の
絶
対
的
差
異
を
貫
徹
す
る
思
考
様
式
そ
れ
自
体
に
あ
り
、
こ
の
意
味
に
お
い
て
〝
区
別
放
棄
〞
と
い
う
の
は
レ
ト
リ
ッ
ク

に
す
ぎ
な
か
っ
た
節
が
あ
る
。
つ
ま
り
、universitas

の
相
対
的
性
質
さ
え
受
容
さ
れ
る
な
ら
、
区
別
を
定
立
す
る
こ
と
に
つ
き
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絶
対
に
反
対
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
。
こ
の
読
み
が
恣
意
的
で
な
い
こ
と
は
、
ミ
ュ
ー
レ
ン
ブ
ル
ッ
フ
自
身
が
『
パ
ン
デ
ク
テ
ン
』

第
三
版
に
お
い
て
キ
ー
ル
ル
フ
の
反
論
に
対
し
て
、「universitas

juris

に
よ
っ
て
財
産
を
指
示
す
る
こ
と
に
実
際
な
ん
ら
の
異
存

も
あ
り
え
な
い
」
と
応
接
し
て
い
た
こ
と
引
け
ば
十
分
で
あ
ろ
う
。
反
対
に
、
逆
説
的
で
は
あ
る
け
れ
ど
も
、
ハ
ッ
セ
と
ミ
ュ
ー
レ

ン
ブ
ル
ッ
フ
がuniversitas

の
相
対
的
性
質
を
論
証
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
か
え
っ
て
哲
学
的
・
体
系
的
・
便
宜
的
視
座
か
ら
区

別
を
定
立
す
る
こ
と
が
容
易
に
な
っ
た
と
い
え
る
。
両
区
別
か
ら
絶
対
的
に
結
論
が
引
き
出
さ
れ
る
の
で
は
な
い
と
す
れ
ば
、
安
ん

じ
て
区
別
そ
れ
自
体
に
つ
き
も
っ
ぱ
ら
一
般
的
視
座
か
ら
語
る
こ
と
が
で
き
る
、
と
い
う
わ
け
で
あ
る
。
け
れ
ど
も
、
こ
の
こ
と
は
、

個
別
具
体
的
な
問
題
の
解
決
と
い
う
視
点
か
ら
は
区
別
そ
れ
自
体
を
普
遍
抽
象
的
に
論
ず
る
実
益
が
少
な
く
な
っ
た
こ
と
を
意
味
す

る
。
現
代
で
は
一
般
に
区
別
論
そ
れ
自
体
に
は
ま
っ
た
く
関
心
が
寄
せ
ら
れ
て
い
な
い
（
182
）の

は
以
上
の
事
情
に
よ
る
の
で
あ
ろ
う
。

第
二
に
、universitas

iuris
の
際
に
は
な
に
が
想
定
さ
れ
て
い
た
の
か
。
具
体
的
に
は
、
特
別
財
産
が
想
定
さ
れ
て
い
た
の
か
、

財
産
一
般
が
想
定
さ
れ
て
い
た
の
か
。
前
者
に
た
つ
の
が
伝
統
的
見
解
、
普
通
法
学
上
も
多
数
説
で
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、uni-

versitas
iuris

の
例
と
し
て
は
相
続
財
産
、
特
有
財
産
、（
一
般
に
は
）
嫁
資
を
挙
げ
る
も
の
が
多
か
っ
た
。
プ
フ
タ
、
ア
ル
ン
ツ
、

ゾ
イ
フ
ェ
ル
ト
、
ベ
ヒ
マ
ン
、
ノ
イ
ナ
ー
、
ヴ
ェ
ヒ
タ
ー
『
パ
ン
デ
ク
テ
ン
』
な
ど
、
末
葉
で
は
デ
ル
ン
ブ
ル
ク
。
こ
れ
に
対
し
て
、

後
者
に
与
し
た
の
は
、
キ
ー
ル
ル
フ
、
ビ
ル
ク
マ
イ
ヤ
ー
な
ど
、
末
葉
で
は
ヴ
ィ
ン
ト
シ
ャ
イ
ト
。
も
っ
と
も
、
各
論
者
が
立
場
の

相
違
を
明
確
に
意
識
し
て
い
た
か
ど
う
か
は
疑
わ
し
い
。
こ
の
問
い
と
の
関
連
で
は
次
の
点
が
指
摘
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
一

つ
は
、
も
と
も
とuniversitas

iuris

に
妥
当
す
る
と
み
な
さ
れ
て
い
た
特
別
の
規
律
は
、
特
別
財
産
、
と
く
に
相
続
財
産
を
念
頭

に
お
い
た
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
。
か
の
法
諺
に
つ
い
て
はD

.5 ,3 ,22
とD

.5,3,20,10

が
主
た
る
典
拠
と
さ
れ
て
き
た
こ
と
を

示
せ
ば
足
り
る
。
こ
の
問
題
に
は
ま
た
す
ぐ
あ
と
で
立
ち
返
る
だ
ろ
う
。
二
つ
は
、universitas

の
相
対
的
性
質
が
受
容
さ
れ
る
と
、

universitas
iuris

の
想
定
対
象
を
限
定
す
る
意
味
が
小
さ
く
な
る
こ
と
。
こ
の
こ
と
は
一
の
裏
面
で
あ
る
。universitas

iuris

だ

か
ら
と
い
っ
て
当
然
に
特
別
の
規
律
が
適
用
さ
れ
る
わ
け
で
は
な
い
と
し
た
ら
、
想
定
対
象
を
財
産
一
般
に
広
げ
る
こ
と
に
大
き
な
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障
害
は
な
い
も
の
と
み
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
三
つ
は
、
想
定
対
象
の
問
題
と
区
別
基
準
の
問
題
の
関
連
性
。
普
通
法
学
上
こ
の
点

が
と
く
に
意
識
さ
れ
て
い
た
形
跡
は
な
い
。
現
代
で
も
区
別
論
そ
れ
自
体
に
対
す
る
関
心
の
低
下
と
相
即
し
て
、
一
般
論
と
し
て
は

語
ら
れ
て
い
な
い
。
し
か
し
、
特
別
財
産
に
つ
い
て
は
、
法
、
よ
り
精
確
に
は
、
法
律
に
よ
ら
な
け
れ
ば
創
設
で
き
な
い
、
法
律
上

の
特
別
な
規
律
が
適
用
さ
れ
る
、
な
ど
と
説
か
れ
て
い
る
（
183
）

。
こ
こ
で
は
特
別
財
産
に
つ
き
、
後
期
末
葉
に
ヴ
ィ
ン
ト
シ
ャ
イ
ト
と
デ

ル
ン
ブ
ル
ク
に
よ
っ
て
一
旦
捨
て
去
ら
れ
た
普
通
法
学
説
、
す
な
わ
ちius

の
客
観
的
理
解
が
ふ
た
た
び
復
活
し
て
い
る
の
を
み
て

と
る
こ
と
が
で
き
る
。

cL

法
諺
論
　
第
一
に
、
法
諺
とuniversitas

概
念
の
関
係
に
つ
い
て
。
三
つ
の
問
い
を
立
て
よ
う
。
ま
ず
、universitas

で

あ
る
な
ら
そ
の
交
替
の
た
め
に
か
の
法
諺
を
援
用
す
る
必
要
は
な
い
の
で
は
な
い
か
。
普
通
法
学
上
、
こ
の
問
い
が
否
定
さ
れ
、
か

の
法
諺
とuniversitas

が
別
個
の
も
の
と
さ
れ
て
き
た
こ
と
は
歴
史
的
展
開
を
み
れ
ば
明
白
で
あ
る
。
問
題
は
否
定
の
有
様
、
、

に
あ

り
、
そ
れ
が
顕
現
す
る
の
は
財
産
、
、

に
お
い
て
で
あ
る
。
普
通
法
学
上
一
般
に
、
か
の
法
諺
は
財
産
一
般
の
交
替
で
は
な
く
、
相
続
財

産
、
特
有
財
産
、
嫁
資
の
よ
う
な
特
別
財
産
の
交
替
を
基
礎
づ
け
る
、
つ
ま
り
、
一
般
原
則
に
よ
れ
ば
当
該
財
産
に
は
帰
属
し
な
い

で
あ
ろ
う
取
得
物
を
、
こ
れ
に
反
し
て
当
該
財
産
に
帰
属
さ
せ
る
も
の
と
構
想
さ
れ
て
い
た
。
こ
の
こ
と
はuniversitas

iuris

と

し
て
特
別
財
産
を
想
定
す
る
多
数
説
に
と
っ
て
は
自
明
で
あ
っ
た
と
み
ら
れ
る
。
だ
が
、
明
示
的
に
説
く
も
の
も
欠
け
て
な
い
。
ヴ

ェ
ヒ
タ
ー
『
論
究
』、
シ
ュ
レ
ー
ダ
ー
、
さ
ら
に
シ
ェ
ー
ラ
ー
。
特
有
財
産
を
め
ぐ
る
「
自
己
展
開
能
力
」
理
論
も
同
じ
レ
ベ
ル
に

位
置
づ
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
マ
ン
ド
リ
が
定
式
化
し
た
よ
う
に
、
そ
れ
は
、「
権
力
所
有
者
の
許
容
（concessio

）
と
現
実
の
供

与
（realis

datio;
[naturalis

datio]

）﹇
本
来
の
成
立
要
件
﹈
な
く
し
て
特
有
財
産
の
内
容
が
増
加
変
動
す
る
こ
と
」
を
基
礎
づ
け

る
理
論
で
あ
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、
か
の
法
諺
は
財
産
一
般
の
交
替
を
基
礎
づ
け
る
も
の
で
あ
る
、
と
積
極
的
に
述
べ
る
も
の
は

み
い
だ
せ
な
い
。
キ
ー
ル
ル
フ
は
適
用
否
定
説
、
ヴ
ィ
ン
ト
シ
ャ
イ
ト
は
制
限
適
用
説
で
あ
る
が
、
そ
の
適
用
範
囲
は
相
続
財
産
で

あ
っ
た
。
も
っ
と
も
、
ビ
ル
ク
マ
イ
ヤ
ー
は
「
自
己
展
開
能
力
」
理
論
に
つ
き
こ
の
立
場
に
与
す
る
こ
と
を
明
言
し
、
も
っ
て
か
の
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法
諺
を
こ
れ
に
吸
収
し
よ
う
と
試
み
た
。「universitas

juris

の
際
に
か
つ
て
大
き
な
役
割
を
演
じ
た
他
の
命
題
《
代
価
は
物
の
地

位
を
襲
い
物
は
代
価
の
地
位
を
襲
う
》
は
、
上
述
し
たuniversitas

の
自
己
展
開
能
力
を
財
産
統
一
体
に
適
用
し
た
も
の
の
一
つ

に
ほ
か
な
ら
な
い
」。
現
代
で
は
こ
の
立
場
を
承
継
し
、
財
産
上
の
物
上
代
位
を
財
産
理
論
に
解
消
し
よ
う
と
試
み
る
見
解
が
存

す
る
（
184
）

。
し
か
し
、
異
端
中
の
異
端
に
す
ぎ
な
い
。
支
配
的
見
解
は
特
別
財
産
上
の
物
上
代
位
の
固
有
な
作
用
に
独
立
の
意
義
を
認
め

る
こ
と
を
当
然
の
前
提
と
し
て
い
る
（
185
）

。
次
に
、universitas

そ
れ
自
体
の
権
利
客
体
性
と
か
の
法
諺
は
ど
の
よ
う
な
関
係
に
あ
る
の

か
。
普
通
法
学
は
両
者
の
問
題
を
切
断
し
て
い
た
。
す
な
わ
ち
、universitas

そ
れ
自
体
の
権
利
客
体
性
が
肯
定
さ
れ
て
も
か
の

法
諺
が
当
然
に
適
用
さ
れ
る
わ
け
で
は
な
く
、
反
対
に
、
そ
れ
が
否
定
さ
れ
る
と
か
の
法
諺
が
当
然
に
適
用
さ
れ
な
い
と
い
う
わ
け

で
も
な
い
。
こ
の
よ
う
に
両
問
題
が
別
個
で
あ
る
こ
と
は
、
か
の
法
諺
に
つ
い
て
の
議
論
の
仕
方
か
ら
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
前
者

は
、
た
と
え
ば
ゾ
イ
フ
ェ
ル
ト
、
ノ
イ
ナ
ー
な
ど
、
後
者
は
、
と
く
に
ヴ
ェ
ヒ
タ
ー
『
論
究
』
の
構
成
、
ヴ
ィ
ン
ト
シ
ャ
イ
ト
の
相

続
を
め
ぐ
る
改
説
を
参
照
。
普
通
法
学
で
は
ヴ
ェ
ヒ
タ
ー
『
論
究
』
以
来
、
権
利
客
体
性
否
定
説
が
通
説
と
な
っ
た
。
こ
の
状
況
は

現
代
で
も
変
化
は
な
く
、
権
利
客
体
性
の
問
題
と
物
上
代
位
の
問
題
が
区
別
さ
れ
る
こ
と
も
同
じ
く
自
明
の
も
の
と
さ
れ
て
い
る
（
186
）

。

最
後
に
、
か
の
法
諺
はuniversitas

以
外
、
つ
ま
り
個
々
の
対
象
に
は
適
用
さ
れ
な
い
の
か
。
普
通
法
学
は
次
の
立
場
を
当
然
の

前
提
と
し
て
い
た
。universitas

だ
か
ら
と
い
っ
て
か
の
法
諺
が
当
然
に
適
用
さ
れ
る
わ
け
で
は
な
い
が
、
他
方
、
そ
れ
は
あ
く

ま
でuniversitas

固
有
の
属
性
の
一
つ
で
あ
る
。
後
期
末
葉
に
は
じ
め
て
か
の
法
諺
の
意
味
に
つ
き
立
ち
入
っ
た
分
析
を
く
わ
え

た
シ
ェ
ー
ラ
ー
が
、
そ
れ
は
総
体
と
の
関
係
で
の
み
問
題
と
な
る
、
な
ぜ
な
ら
地
位
の
空
白
と
補
充
が
問
題
と
な
る
の
は
総
体
と
の

関
係
に
限
ら
れ
る
か
ら
、
と
い
う
非、
論
理
的
な
断
定
を
臆
面
も
な
く
下
し
て
い
る
と
こ
ろ
に
、
こ
う
し
た
観
念
が
い
か
に
強
固
な
も

の
で
あ
っ
た
か
を
み
て
と
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
の
主
た
る
要
因
は
、universitas

rerum

論
の
枠
内
で
生
成
・
発
展
し
て
き
た

と
い
う
歴
史
的
経
緯
に
求
め
ら
れ
よ
う
。
他
方
、「
自
己
展
開
能
力
」
理
論
がuniversitas

に
限
っ
て
適
用
さ
れ
た
の
は
理
論
上
当

然
の
帰
結
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
普
通
法
学
は
、〝
代
償
〞
と
い
う
視
角
か
ら
私
法
体
系
上
の
様
々
な
諸
事
象
を
総
合
的
・
体
系
的
に
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把
握
す
る
に
は
至
ら
な
か
っ
た
。
こ
の
点
で
は
物
上
代
位
論
と
は
異
な
っ
て
い
る
（
187
）

。
け
れ
ど
も
、
多
く
の
関
心
が
特
別
財
産
の
そ
れ

に
集
中
し
て
い
る
と
い
う
事
情
（
188
）は

こ
う
し
た
普
通
法
学
の
伝
統
を
抜
き
に
し
て
は
説
明
で
き
な
い
で
あ
ろ
う
。

第
二
に
、
法
諺
が
有
す
る
意
味
に
つ
い
て
。
普
通
法
学
の
議
論
は
見
通
し
が
あ
ま
り
よ
く
な
い
。
物
上
代
位
論
の
視
座
を
借
用
し
、

次
の
諸
点
か
ら
秩
序
を
も
た
ら
す
の
が
適
切
で
あ
る
。
a
客
体
承
継
論
／
権
利
取
得
論
。
客
体
の
側
か
ら
出
発
し
、
対
象
の
交
替

と
し
て
把
握
す
る
の
か
、
主
体
の
側
か
ら
出
発
し
、
権
利
の
取
得
と
し
て
把
握
す
る
の
か
。
か
の
法
諺
はuniversitas

rerum

論
、

つ
ま
り
客
体
論
の
一
環
と
し
て
議
論
さ
れ
て
き
た
。
と
い
う
よ
り
む
し
ろ
、
客
体
か
主
体
か
と
い
う
問
い
そ
れ
自
体
意
識
さ
れ
て
い

な
か
っ
た
と
み
て
よ
い
。
他
方
、「
自
己
展
開
能
力
」
理
論
の
際
に
は
一
部
の
も
の
が
こ
の
問
い
を
自
覚
的
に
定
立
し
た
。
そ
の
嚆

矢
は
ペ
ル
ニ
ー
チ
ェ
、
か
れ
は
前
者
を
退
け
、
後
者
に
与
し
た
。
こ
れ
を
基
本
的
に
受
け
容
れ
た
の
は
後
期
マ
ン
ド
リ
で
あ
っ
た
。

物
上
代
位
に
お
け
る
客
体
承
継
論
は
か
の
法
諺
の
立
場
を
忠
実
に
承
継
し
た
も
の
で
あ
る
。
権
利
取
得
論
の
う
ち
に
は
自
己
の
独

創
を
強
調
す
る
も
の
も
あ
る
（
189
）

が
、
そ
の
萌
芽
は
す
で
に
「
自
己
展
開
能
力
」
理
論
の
一
部
に
み
い
だ
さ
れ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
s

私
的
自
治
・
顕
名
主
義
・
公
示
原
則
相
反
性
。
普
通
法
学
は
一
般
に
、
か
の
法
諺
に
つ
き
意
思
・
顕
名
・
公
示
の
顧
慮
な
い
し
遵
守

を
格
別
必
要
と
し
て
い
な
い
。
つ
ま
り
、
そ
れ
は
法
上
当
然
か
つ
直
接
的
に

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

作
用
す
る
も
の
と
し
て
構
想
さ
れ
て
い
た
。
こ
の
こ
と

は
適
用
肯
定
の
際
の
文
脈
か
ら
う
か
が
い
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
意
思
・
顕
名
に
つ
い
て
は
裏
側
、
つ
ま
り
適
用
否
定
、
、

の
言
説
か
ら

も
は
っ
き
り
と
証
明
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
適
用
を
否
定
す
る
論
拠
と
し
て
次
の
点
が
挙
げ
ら
れ
て
い
た
。
相
続
財
産
へ
の
購
入

物
帰
属
に
お
け
る
〝
た
め
に
（
利
益
に
お
い
て
）〞﹇
代
理
行
為
﹈
の
要
件
（
意
思
・
顕
名
）、
嫁
資
の
変
動
に
つ
い
て
の
妻
の
同
意

（perm
utatio

dotis

）
の
必
要
（
意
思
）、
集
合
物
の
一
体
的
規
律
（
譲
渡
・
担
保
設
定
・
遺
贈
）
の
意
思
解
釈
規
定
性
（
意
思
）。「
自

己
展
開
能
力
」
理
論
は
一
般
に
、
取
得
物
の
特
有
財
産
へ
の
帰
属
に
は
権
力
服
従
者
の
意
思
を
必
要
と
し
て
い
た
。
他
方
、
例
外
に

属
す
る
が
、
意
思
・
顕
名
が
顧
慮
さ
れ
る
場
合
に
も
か
の
法
諺
の
適
用
を
説
く
も
の
が
あ
っ
た
。
明
確
な
も
の
と
し
て
、
ゾ
イ
フ
ェ

ル
ト
（
相
続
財
産
）、
シ
ュ
ル
テ
（
嫁
資
）。
こ
れ
に
対
し
て
、
公
示
に
つ
い
て
は
こ
う
し
た
消
極
的
手
法
に
よ
る
論
拠
を
示
す
こ
と
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は
で
き
な
い
。
な
お
、「
自
己
展
開
能
力
」
理
論
の
う
ち
、
マ
ン
ド
リ
は
自
覚
的
に
意
思
と
は
異
な
り
、
顕
名
・
公
示
に
つ
い
て
は

そ
の
不
要
を
説
い
て
い
た
こ
と
を
付
言
し
て
お
く
。
物
上
代
位
の
典
型
的
性
格
と
し
て
は
私
的
自
治
・
顕
名
主
義
・
公
示
原
則
相
反

性
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
（
190
）

。
こ
の
描
像
は
か
の
法
諺
の
一
般
的
立
場
―
―
少
な
く
と
も
私
的
自
治
・
顕
名
主
義
相
反
性
に
つ
い
て
は

―
―
に
規
定
さ
れ
た
も
の
と
い
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。
も
っ
と
も
、
す
ぐ
あ
と
で
触
れ
る
よ
う
に
い
わ
ゆ
る
主
観
的
代
位
を
語
る
も

の
も
み
ら
れ
る
。
d
特
別
財
産
類
型
論
。
普
通
法
学
上
一
般
に
は
、
か
の
法
諺
の
作
用
に
つ
き
類
型
化
を
試
み
る
も
の
は
存
し
な

か
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、
ド
イ
ツ
民
法
典
施
行
直
後
、
テ
ィ
ー
レ
と
ヴ
ィ
ン
ト
ミ
ュ
ラ
ー
は
次
の
よ
う
な
類
型
論
を
展
開
し
た
（
191
）

。

そ
れ
に
よ
れ
ば
、
本
来
な
ら
ば
第
三
者
に
帰
属
す
る
は
ず
の
代
位
物
を
、
所
有
者
に
帰
属
さ
せ
る
作
用
を
営
む
も
の
（
帰
属
主
体
の

交
替
）
と
、
い
ず
れ
に
せ
よ
所
有
者
に
帰
属
す
る
代
位
物
を
、
所
有
者
の
一
般
財
産
で
は
な
く
、
特
別
財
産
に
帰
属
さ
せ
る
作
用
を

営
む
も
の
（
帰
属
財
産
の
交
替
）
が
区
別
さ
れ
る
。
こ
の
類
型
論
は
通
常
ド
イ
ツ
民
法
学
説
の
創
見
に
か
か
る
も
の
と
み
な
さ
れ
て

い
る
（
192
）

。
た
し
か
に
、
普
通
法
学
は
一
般
に
こ
う
し
た
区
別
を
意
識
し
て
い
な
か
っ
た
。
け
れ
ど
も
、
ヴ
ェ
ヒ
タ
ー
と
ゾ
イ
フ
ェ
ル
ト

は
、
―
―
定
式
化
に
は
至
ら
ず
、
要
件
の
相
違
に
昇
華
し
て
は
い
な
い
も
の
の
―
―
相
続
請
求
（
前
者
）
と
特
有
財
産
（
後
者
﹇
た

だ
し
、
通
常
の
特
有
財
産
は
形
式
的
に
は
権
力
所
有
者
財
産
﹈）
に
お
け
る
か
の
法
諺
の
作
用
の
相
違
を
は
っ
き
り
と
説
い
て
い
た
（
193
）

。
通

常
の
評
価
は
少
な
く
と
も
留
保
な
し
に
は
実
証
的
に
み
て
維
持
で
き
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
f
客
観
的
代
位
／
主
観
的
代
位
、

代
位
／
指
定
。
か
の
法
諺
は
一
般
に
、〝
資
力
の
出
所
〞
の
み
を
基
準
と
す
る
場
合
に
限
っ
て
語
ら
れ
て
い
た
。
こ
の
こ
と
は
か
の

法
諺
の
文
面
か
ら
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
。
明
白
に
は
適
用
否
定
、
、

説
が
次
の
事
象
を
指
摘
し
て
い
た
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
よ
う
。
相

続
財
産
に
帰
属
す
る
の
は
相
続
財
産
の
た
め
に
購
入
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
相
続
財
産
中
の
金
銭
が
用
い
ら
れ
て
も
他
の
財
産
の
た

め
に
購
入
さ
れ
た
場
合
に
は
こ
の
限
り
で
な
い
反
面
、
他
の
財
産
中
の
金
銭
が
用
い
ら
れ
て
も
相
続
財
産
の
た
め
に
購
入
さ
れ
た
場

合
は
含
ま
れ
る
。「
自
己
展
開
能
力
」
理
論
は
一
般
に
、
特
有
財
産
の
資
力
に
よ
り
取
得
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
て
も
、
権
力
服
従
者

が
特
有
財
産
に
取
得
す
る
意
思
を
有
し
て
い
な
け
れ
ば
特
有
財
産
に
帰
属
し
な
い
と
説
い
て
い
た
。
は
っ
き
り
と
し
た
例
外
は
、
ゾ
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イ
フ
ェ
ル
ト
（
相
続
財
産
）。
物
上
代
位
が
典
型
的
に
は
資
力
の
出
所
の
み
を
基
準
と
す
る
場
合
を
指
示
す
る
と
み
ら
れ
て
い
る
（
194
）

の

は
、
普
通
法
学
一
般
の
見
解
を
承
継
し
た
も
の
と
い
え
る
。
他
方
、
取
得
者
の
意
思
が
顧
慮
さ
れ
る
場
合
に
も
客
観
的
代
位
と
対
比

さ
れ
た
主
観
的
代
位
を
説
く
も
の
も
あ
る
（
195
）

。
こ
れ
に
対
し
て
、
他
の
財
産
の
資
力
が
用
い
ら
れ
た
場
合
に
は
代
位
と
区
別
さ
れ
た
指

定
で
あ
る
と
い
う
見
解
が
有
力
で
あ
る
（
196
）

。
g
法
律
行
為
的
代
位
／
法
律
的
代
位
。
か
の
法
諺
の
代
位
物
と
し
て
通
常
想
定
さ
れ
て
い

た
の
は
、
法
律
行
為
、
よ
り
精
確
に
は
〝
売
買
〞
を
原
因
と
し
て
取
得
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
損
害
賠
償
請
求

権
な
ど
、
法
律
に
よ
り
生
じ
る
代
位
物
は
か
の
法
諺
の
守
備
範
囲
か
ら
除
外
さ
れ
て
い
た
。
普
通
法
学
は
一
般
に
こ
の
こ
と
を
自
明

の
も
の
と
し
て
い
た
と
い
っ
て
よ
い
。
こ
れ
は
、D

.5,3,22

が
主
た
る
典
拠
と
さ
れ
て
き
た
こ
と
、
現
在
説
か
れ
て
い
る
よ
う
に
、

相
続
請
求
の
際
に
は
法
律
上
の
代
位
物
は
特
別
な
規
律
な
く
し
て
真
正
相
続
人
に
当
然
に
帰
属
す
る
こ
と
に
由
来
す
る
も
の
と
思
わ

れ
る
。
代
位
物
の
範
囲
を
精
緻
に
分
析
し
た
シ
ェ
ー
ラ
ー
も
、
同
様
の
結
論
に
落
ち
着
い
て
い
た
。
他
方
、「
自
己
展
開
能
力
」
理

論
は
い
ず
れ
の
代
位
物
も
把
握
す
る
包
括
理
論
で
あ
っ
た
。
物
上
代
位
は
両
代
位
物
を
と
も
に
把
握
す
る
も
の
と
し
て
構
想
さ
れ
て

い
る
（
197
）と

こ
ろ
、
こ
の
点
で
は
か
の
法
諺
と
は
異
な
る
。
け
れ
ど
も
、
主
た
る
関
心
が
法
律
行
為
的
代
位
に
向
け
ら
れ
て
い
る
（
198
）こ

と

の
う
ち
に
、
か
の
法
諺
と
の
連
続
性
を
語
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
h
絶
対
的
代
位
／
相
対
的
代
位
。
多
く
の
普
通
法
学
説
は
か
の
法

諺
を
、
地
位
の
当
然
の
充
填
、
典
型
的
に
は
、
原
目
的
物
上
の
権
利
の
剥
奪
と
代
位
物
上
の
そ
れ
の
受
容
の
強
制
を
と
も
な
う
も
の

と
し
て
構
想
し
て
い
た
。
相
続
財
産
中
の
物
が
売
却
さ
れ
て
も
真
正
相
続
人
は
一
般
に
物
に
対
す
る
権
利
を
失
わ
な
い
、
ま
た
、
妻

の
同
意
な
く
夫
に
よ
り
嫁
資
中
の
金
銭
に
よ
っ
て
購
入
さ
れ
て
も
妻
は
な
お
金
銭
を
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
る
、
と
い
う
こ
と
を
も

っ
て
適
用
否
定
、
、

が
主
張
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
想
起
さ
れ
た
い
。
と
く
に
シ
ェ
ー
ラ
ー
の
分
析
を
参
照
。
こ
れ
に
対
し
て
、
代
位
物
上

の
権
利
を
取
得
す
る
可
能
性

、
、
、

が
認
め
ら
れ
る
場
合
に
も
か
の
法
諺
の
適
用
を
主
張
す
る
も
の
が
あ
っ
た
。
フ
ァ
ン
ゲ
ロ
ウ
、
ヴ
ェ
ヒ

タ
ー
『
パ
ン
デ
ク
テ
ン
』、
ゾ
イ
フ
ェ
ル
ト
、
ヴ
ィ
ン
ト
シ
ャ
イ
ト
、
デ
ル
ン
ブ
ル
ク
が
か
の
法
諺
を
援
用
す
る
と
き
、
物
に
対
す

る
権
利
が
当
然
に
遮
断
さ
れ
る
も
の
と
解
し
て
い
る
形
跡
は
な
い
。
と
り
わ
け
注
意
深
い
の
は
、
ア
ル
ン
ツ
。
物
上
代
位
論
に
お
い

法学研究 81 巻 5号（2008： 5）

66



て
は
初
期
の
段
階
で
ヴ
ィ
ン
ト
ミ
ュ
ラ
ー
と
バ
イ
ヤ
ー
が
こ
の
問
題
を
取
り
上
げ
て
以
来
（
199
）

、
代
位
の
概
念
を
絶
対
的
な
意
味
に
お
い

て
構
想
す
る
も
の
は
消
失
し
、
現
在
で
は
相
対
的
な
意
味
に
お
い
て
語
る
こ
と
が
自
明
の
も
の
と
さ
れ
て
い
る
（
200
）

。
こ
こ
で
は
普
通
法

学
か
ら
の
断
絶
を
み
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
な
お
、
バ
イ
ヤ
ー
を
嚆
矢
と
し
て
、《
代
価
は
物
の
地
位
を
襲
い
物
は
代
価
の
地
位
を

襲
う
》
と
《
代
位
す
る
も
の
は
代
位
さ
れ
る
も
の
の
性
質
を
受
取
る
》
の
相
違
を
強
調
し
、
前
者
は
法
律
行
為
的
代
位
の
う
ち
の
売

買
し
か
把
握
し
な
い
反
面
、
絶
対
的
意
味
で
作
用
す
る
の
に
対
し
て
、
後
者
は
法
律
行
為
代
位
一
般
の
み
な
ら
ず
法
律
的
代
位
も
把

握
す
る
反
面
、
相
対
的
意
味
で
作
用
す
る
、
と
説
く
も
の
が
有
力
で
あ
る
（
201
）

。
し
か
し
、
普
通
法
学
上
こ
う
し
た
見
解
を
主
張
す
る
も

の
は
み
あ
た
ら
な
い
。
フ
ァ
ン
ゲ
ロ
ウ
、
ケ
ー
ラ
ー
（
と
も
に
互
換
的
に
引
く
）、
ヴ
ェ
ヒ
タ
ー
『
論
究
』、
ゾ
イ
フ
ェ
ル
ト
（
意
味
は

明
確
で
な
い
が
、
後
者
の
ほ
う
が
前
者
よ
り
適
用
範
囲
が
広
い
と
み
て
い
る
よ
う
で
あ
る
）、
シ
ェ
ー
ラ
ー
（
む
し
ろ
後
者
を
絶
対
的
意
味
で

作
用
す
る
と
み
て
い
る
）。
し
た
が
っ
て
、
も
し
も
右
相
違
を
普
通
法
学
に
帰
す
る
つ
も
り
な
ら
、
そ
れ
は
誤
り
と
い
わ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

第
三
に
、
法
諺
の
適
否
に
つ
い
て
。
二
つ
の
問
題
の
分
析
を
要
す
る
。
一
つ
目
の
問
題
は
、
制
限
適
用
説
と
適
用
否
定
説
の
対
立

の
意
味
で
あ
る
。
制
限
適
用
説
の
代
表
的
論
者
に
は
、
相
続
財
産
に
つ
き
、
フ
ァ
ン
ゲ
ロ
ウ
、
ア
ル
ン
ツ
、
ケ
ー
ラ
ー
、
ノ
イ
ナ
ー
、

《
代
価
は
物
の
地
位
を
襲
う
》
の
み
を
認
め
る
も
の
に
、
ヴ
ィ
ン
ト
シ
ャ
イ
ト
、
デ
ル
ン
ブ
ル
ク
、
相
続
財
産
お
よ
び
特
有
財
産
に

つ
き
、
ゾ
イ
フ
ェ
ル
ト
、
ヴ
ェ
ヒ
タ
ー
『
パ
ン
デ
ク
テ
ン
』、
嫁
資
に
つ
き
、
シ
ュ
ル
テ
が
あ
っ
た
。
さ
て
、
適
否
の
議
論
の
際
に

問
題
と
な
っ
た
と
こ
ろ
の
具
体
的
規
律
に
即
し
て
適
用
否
定
説
と
の
争
点
を
分
析
し
て
み
よ
う
。
ま
ず
、
相
続
財
産
。
要
件
に
つ
い

て
。
一
方
、
売
却
の
際
に
は
〝
相
続
財
産
の
資
力
に
よ
り
〞
、
他
方
、
購
入
の
際
に
は
〝
相
続
財
産
の
た
め
に
〞
取
得
さ
れ
る
こ
と

を
要
す
る
。
前
者
で
は
、
相
続
人
は
原
則
と
し
て
物
と
代
金
を
選
択
的
に
請
求
で
き
る
け
れ
ど
も
、
善
意
占
有
者
が
買
主
に
よ
る
追

奪
請
求
を
受
け
る
場
合
、
悪
意
占
有
者
が
相
続
財
産
に
と
っ
て
不
可
欠
な
譲
渡
を
行
っ
た
場
合
に
は
代
金
に
制
限
さ
れ
る
、
ま
た
、

占
有
者
の
善
意
悪
意
に
よ
り
返
還
義
務
の
範
囲
が
区
別
さ
れ
、
善
意
で
あ
れ
ば
利
得
の
限
度
に
制
限
さ
れ
る
。
後
者
で
は
、
資
力
の
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由
来
が
決
定
的
基
準
と
は
な
ら
ず
、
資
力
内
で
あ
っ
て
も
他
の
財
産
の
た
め
に
購
入
さ
れ
た
な
ら
相
続
財
産
に
帰
属
し
な
い
反
面
、

資
力
外
で
あ
っ
て
も
相
続
財
産
の
た
め
に
購
入
さ
れ
た
な
ら
相
続
財
産
に
帰
属
す
る
。
こ
れ
ら
に
つ
い
て
は
制
限
適
用
説
も
、
―
―

具
体
的
規
律
に
つ
き
沈
黙
し
て
い
る
も
の
も
あ
る
が
、
少
な
く
と
も
明
確
な
―
―
異
論
は
唱
え
て
い
な
い
（
202
）

。
効
果
に
つ
い
て
。
制
限

適
用
説
は
物
権
的
効
果
を
前
提
と
し
た
が
、
こ
れ
に
対
し
て
、
適
用
否
定
説
の
側
か
ら
債
権
的
効
果
に
と
ど
ま
る
と
い
う
異
論
が
提

起
さ
れ
た
。
シ
ュ
レ
ー
ダ
ー
が
嚆
矢
で
あ
る
が
、
も
っ
と
も
明
瞭
に
説
い
た
の
は
コ
ー
ラ
ー
。「《
物
は
代
価
の
地
位
を
襲
う
あ
る
い

は
そ
の
逆
》
と
い
う
の
で
は
な
く
、
特
殊
な
事
情
の
も
と
で
、
物
に
対
す
る
権
利
の
代
わ
り
に
、
売
却
代
金
返
還
に
対
す
る
債
権
的

請
求
権
が
入
り
、﹇
反
対
に
、﹈
相
続
財
産
中
の
金
銭
に
対
す
る
権
利
の
代
わ
り
に
、
こ
の
金
銭
に
よ
り
取
得
さ
れ
た
物
の
所
有
権
移

転
に
向
け
ら
れ
た
債
権
的
請
求
権
が
入
る
の
で
あ
る
」。
次
に
、
特
有
財
産
。
資
力
の
由
来
と
、
行
為
者
の
意
思
と
い
う
二
つ
の
フ

ァ
ク
タ
ー
か
ら
整
理
す
る
と
、
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。
制
限
適
用
説
は
前
者
の
み
を
基
準
と
し
た
が
、「
自
己
展
開
能
力
」
理
論

は
後
者
の
顧
慮
を
主
張
し
た
。
す
な
わ
ち
、
ペ
ル
ニ
ー
チ
ェ
は
対
極
の
立
場
に
た
ち
、
後
者
の
み
を
基
準
と
し
、
後
期
マ
ン
ド
リ
は

中
間
の
立
場
に
た
ち
、
両
者
の
併
用
を
説
い
た
。
フ
ィ
ッ
テ
ィ
ン
グ
に
よ
れ
ば
、〈
軍
営
特
有
財
産
を
顧
慮
し
た
管
理
行
為
〉
と
い

う
定
式
か
ら
、
相
続
財
産
と
同
じ
よ
う
な
か
た
ち
で
売
却
と
購
入
が
区
別
さ
れ
る
。
最
後
に
、
嫁
資
。
妻
の
同
意
が
あ
る
場
合
に
お

い
て
嫁
資
の
変
動
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
に
は
異
論
が
な
か
っ
た
。
以
上
を
要
す
る
に
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。
た
し
か
に
、
相
続
財

産
の
効
果
と
特
有
財
産
の
要
件
に
は
争
い
が
あ
っ
た
。
し
か
し
、
そ
れ
以
外
の
部
分
、
つ
ま
り
相
続
財
産
と
嫁
資
の
各
要
件
に
つ
い

て
は
異
論
が
み
ら
れ
な
か
っ
た
。
だ
か
ら
、
こ
の
部
分
を
め
ぐ
る
適
否
の
対
立
は
、
か
の
法
諺
の
意
味
を
ひ
ろ
く
理
解
す
る
か
、
あ

る
い
は
制
限
的
に
理
解
す
る
か
、
つ
ま
り
か
の
法
諺
に
ど
の
よ
う
な
意
味
を
付
与
す
る
か
に
帰
着
す
る
と
い
っ
て
よ
い
。
フ
ァ
ン
ゲ

ロ
ウ
、
ヴ
ェ
ヒ
タ
ー
『
パ
ン
デ
ク
テ
ン
』
の
一
般
的
言
明
、
よ
り
具
体
的
に
は
、
ゾ
イ
フ
ェ
ル
ト
、
ヴ
ィ
ン
ト
シ
ャ
イ
ト
、
デ
ル
ン

ブ
ル
ク
、
シ
ュ
ル
テ
、
と
く
に
ア
ル
ン
ツ
の
叙
述
を
対
比
・
参
照
さ
れ
た
い
。
そ
う
で
あ
る
と
す
る
と
、
一
般
に
強
調
さ
れ
て
い
る

制
限
適
用
説
と
適
用
否
定
説
の
対
立
は
、
こ
の
意
味
に
お
い
て
少
な
く
と
も
一
部
、
割
引
い
て
理
解
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
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に
な
ろ
う
。
物
上
代
位
論
で
は
、
特
別
財
産
に
お
け
る
物
上
代
位
に
つ
き
、
そ
の
要
件
を
ど
う
規
律
す
べ
き
か
が
も
っ
と
も
争
わ
れ

て
い
る
（
203
）

。
客
観
的
要
件
に
は
、
取
得
の
た
め
の
〝
資
力
の
由
来
〞
に
よ
り
充
足
さ
れ
る
場
合
と
、
取
得
さ
れ
た
も
の
の
客
観
的
な

〝
使
用
の
目
的
〞
に
よ
り
充
足
さ
れ
る
場
合
が
あ
る
。
主
観
的
要
件
と
は
、
特
別
財
産
の
た
め
に
取
得
す
る
意
思
を
い
う
。
資
力
条

項
の
際
に
は
資
力
の
由
来
が
基
準
と
な
る
こ
と
は
制
定
法
上
明
白
で
あ
る
が
、関
係
条
項
に
つ
い
て
は
使
用
の
目
的
で
も
足
り
る
か
、

取
得
の
意
思
も
必
要
と
み
る
か
に
つ
き
対
立
が
あ
る
。
こ
う
し
た
規
律
お
よ
び
議
論
の
基
本
的
な
視
座
は
す
で
に
普
通
法
学
に
よ
っ

て
お
お
む
ね
提
示
さ
れ
て
い
た
も
の
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
。
も
っ
と
も
、〝
た
め
に
〞
要
件
が
客
観
的
な
意
味
で
の
使
用
の
目
的

を
も
指
示
す
る
も
の
で
あ
っ
た
か
ど
う
か
は
論
者
に
よ
っ
て
あ
ま
り
明
確
で
な
い
。
換
言
す
れ
ば
、
資
力
の
由
来
と
い
う
客
観
的
要

件
と
、
取
得
の
意
思
と
い
う
主
観
的
要
件
に
つ
い
て
は
格
別
、
使
用
の
目
的
と
い
う
客
観
的
要
件
が
意
識
的
に
括
り
だ
さ
れ
て
議
論

さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
個
別
制
度
に
着
目
す
る
と
、
次
の
点
を
指
摘
で
き
よ
う
。
普
通
法
の
制
度
を
直
接
承
継
し
た
の
は
相
続

回
復
請
求
権
（E

rbschaftsanspruch
）
で
あ
る
が
、
代
位
に
つ
い
て
は
普
通
法
学
か
ら
の
断
絶
が
み
ら
れ
る
。
と
く
に
重
要
と
み

な
さ
れ
て
い
る
の
は
次
の
二
点
で
あ
る
（
204
）

。
①
資
力
基
準
に
よ
る
一
本
化
、
②
物
権
的
効
果
の
承
認
。
二
つ
目
の
問
題
は
、
適
否
論
の

一
般
的
位
置
づ
け
で
あ
る
。
か
の
法
諺
を
否
定
ま
た
は
制
限
的
に
肯
定
す
る
場
合
に
、R

egel,R
echtsregel,Satz,R

echtssatz,

G
rundsatz

を
添
え
る
も
の
が
あ
っ
た
。
議
論
の
際
に
各
用
語
が
意
識
的
に
使
い
分
け
ら
れ
て
い
た
形
跡
は
存
し
な
い
。
こ
の
点
に

着
目
す
る
と
、
否
定
の
際
に
はR

egel......

と
し
て
は

、
、
、
、

（
留
保
）、
制
限
適
用
の
際
に
はR

egel......

と
し
て
の

、
、
、
、

（
強
調
）
が
付
さ
れ

て
い
る
も
の
と
読
む
こ
と
も
で
き
る
。
し
か
し
、
前
者
の
際
に
は
各
規
律
の
基
礎
づ
け
に
か
の
法
諺
が
援
用
さ
れ
る
こ
と
は
一
切
な

く
、
ま
た
、
後
者
の
際
に
は
制
定
法
が
な
い
の
に
か
の
法
諺
の
適
用
を
認
め
る
と
い
う
意
味
で
こ
れ
を
用
い
る
も
の
は
み
あ
た
ら
な

い
。
一
般
的
な
見
方
に
し
た
が
い
、
適
用
否
定
説
と
制
限
適
用
説
と
命
名
し
た
ゆ
え
ん
で
あ
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
か
の
法
諺
は
一

般
で
は
な
く
、
せ
い
ぜ
い
個
別
の
ケ
ー
ス
に
適
用
さ
れ
る
に
す
ぎ
な
い
こ
と
に
つ
い
て
は
意
見
が
一
致
し
て
い
た
。
物
上
代
位
論
に

お
け
る
支
配
的
見
解
も
こ
う
し
た
立
場
を
承
継
し
て
い
る
（
205
）

。
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五
　
結
　
語

本
稿
で
は
、
一
九
世
紀
の
前
期
に
ハ
ッ
セ
と
ミ
ュ
ー
レ
ン
ブ
ル
ッ
フ
の
批
判
を
起
点
と
し
て
生
じ
、
中
期
に
お
い
て
基
本
的
に
支

持
さ
れ
た
従
来
のuniversitas

rerum

理
論
に
対
す
る
批
判
を
受
け
、
後
期
に
お
い
て
ど
の
よ
う
な
議
論
が
戦
わ
さ
れ
た
の
か
を
、

先
行
研
究
の
い
く
つ
か
の
問
題
点
を
指
摘
し
な
が
ら
追
跡
し
た
あ
と
、
一
九
世
紀
ド
イ
ツ
普
通
法
学
全
体
に
お
け
る
法
諺
《
代
価
は

物
の
地
位
を
襲
い
物
は
代
価
の
地
位
を
襲
う
》
を
め
ぐ
る
議
論
の
展
開
を
、
物
上
代
位
論
と
の
関
係
も
顧
慮
し
な
が
ら
分
析
し
た
。

そ
の
成
果
は
前
節
で
圧
縮
し
て
述
べ
た
と
こ
ろ
な
の
で
、
こ
こ
で
繰
り
返
す
必
要
は
な
い
で
あ
ろ
う
。

さ
て
、
普
通
法
学
は
私
法
体
系
上
の
様
々
な
代
償
事
象
を
「
代
位
原
則
（Surrogationsgrundsatz

）」
と
い
う
か
た
ち
で
把
握
す

る
こ
と
を
知
ら
な
か
っ
た
。
現
代
と
は
大
き
く
異
な
る
。
で
は
、
現
代
法
学
を
突
き
動
か
し
た
も
の
は
な
に
か
。
代
位
原
則
確
立
の

揺
籃
期
に
お
い
て,,Surrogation“
と
い
う
概
念
に
も
っ
と
も
セ
ン
シ
テ
ィ
ブ
に
反
応
し
た
ヴ
ァ
ラ
ー
に
よ
れ
ば
、
そ
れ
は
、
ド
イ

ツ
民
法
典
編
纂
資
料
が
あ
ち
こ
ち
で
代
位
原
則
の
適
用
に
言
及
し
た
こ
と
に
あ
る
（
206
）

。
そ
う
だ
と
す
れ
ば
、
次
の
課
題
は
自
明
で
あ
ろ

う
。
普
通
法
学
と
現
代
法
学
を
�
ぐ
も
の
と
し
て
、
ド
イ
ツ
民
法
典
の
編
纂
過
程
を
考
察
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
98
）

G
IR

SB
E

R
G

E
R,dingliche

Surrogation,S.34

―46,insb.S.34
und

43

―44;W
E

LLE,pretium
succedit,S.74

―78;M
E

N
K

E
N ,

dingliche
Surrogation,S.13

―17.

萌
芽
的
に
は
、K

O
H

LE
R,A

rchB
ürgR

,S.5,11

（
マ
ン
ド
リ
、
フ
ィ
ッ
テ
ィ
ン
グ
を
挙
げ
、
特

別
に
高
く
評
価
。
し
か
し
、
ミ
ュ
ー
レ
ン
ブ
ル
ッ
フ
に
つ
い
て
は
中
世
に
お
け
る
法
形
成
の
課
題
を
知
ら
ず
、
典
拠
批
判
に
終
始
す
る
も

の
と
し
て
、
ハ
ッ
セ
と
と
も
に
「
み
す
ぼ
ら
し
い
（dürstig

）
論
文
」
と
貶
め
る
）;W

A
LLE

R,Surrogation,S.8

―9,S.9
Fn.1,S.

17
und

Fn.4,S.41

―42,44,64

―65

（
忘
れ
去
ら
れ
て
い
た
ミ
ュ
ー
レ
ン
ブ
ル
ッ
フ
の
努
力
〔
３
aL
〕
を
指
摘
す
る
と
と
も
に
、
マ
ン

ド
リ
の
「
自
己
展
開
能
力
」
理
論
の
論
述
を
引
く
。「
コ
ー
ラ
ー
の
軽
蔑
的
言
辞
は
…
…
ひ
ど
く
適
切
で
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
」）;

B
E

Y
E

R,Surrogation,S.67

―73

（
マ
ン
ド
リ
、
フ
ィ
ッ
テ
ィ
ン
グ
、
ペ
ル
ニ
ー
チ
ェ
の
特
有
財
産
理
論
を
分
析
す
る
）.

法学研究 81 巻 5号（2008： 5）

70



（
99
）

な
お
、
こ
の
系
列
に
属
す
る
も
の
と
し
て
、
ベ
ヒ
マ
ン
を
挙
げ
る
も
の
も
あ
る
。G

IR
SB

E
R

G
E

R,
dingliche

Surrogation,
S.

34
und

Fn.
38;

M
E

N
K

E
N,

dingliche
Surrogation,

S.
14

Fn.
1.

こ
れ
は
、
ベ
ヒ
マ
ン
が
嫁
資
の
変
動
に
つ
き
、「
生
殖
・
同
化
力

（Zeugungs-und
A

ssim
ilationskragt

）」
に
言
及
し
、
か
のD

.
15,

9,
40

[pr.]

を
引
い
て
い
る
こ
と
に
由
来
す
る
の
で
あ
ろ
う
。

B
E

C
H

M
A

N
N,D

otalrechtII,§
95,S.185

und
Fn.3.

ベ
ヒ
マ
ン
の
見
解
に
つ
い
て
は
、
二L
３
aL
参
照
。

（
100
）G

IR
SB

E
R

G
E

R,dingliche
Surrogation,S.34,und

43

―44

（
ビ
ル
ク
マ
イ
ヤ
ー
の
主
張
を
「
す
べ
て
の
特
別
財
産
の
際
に
生
ず

る
も
の
と
い
わ
れ
る
物
上
代
位
を
自
己
展
開
能
力
の
現
象
と
し
て
説
明
し
た
」
と
ま
と
め
る
）;W

E
LLE,pretium

succedit,S.74

―78

（
ミ
ュ
ー
レ
ン
ブ
ル
ッ
フ
、
ビ
ル
ク
マ
イ
ヤ
ー
と
マ
ン
ド
リ
、
フ
ィ
ッ
テ
ィ
ン
グ
、
ペ
ル
ニ
ー
チ
ェ
を
一
応
区
別
す
る
も
の
の
、「『
自
己

展
開
』
と
『
物
上
代
位
』」
と
い
う
よ
う
に
一
般
化
し
て
議
論
す
る
）;M

E
N

K
E

N,dingliche
Surrogation,S.13

―17

（
ヴ
ェ
レ
と
同

様
）.

（
101
）G

IR
SB

E
R

G
E

R,
dingliche

Surrogation,
S.

40,
45

―46;
W

E
LLE,

pretium
succedit,

S.
76,

78;
M

E
N

K
E

N,
dingliche

Surrogation,
S.

15.

こ
れ
に
対
し
て
、
自
己
展
開
と
い
う
表
現
を
借
用
し
つ
つ
、
物
な
い
し
客
体
を
前
面
に
出
す
の
は
、W

A
LLE

R,

Surrogation,S.65

―68,102

―103
（
こ
の
点
に
つ
き
、vgl.auch

S
T

R
A

U
C

H,M
ehrheitlicher

R
echtsersatz,S.52

）。

（
102
）

G
IR

SB
E

R
G

E
R,dingliche

Surrogation,S.65

―66,auch
S.40

und
S.45

Fn.65

（
ペ
ル
ニ
ー
チ
ェ
、
フ
ィ
ッ
テ
ィ
ン
グ
に
触

れ
る
も
の
の
、
後
期
マ
ン
ド
リ
を
も
っ
て
一
般
化
）;W

E
LLE,pretium

succedit,S.75

―77

（
フ
ィ
ッ
テ
ィ
ン
グ
、
ペ
ル
ニ
ー
チ
ェ
、

後
期
マ
ン
ド
リ
を
一
括
）;M

E
N

K
E

N,dingliche
Surrogation,S.15

―17

（
ヴ
ェ
レ
と
同
様
。
た
だ
し
、
ビ
ル
ク
マ
イ
ヤ
ー
と
フ
ィ
ッ

テ
ィ
ン
グ
の
相
違
を
指
摘
）;

noch
K

O
H

LE
R,

A
rchB

ürgR
,

S.
11

（
フ
ィ
ッ
テ
ィ
ン
グ
と
後
期
マ
ン
ド
リ
を
一
括
）;

W
A

LLE
R ,

Surrogation,S.17
und

Fn.4,S.42
und

Fn.1

（
後
期
マ
ン
ド
リ
の
み
）.

重
要
な
例
外
は
、B

E
Y

E
R,Surrogation,S.71

―72

（
マ

ン
ド
リ
、
フ
ィ
ッ
テ
ィ
ン
グ
、
ペ
ル
ニ
ー
チ
ェ
を
対
比
。
た
だ
し
、
簡
潔
な
叙
述
で
あ
り
、
ま
た
、
マ
ン
ド
リ
と
フ
ィ
ッ
テ
ィ
ン
グ
を
同

一
見
解
と
み
る
）。

（
103
）

G
ustav

M
A

N
D

R
Y,

U
eber

B
egriff

und
W

esen
des

Peculium
,

in:
H

errn
G

eheim
enrath

und
Professor

D
r.

K
arl

G
eorg

von
W

ächter
in

Leipzig
bringt

zur
Feier

seines
fünfzigjährigen

A
m

tsjubiläum
s

am
13.

A
ugust

1869
ihre

G
lückw

ünsche
dar

die
Juristenfacultätin

T
übingen,T

übingen
1869.

（
104
）

Stattvieler
W

IN
D

SC
H

E
ID,Pandekten

9I,§
42,S.182

Fn.6.
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（
105
）

M
A

N
D

R
Y,Peculium

,S.3,6,8

―9,15

―16,18

―20,Zit.S.19.

（
106
）

M
A

N
D

R
Y,Peculium

,S.15

―16
Fn.7

はuniversitas
iuris

と
の
関
連
で
、
ベ
ヒ
マ
ン
が
基
礎
の
相
違
に
よ
り
区
別
論
を
擁
護
し

た
こ
と
に
つ
き
こ
う
批
判
し
て
い
る
。「
少
な
く
と
も
特
有
財
産
に
つ
い
て
は
（
お
そ
ら
く
嫁
資
に
つ
い
て
も
）
正
当
化
さ
れ
な
い
」、
な

ぜ
な
ら
、
特
有
財
産
は
家
屋
の
よ
う
に
外
面
的
物
理
的
で
は
な
い
に
せ
よ
、
ま
ず
第
一
に
は
そ
れ
に
劣
ら
ず
事
実
上
与
え
ら
れ
た
統
一
体

だ
か
ら
。
別
の
箇
所
で
は
「
財
産
概
念
は
法
の
領
域
に
当
初
か
ら
属
す
る
概
念
と
は
み
な
さ
れ
な
い
」（S.

7

）
と
い
う
か
ら
、
財
産
一

般
に
つ
い
て
も
結
局
そ
う
考
え
る
の
で
あ
ろ
う
。
も
っ
と
も
、
後
期
で
は
立
場
の
変
更
が
み
ら
れ
る
（
後
掲
注（
118
）参
照
）。

（
107
）

M
A

N
D

R
Y,Peculium

,S.21,33,45

―46,Zit.S.43.

（
108
）

M
A

N
D

R
Y,Peculium

,S.43

―44,46

―47,vgl.S.48

―53,Zit.S.46.

な
お
、
通
常
の
特
有
財
産
の
際
に
は
処
分
の
有
効
性
と
の
関

係
が
問
題
と
な
る
。
マ
ン
ド
リ
に
よ
れ
ば
、「
管
理
（adm

inistratio

）
権
能
は
特
有
財
産
の
許
容
（concessio

）
に
よ
っ
て
す
で
に
認

め
ら
れ
る
の
で
は
な
く
、
特
別
に
（specialiter

）﹇
明
示
に
せ
よ
黙
示
に
せ
よ
﹈
付
与
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」、
つ
ま
り
、
特
有
財

産
に
属
す
る
権
利
の
処
分
行
為
が
有
効
と
認
め
ら
れ
る
た
め
に
は
、
権
力
所
有
者
か
ら
権
力
服
従
者
にconcessio

の
み
な
ら
ず

、
、
、
、
、

adm
inistratio

（libera
adm

inistratio

と
も
呼
ば
れ
る
）
と
い
う
﹇
処
分
﹈
授
権
が
付
与
さ
れ
る
必
要
が
あ
る
（S.

69,
Zit.

S.
58

〔
異
説
あ
り
〕）。
そ
う
す
る
と
、
実
際
に
は
あ
ま
り
生
じ
な
い
が
、
特
有
財
産
許
容
は
あ
る
け
れ
ど
も
管
理
権
能
が
な
い
場
合

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

に
も
自
己

展
開
が
生
じ
る
の
か
、
換
言
す
れ
ば
自
己
展
開
は
処
分
の
有
効
性
を
要
件
と
す
る
の
か
が
問
題
と
な
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
マ
ン
ド
リ
は

こ
の
点
に
つ
き
論
及
し
て
い
な
い
。
事
情
は
後
期
と
同
様
な
の
で
、
詳
し
く
は
後
掲
注（
121
）で
分
析
す
る
。

（
109
）

H
erm

ann
F

IT
T

IN
G,

D
as

castrense
peculium

in
seiner

geschichtlichen
E

ntw
icklung

und
heutigen

gem
ein-

rechtlichen
G

eltung,H
alle

1871.

（
110
）

F
IT

T
IN

G,castrense
peculium

,S.29,83

―85,vgl.auch
S.90,Zit.S.83,84

und
Fn.1,S.185.

（
111
）

F
IT

T
IN

G,castrense
peculium

,S.85

―87,Zit.S.85
―86

Fn.1,S.87.

（
112
）

F
IT

T
IN

G,castrense
peculium

,S.87
Fn.9

は
、
論
証
と
し
て
相
続
請
求

、
、
、
、

に
関
す
る
か
のD

.5,3,20,1

と
、D

.5,3,33,1

を

引
い
て
い
る
。
し
か
し
、D

.5 ,3 ,33 ,1

は
占
有
者
が
相
続
財
産
に
属
す
る
奴
隷
、
、

を
売
却
し
た
場
合
の
代
金
、
、

を
規
律
す
る
法
文
だ
か
ら
、

こ
の
文
脈
で
引
く
の
は
適
切
で
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
な
お
、
こ
の
注
釈
か
ら
、
こ
の
限
り
で
軍
営
特
有
財
産
と
相
続
財
産
を
パ
ラ
レ

ル
に
取
り
扱
お
う
と
す
る
か
れ
の
姿
勢
を
み
て
と
る
こ
と
が
で
き
る
。
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（
113
）

A
lfred

P
E

R
N

IC
E,Labeo:R

öm
isches

Privatrechtim
ersten

Jahrhundertder
K

aiserzeit,T
.A

,B
d.I,H

alle
1873.

（
114
）

P
E

R
N

IC
E,Labeo

A
I,S.138

―139,380

―381,Zit.S.138
und

Fn.96.
（
115
）

P
E

R
N

IC
E,Labeo

A
I,S.125

―126,127

―128,138

―139,Zit.S.138,139
und

Fn.97.

ち
な
み
に
、
最
後
の
批
判
は
と
く
に
フ

ィ
ッ
テ
ィ
ン
グ
に
向
け
ら
れ
た
も
の
と
読
む
こ
と
も
可
能
で
あ
る
。

（
116
）

G
ustav

M
A

N
D

R
Y,

D
as

gem
eine

F
am

iliengüterrecht
m

it
A

usschluss
des

ehelichen
G

üterrechtes,
B

d.
II,

T
übingen

1876.

（
117
）

M
A

N
D

R
Y,Fam

iliengüterrechtII,§
53,S.19

―20,§
66,S.158

―161,Zit.S.20,S.159,S.161.

（
118
）

M
A

N
D

R
Y,Fam

iliengüterrecht
II,§

53,S.19
Fn.8

は
、
区
別
論
に
つ
き
、「
最
近universitas

facti

とuniversitas
iuris

の
間
の
対
比
に
ふ
た
た
び
重
き
が
お
か
れ
よ
う
と
し
て
い
る
と
き
に
は
…
…
、
次
の
正
当
な
考
慮
が
そ
の
基
礎
に
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
た

だ
具
体
的
な
当
事
者
意
思
の
表
示
に
よ
っ
て
の
み
統
合
あ
る
い
は
同
属
に
意
味
が
与
え
ら
れ
る
の
か
、
あ
る
い
は
、
法
に
よ
る
形
成
の
結

果
と
し
て
こ
れ
に
意
味
が
与
え
ら
れ
る
の
か
に
は
い
ず
れ
に
せ
よ
区
別
が
存
す
る
こ
と
で
あ
る
」
と
評
価
し
、
省
略
部
分
で
は
ベ
ヒ
マ
ン

、
、
、
、

と
と
も
に
ノ
イ
ナ
ー
も

、
、
、
、
、
、
、
、
、

引
い
て
い
る
。
こ
の
叙
述
か
ら
次
の
こ
と
を
読
み
と
る
こ
と
が
で
き
る
。
前
期
の
立
場
（
前
掲
注（
106
））
を
変
更

す
る
こ
と
、ius

を
客
観
的
意
味
に
理
解
す
る
こ
と
。
し
か
し
な
が
ら
、
な
ぜ
改
説
し
た
の
か
、
s
説
と
d
説
の
い
ず
れ
を
と
る
の
か
あ

る
い
は
両
者
を
総
合
す
る
つ
も
り
な
の
か
は
明
ら
か
で
な
い
。

（
119
）

M
A

N
D

R
Y,Fam

iliengüterrechtII,§
54,S.31

―32,§
66,S.159

und
Fn.1,Zit.S.32

Fn.14,S.159
und

Fn.1.

（
120
）

高
橋
宏
幸
訳
『
プ
ラ
ウ
ト
ゥ
ス
・
ロ
ー
マ
喜
劇
集
四
（
西
洋
古
典
叢
書
第
Ⅱ
期
第
一
九
回
配
本
）』
三
―
一
四
〇
頁
（
京
都
大
学
学

術
出
版
会
、
二
〇
〇
二
年
）。

（
121
）M

A
N

D
R

Y,Fam
iliengüterrechtII,§

62,S.117

―123,Zit.S.117,120,121.

こ
こ
で
、
前
期
で
棚
上
げ
し
た
自
己
展
開
と
処

分
の
有
効
性
の
関
係
（
前
掲
注（
108
））
に
つ
き
分
析
し
て
お
く
。
後
期
で
も
、
管
理
権
能
が
な
い
場
合
に
自
己
展
開
が
生
じ
る
の
か
、
と

い
う
問
題
に
つ
い
て
は
明
確
に
語
ら
れ
て
い
な
い
。
け
れ
ど
も
、
こ
の
問
い
を
否
定
し
、
自
己
展
開
は
処
分
の
有
効
性
を
要
件
と
す
る
も

の
と
読
み
た
い
。
と
い
う
の
は
、
自
己
展
開
の
要
件
に
関
す
る
叙
述
に
お
い
て
、「
特
有
財
産
の
持
ち
主
の
行
為
は
自
己
の
権
限

﹇adm
inistratio

﹈
の
欠
缺
が
こ
れ
を
妨
げ
な
い
限
り
…
…
特
有
財
産
に
効
果
を
も
た
ら
す
」（§

62,S.119

）
と
あ
る
ほ
か
、
前
期
で
は

「
展
開
」「
管
理
」
と
い
う
順
序
で
あ
っ
た
章
立
て
が
後
期
で
は
「
処
分
行
為
」「
取
得
行
為
」
と
い
う
よ
う
に
前
後
が
入
れ
替
え
ら
れ
て
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い
る
か
ら
で
あ
る
（
改
説
と
ま
で
い
え
る
か
ど
う
か
は
不
明
）。
こ
の
読
み
に
対
し
て
は
、
フ
ィ
ッ
テ
ィ
ン
グ
の
定
式
に
対
す
る
批
判
の

な
か
で
、
以
下
本
文
に
述
べ
る
こ
と
に
付
け
加
え
、「﹇
か
れ
の
定
式
で
は
﹈
技
術
的
な
意
味
で
のadm

inistratio

…
…
が
こ
こ
で
な
ん

ら
か
の
か
た
ち
で
問
題
に
な
る
と
い
っ
た
誤
っ
た
仮
定
が
手
近
に
な
っ
て
し
ま
う
」（§

62,
S.

118
Fn.

2

）
と
い
わ
れ
て
い
る
こ
と
が

不
利
な
材
料
を
提
供
す
る
。
し
か
し
、
こ
れ
は
取
得
行
為
そ
れ
自
体
のadm

inistratio

は
不
要
と
い
う
意
味
で
あ
り
、
処
分
行
為
の

adm
inistratio

を
不
要
と
す
る
わ
け
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
。
な
お
、G

IR
SB

E
R

G
E

R,
dingliche

Surrogation,
S.

65

―66;
W

E
LLE,

pretium
succedit,

S.
75

―77;
M

E
N

K
E

N,
dingliche

Surrogation,
S.

15

―17;
noch

K
O

H
LE

R,
A

rchB
ürgR

,
S.

11;
W

A
LLE

R,
Surrogation,S.17

und
Fn.4,S.42

und
Fn.1

は
こ
の
問
題
に
触
れ
て
い
な
い
。
こ
れ
に
対
し
て
、B

E
Y

E
R,Surrogation,S.68,

70

は
処
分
の
有
効
性
を
当
然
の
前
提
と
し
て
論
述
を
進
め
て
い
る
。

（
122
）

V
gl.M

A
N

D
R

Y,Fam
iliengüterrechtII,§

62,S.118,121
usw

.

（
123
）

な
お
、M

A
N

D
R

Y,Fam
iliengüterrecht

II,§
62,S.122

は
こ
の
要
件
に
つ
き
次
の
点
を
補
足
し
て
い
る
。
権
力
所
有
者
が
権
力

服
従
者
に
あ
く
ま
でpatrim

onium

の
た
め
に
取
得
行
為
を
委
任
し
た
場
合
に
は
、
か
り
に
権
力
服
従
者
が
特
有
財
産
の
た
め
に
取
得

し
よ
う
と
し
た
と
し
て
も
取
得
物
は
特
有
財
産
に
生
じ
な
い
。

（
124
）

C
hristian

Friedrich
M

Ü
H

LE
N

B
R

U
C

H,U
eber

die
s.g.juris

und
factiuniversitates,in:A

cP,B
d.17

(1834),S.321

―

379;
ID.,Lehrbuch

des
Pandekten-R

echts:N
ach

der
D

octrina
Pandectarum

,T
.2,1.A

ufl.,H
alle

1836,4.A
ufl.,H

alle
1844.

（
125
）

M
Ü

H
LE

N
B

R
U

C
H ,

A
cP

,
insb.

S.
372

―379,
Zit.

S.
372,

374,
375;

vgl.
ID.,

P
andekten

1
II,

§
223,

S.
21

―22;
ID .,

Pandekten
4II,§

223,S.21

―22,Zit.S.22.

（
126
）

K
arl

B
IR

K
M

E
Y

E
R,

U
eber

das
V

erm
ögen

im
juristischen

Sinne:
R

öm
isch-rechtliche

Q
uellenstudien,

E
rlangen

1879.

（
127
）

B
IR

K
M

E
Y

E
R,V

erm
ögen,S.41

―42
Fn.128,S.115

―116,Zit.S.115
und

Fn.336,S.116 .

（
128
）

B
IR

K
M

E
Y

E
R,V

erm
ögen,S.116

Fn.367

が
挙
げ
る
の
は
次
の
法
文
で
あ
る
。
a
畜
群
に
つ
き
、Inst.20,18;D

.30,21

―22;
D

.6,1,3
pr.;D

.7,1,68,2;D
.7,1,69;D

.7,1,70,3;D
.20,1,13

pr.;D
.44,2,21,1

（
一
部
はuniversitas

を
明
示
的
に
強

調
。V

gl.auch
D

.41,3,30,2

）、
s
特
有
財
産
に
つ
き
、D

.15,1,40
pr.

（
有
名
な
人
間
と
の
対
比
）、
d
相
続
財
産
に
つ
き
、D

.
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5,3,20,3;D
.50,16,178,1,

f
嫁
資
に
つ
き
、D

.23,3,4,

そ
し
て
、
g
財
産
一
般
に
つ
き
、D

.31,72;D
.34,4,23;vgl.auch

C
.7,11,5

（,,N
on

enim
absum

itur,quod
in

corpore
patrim

oniiretinetur“

）。

（
129
）

B
ernhard

W
IN

D
SC

H
E

ID,Lehrbuch
des

Pandektenrechts,1.A
ufl.,B

d.I

―III,Frankfurt
a.M

.1862

―1870,3.A
ufl.,

B
d.I,III,Frankfurta.M

.1870,1874,4.A
ufl.,B

d.I

―III,Frankfurta.M
.1875

―1878,5.A
ufl.,B

d.I

―II,Frankfurta.M
.

1879,6.A
ufl.,B

d.I,Frankfurta.M
.1887,9.A

ufl.,B
d.I

―III,Frankfurta.M
.1906.

な
お
、
本
稿
で
は
、
キ
ッ
プ
に
よ
る
ド

イ
ツ
民
法
典
と
の
対
比
に
関
す
る
補
訂
（
第
八
版
・
第
九
版
）
に
は
立
ち
入
ら
な
い
。

（
130
）

W
IN

D
SC

H
E

ID,Pandekten
1I,§

42,S.88

―89
Fn.6;

ID.,Pandekten
3I,§

42,S.94

―95
und

Fn.6;
ID.,Pandekten

6I,§
42,S.110

und
Fn.6;

ID.,Pandekten
9I,§

42,S.181

―182
Fn.6.

（
131
）

他
の
補
正
点
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。
auniversitas

facti

も
法
上
の
統
合
で
あ
る
か
に
つ
き
、
第
四
版
に
お
い
てnicht

m
in-

der
sein

にoder
doch

sein
können

が
付
加
さ
れ
た
が
、
こ
う
し
た
〝
予
防
線
〞
は
第
六
版
以
降
、
括
弧
の
な
か
に
入
れ
ら
れ
て
い

る
。
s
〝
誤
っ
た
特
質
〞
に
つ
き
、
第
六
版
に
お
い
て
「universitas

iuris

に
」
の
あ
と
に
「universitas

facti

と
の
対
比
に
お
い
て
」

が
付
加
さ
れ
、
論
旨
が
明
確
に
さ
れ
て
い
る
。
d
文
献
に
つ
き
、
第
四
版
以
降
、「
特
別
な
（besonders

）」
財
産
の
そ
れ
が
整
理
さ
れ
、

嫁
資
に
つ
き
、
ベ
ヒ
マ
ン
、
シ
ハ
ラ
ル
シ
ュ
、
特
有
財
産
に
つ
き
、
マ
ン
ド
リ
論
文
、
フ
ィ
ッ
テ
ィ
ン
グ
が
引
か
れ
て
い
る
。W

IN
D

-

SC
H

E
ID,Pandekten

4I,§
42,S.100

Fn.6;
ID.,Pandekten

6I,§
42,S.110

Fn.6;
ID.,Pandekten

9I,§
42,S.181

―182
Fn.6.

（
132
）

S
C

H
E

R
E

R,res
succedit,S.13

und
Fn.2;S

C
H

U
LT

E,res
succedit,S.9

（
脚
注
を
引
き
忘
れ
て
い
る
が
、
同
所
を
参
照
し
た
の

は
明
白
）;W

IN
D

M
Ü

LLE
R,pretium

succedit,S.7
und

Fn.17;R
A

A
SC

H,Surrogationsprinzip,S.16
Fn.11;G

IR
SB

E
R

G
E

R,
dingliche

Surrogation,
S.

30
F

n.
21;

S
T

R
A

U
C

H,
M

ehrheitlicher
R

echtsersatz,
S.

19
F

n.
11;

M
E

N
K

E
N,

dingliche
Surrogation,S.12

Fn.3.

（
133
）

B
IR

K
M

E
Y

E
R,V

erm
ögen,S.103,104

は
区
別
論
に
つ
き
同
所
の
み
を
参
照
し
、
区
別
否
定
説
に
た
つ
も
の
と
み
て
い
る
よ
う
で

あ
り
、
ま
た
、S

T
R

A
U

C
H,M

ehrheitlicher
R

echtsersatz,S.19
Fn.11

は
法
諺
論
に
つ
き
同
所
の
み
を
参
照
し
、
制
限
適
用
説
に
た

つ
も
の
と
断
定
し
て
い
る
が
、
い
ず
れ
も
不
当
で
あ
る
。

（
134
）

こ
の
こ
と
も
あ
っ
て
か
、
後
世
の
も
の
も
ヴ
ィ
ン
ト
シ
ャ
イ
ト
の
区
別
論
に
は
立
ち
入
っ
て
い
な
い
。S

C
H

E
R

E
R,res

succedit,S.
13;S

C
H

U
LT

E,res
succedit,S.9;W

IN
D

M
Ü

LLE
R,pretium

succedit,S.7;R
A

A
SC

H,Surrogationsprinzip,S.16;G
IR

SB
E

R
G

E
R,
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dingliche
Surrogation,S.30

Fn.21.

（
135
）

W
IN

D
SC

H
E

ID,Pandekten
1I,§

42,S.87

―89,§
137,S.343

―345,Zit.S.87,344;
ID .,Pandekten

6I,§
42,S.107

―108;
ID.,Pandekten

9I,§
42,S.178

―182,§
48a,S.217

―218,§
137,S.689

―694,Zit.S.178,179.
（
136
）

た
だ
し
、universitas

iurium

と
い
う
表
現
は
〝
反
対
説
の
反
対
説
〞
と
い
う
文
脈
で
し
か
使
わ
れ
て
い
な
い
（
本
文
上
記
参

照
）。
も
っ
と
も
、
第
三
版
ま
で
は
、universitas

von
Sachen

と
の
対
比
に
お
い
てuniversitas

von
R

echten
(und

V
erpflich-

tungen)
と
い
う
表
現
が§

42
Fn.2

と§
137

Fn.3

で
用
い
ら
れ
て
い
た
。
け
れ
ど
も
、
ま
ず
、§

137
Fn.3

の
そ
れ
は
第
四
版
で
の

変
更
（
後
掲
注（
138
）（
140
））（
対
応
脚
注Fn.4

）、
次
に
、§

42
Fn.2

の
そ
れ
は
第
六
版
で
の
変
更
（
後
掲
注（
139
）参
照
）
の
な
か
で
順

に
脱
落
し
た
。
も
っ
と
も
、
内
容
は
も
と
よ
り
経
緯
か
ら
み
て
も
、
こ
の
脱
落
は
意
図
的
な
も
の
で
は
な
か
っ
た
節
が
あ
る
。W

IN
D

-

SC
H

E
ID,

Pandekten
1I,

§
42,

S.
87

Fn.
2,

§
137,

S.
344

Fn.
3;

ID .,
Pandekten

3I,
§

42,
S.

95,
§

137,
S.

376

―379;
ID.,

Pandekten
4I,§

42,S.98
Fn.2,§

137,S.410
Fn.4;

ID.,Pandekten
6I,§

42,S.108
Fn.2,§

137,S.450
Fn.4;

ID.,
Pandekten

9I,§
42,S.179

Fn.2,§
137,S.619

Fn.4.

（
137
）

W
IN

D
SC

H
E

ID,Pandekten
6I,§

42,S.108
Fn.2;

ID .,Pandekten
9I,§

42,S.179
Fn.2

は
「
統
一
体
と
し
て
」
に
つ
き
、
次

の
よ
う
に
注
記
す
る
。
そ
れ
は
「
総
体
（G

esam
theit,

G
anzes

）、
す
な
わ
ち
部
分
（
構
成
要
素
）
か
ら
な
る
け
れ
ど
も
そ
れ
ら
の
総

計
と
は
な
に
か
異
な
る
物
件
（D
ing
）、
ロ
ー
マ
の
呼
び
名
に
よ
れ
ばuniversitas

と
し
て
」
と
い
う
こ
と
。
ち
な
み
に
、
こ
れ
と
は
異

な
るuniversitas

と
し
てSachen

の
そ
れ
を
挙
げ
る
際
に
、§

138

の
参
照
を
指
示
し
て
い
る
が
、
こ
れ
は§

137

の
誤
植
の
よ
う
に

思
わ
れ
る
。V

gl.W
IN

D
SC

H
E

ID,Pandekten
6I,§

137,S.450
Fn.4;

ID.,Pandekten
9I,§

137,S.619
Fn.4.

（
138
）

初
版
な
い
し
第
三
版
で
は
、
相
続
権
は
物
権
、
無
体
物
と
し
て
の
相
続
財
産
上
の
権
利
で
あ
る
と
説
か
れ
て
い
た
。
も
っ
と
も
、
そ

の
「
精
確
な
内
容
」
は
「
財
産
法
上
の
関
係
に
お
い
て
被
相
続
人
の
代
表
者
と
し
て
取
り
扱
わ
れ
る
こ
と
」
に
あ
る
、
と
付
言
さ
れ
て
い

た
。
し
か
し
、
第
四
版
以
降
で
は
こ
の
主
張
が
撤
回
さ
れ
る
。
①
付
言
の
と
お
り
で
あ
る
と
す
る
と
、
そ
も
そ
も
物
権
の
観
念
を
維
持
す

る
こ
と
の
実
益
が
疑
わ
し
い
し
、
②
相
続
請
求
のV

indikation
的
性
格
（vindicatio

in
libertatem

,vindicatio
filiiin

potestate

）、

請
求
表
示
（intentio

）
に
お
け
る,,hereditatem

m
eam

esse

（
相
続
財
産
は
わ
た
く
し
の
も
の

、
、
、
、
、
、
、

で
あ
る
）“

と
い
う
表
現
も
こ
う
し
た

観
念
の
法
源
適
合
性
を
証
明
す
る
も
の
で
は
な
い
か
ら
で
あ
る
。W

IN
D

SC
H

E
ID,Pandekten

1I,§
137,S.345

Fn.6;
ID .,Pandek-

ten
3I,§

137,S.378
Fn.6;

ID.,Pandekten
4III,§

605,S.233
Fn.13;

ID .,Pandekten
9III,§

605,S.479
Fn.12.

問
い
そ
れ
自
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体
が
抹
消
さ
れ
た
と
判
断
し
た
根
拠
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。
第
三
版
ま
で
は
、
ま
ず
、「
財
産
権
」（§

42

﹇
表
題
は
目
次
参
照
、
本

文
に
挿
入
さ
れ
る
の
は
第
六
版
以
降
﹈）
の
最
後
で
「
権
利
の
上
の
権
利
」
に
若
干
触
れ
、
次
に
、「
物
の
概
念
、
有
体
物
と
無
体
物
」（§

137
）
の
な
か
で
、
法
が
無
体
物
を
有
体
物
の
よ
う
に
権
利
の
対
象
と
し
て
取
り
扱
う
場
面
と
し
て
、
aL
集
合
物
、
bL
①
権
利
（§

42
a.

E
.

と
同
様
）、
bL
②
「
財
産
中
に
現
れ
る
権
利
の
総
体
」、
bL
③
精
神
的
産
物
を
考
察
す
る
、
と
い
う
構
成
が
と
ら
れ
て
い
た
。
相
続
が

引
か
れ
た
の
は
こ
の
bL
②
に
お
い
て
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
第
四
版
に
な
る
と
、
新
た
に
「
権
利
の
上
の
権
利
」
と
い
う
章
（§

48
a

）

が
創
設
さ
れ
、§

42
a.E

.

と§
137

の
叙
述
が
大
幅
に
組
み
替
え
ら
れ
た
。
す
な
わ
ち
、§

42
a.E

.

と§
137

の
権
利
、
、

に
関
す
る
説
明
は

§
48

a

に
一
括
さ
れ
、§

137

で
は
集
合
物

、
、
、

、
精
神
的
産
物

、
、
、
、
、

の
み
が
取
り
上
げ
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
結
果
、「
権
利
の

総
体
」
に
つ
い
て
の
記
述
は
脱
落
し
た
。
こ
れ
は
、§

48
a

の
新
設
が
先
に
み
た
撤
回
と
同
じ
く
第
四
版
で

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

行
わ
れ
た
た
め
、
相
続
に
つ

い
て
す
ら
否
定
説
に
与
す
る
以
上
、
問
い
を
残
し
て
お
く
必
要
は
な
い
も
の
と
判
断
し
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。
確
認
し
て
お
く
と
、
第

四
版
以
降
、§

137

で
は
、
無
体
物
も
権
利
の
対
象
と
な
る
か
に
つ
き
ロ
ー
マ
法
で
は
「
権
利
と
集
合
物
」、
ロ
ー
マ
法
外
で
は
「
精
神

的
産
物
」
が
問
題
と
な
る
、
こ
の
う
ち
の
権
利
に
つ
い
て
は§

48
a

参
照
と
い
わ
れ
、§

48
a

で
は
最
終
版
の
テ
ク
ス
ト
が
確
定
す
る
第

六
版
の
命
題
に
よ
る
と
、
�L
物
が
権
利
の
対
象
と
呼
ば
れ
る
場
合
と
権
利
が
権
利
の
対
象
と
呼
ば
れ
る
場
合
で
は
意
味
が
異
な
る
、
�L
自

己
の
権
利
の
上
の
権
利
は
語
ら
れ
て
は
な
ら
な
い
、
�L
他
人
の
権
利
の
上
の
権
利
も
、
な
る
ほ
ど
直
接
的
な
対
象
は
権
利
で
あ
る
が
、
し

か
し
こ
の
権
利
を
貫
い
て
権
利
が
生
じ
る
と
こ
ろ
の
物
を
有
す
る
な
ど
と
説
か
れ
て
い
る
。W

IN
D

SC
H

E
ID,Pandekten

1I,§
42,S.89,

§
137,S.343

―345;
ID.,Pandekten

3I,§
42,S.95,§

137,S.376

―379;
ID .,Pandekten

4I,§
42,S.101,§

48a,S.121,§
137,

S.409

―412;
ID .,Pandekten

6I,§
48a,S.130

―131;
ID .,Pandekten

9I,§
42,S.182,§

48a,S.217

―218,§
137,S.689

―693.

本
文
で
み
た
よ
う
に
、
財
産
の
統
一
体,universitas

の
側
面
が
権
利
の
対
象
い
か
ん
と
は
切
り
離
し
て

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

特
徴
づ
け
ら
れ
て
い
る
の
は
以

上
の
事
情
に
よ
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

（
139
）

第
五
版
ま
で
は
、
と
く
にD

.
50,

16,
49

を
根
拠
と
し
て
、
財
産
は
「
自
然
的
意
味
で
の
（im

natürlichen
Sinn

）」
そ
れ
と
、

「
法
的
意
味
で
の
（im

Sinne
des

R
echts

）」
そ
れ
に
区
別
さ
れ
、
前
者
は
「
財
産
権
そ
れ
自
体
」、
後
者
は
「
財
産
権
と
財
産
義
務
の

統
一
体
」
を
指
示
す
る
も
の
と
さ
れ
て
い
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、
第
六
版
以
降
で
は
、
ビ
ル
ク
マ
イ
ヤ
ー
の
解
釈
（
二L
３
cL
）
が
受
容
さ

れ
、
こ
の
法
文
は
「
財
（G

üter

）
そ
れ
自
体
（
経
済
的
意
味
に
お
け
る
財
）」
と
「
一
定
の
法
領
域
（R

echtskreis

）
に
属
し
て
い
る

財
」
を
対
比
す
る
も
の
と
読
み
直
さ
れ
て
い
る
。「
わ
た
く
し
は
も
は
やD

.
50,

16,
49

を
こ
こ
に
﹇
債
務
も
財
産
構
成
要
素
と
な
り
う
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る
こ
と
の
論
拠
と
し
て
﹈
引
き
入
れ
よ
う
と
し
な
い
」。W

IN
D

SC
H

E
ID,Pandekten

1I,§
42,S.87

Fn.2,§
137,S.344

Fn.3;
ID .,

Pandekten
5I,§

42,S.100
Fn.3;

ID .,Pandekten
6I,§

42,S.108
Fn.3;

ID.,Pandekten
9I,§

42,S.179

―180
Fn.3.

（
140
）

第
四
版
で
改
説
し
た
理
由
は
、
①
畜
群
の
ほ
か
に
は
法
源
上
の
証
拠
が
十
分
で
な
い
こ
と
、
②
自
然
的
総
体
以
上
に
肯
定
す
る
と
限

界
を
引
く
の
が
困
難
に
な
る
こ
と
、
③
在
庫
商
品
の
担
保
設
定
の
よ
う
な
法
文
は
意
思
解
釈
に
よ
り
説
明
さ
れ
る
こ
と
に
あ
る
。
ち
な
み

に
、
集
合
物
が
権
利
の
対
象
と
な
る
場
合
で
も
個
物
上
の
権
利
は
失
わ
れ
な
い
、
と
い
う
主
張
は
初
版
以
来
変
更
さ
れ
て
い
な
い
。

W
IN

D
SC

H
E

ID,Pandekten
1I,§

137,S.344;
ID.,Pandekten

3I,§
42,S.95,§

137,S.377;
ID .,Pandekten

4I,§
137,S.410

―

412
und

S.412
Fn.8;

ID .,Pandekten
9I,§

137,S.691

―693
und

S.692

―693
Fn.8.

（
141
）

V
gl.insb.W

IN
D

SC
H

E
ID,Pandekten

9III,Sachregister:A
rt.,,res

succeditin
locum

pretii“,S.827.

（
142
）

S
C

H
E

R
E

R,res
succedit,S.13

und
Fn.3;S

C
H

U
LT

E,res
succedit,S.9

und
Fn.7;R

A
A

SC
H,Surrogationsprinzip,S.16

und
Fn.11;W

A
LLE

R ,Surrogation,S.10
Fn.1,noch

Fn.3;M
E

N
K

E
N,dingliche

Surrogation,S.13
und

Fn.1.

（
143
）

W
IN

D
SC

H
E

ID,Pandekten
1III,§

612,S.242

―245
und

S.242
Fn.4,S.534

Fn.15,S.535
Fn.18,19;

ID .,Pandekten
9

III,§
612,S.532

―536
und

S.532
Fn.4,S.534

Fn.15,S.535
Fn.18,19.

（
144
）

こ
の
定
式
は
、
悪
意
占
有
者
は
取
得
し
た
売
却
代
金
を
か
な
ら
ず
返
還
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
命
題
（D

.
5,

3,
36,

3;
D

.
5,3,33,1;D

.5,3,18
pr.;D

.5,3,20,12;D
.5,3,20,16;vgl.auch

D
.5,3,22

）
に
つ
き
、D

.5,3,36,3

が
そ
の
根
拠
と
し
て
、

悪
意
占
有
者
は
善
意
占
有
者
よ
り
も
良
い
状
況
に
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
、
と
述
べ
て
い
た
こ
と
に
対
す
る
批
判
と
し
て
援
用
さ
れ
た
も
の

で
あ
る
。
と
い
う
の
は
、
も
し
も
そ
れ
が
根
拠
だ
と
し
た
ら
、「
悪
意
占
有
者
は
売
却
代
金
を
な
お
自
己
が
そ
れ
を
有
す
る
限
度
で
の
み

返
還
す
れ
ば
よ
い
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
う
か
ら
」。W

IN
D

SC
H

E
ID,Pandekten

1III,§
612,S.244

―245
Fn.19;

ID.,Pandekten
9III,

§
612,S.535

Fn.19.

こ
の
文
脈
に
着
目
す
れ
ば
、
一
般
の
理
解
に
反
し
て
、
善
意
占
有
者
責
任
に
つ
い
て
は
か
の
法
諺
の
適
用
を
否

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

定
し
て
い
る

、
、
、
、
、

も
の
と
読
む
こ
と
も
で
き
よ
う
。

（
145
）

W
IN

D
SC

H
E

ID,Pandekten
4III,§

612,S.264

―265
Fn.13;

ID.,Pandekten
9III,§

612,S.533

―534
Fn.13.

（
146
）

W
IN

D
SC

H
E

ID,Pandekten
1III,§

612,S.241
und

Fn.3;
ID.,Pandekten

3III,§
612,S.242

und
Fn.3;

ID .,Pandekten
4

III,§
612,S.263

und
Fn.3;

ID.,Pandekten
9III,§

612,S.532
und

Fn.3.

な
お
、
初
版
か
ら
第
三
版
ま
で
はD

.5 ,3 ,29
pr.-1

と
誤
記
さ
れ
て
い
た
が
、
第
四
版
以
降D

.5,3, 20
pr.-1

に
訂
正
さ
れ
て
い
る
。
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（
147
）

W
IN

D
SC

H
E

ID,Pandekten
1II,§

484,S.402;
ID.,Pandekten

4II,§
484,S.817

und
Fn.7a;

ID .,Pandekten
5II,§

484,S.
828

und
Fn.7a;

ID .,Pandekten
9II,§

484,S.1124
und

Fn.7a.

著
書
の
参
照
ペ
ー
ジ
は
最
終
版
で
もS. 58

ff.

と
さ
れ
て
い
る
が
、

内
容
か
ら
み
て
、S. 158

ff.

の
誤
植
と
思
わ
れ
る
。
な
お
、
両
者
の
異
同
は
顧
慮
さ
れ
て
い
な
い
。

（
148
）

W
IN

D
SC

H
E

ID,Pandekten
1II,§

516,S.477

―479
und

S.478
Fn.2;

ID.,Pandekten
4II,§

516,S.901

―903
und

S.902
Fn.2;

ID .,Pandekten
9III,§

516,S.67

―69
und

S.68
Fn.2.

（
149
）

H
einrich

D
E

R
N

B
U

R
G,Pandekten,1.A

ufl.,B
d.I

―III,B
erlin

1984

―1987,2.A
ufl.,B

d.I,B
erlin

1888,3.A
ufl.,B

d.I,
B

erlin
1892,4.A

ufl.,B
d.I,B

erlin
1894,7.A

ufl.,B
d.I

―III,B
erlin

1902

―1903;und
ID.,Ü

ber
das

V
erhältnis

der
hered-

itatis
petitio

zu
den

erbschaftlichen
Singularklagen,H

eidelberg
1852.

（
150
）

D
E

R
N

B
U

R
G,Pandekten

1I,§
22,S.48,§

67,S.154

―155,§
68,S.156

―157;
ID.,Pandekten

2I,§
22,S.48,§

67,S.154

―

155,§
68,S.155

―157;
ID.,Pandekten

3I,§
68,S.159

―161;
ID.,Pandekten

4I,§
68,S.160

―163,§
226,S.536

Fn.3;
ID.,

Pandekten
7I,§

22,S.46,§
67,S.154

―155,§
68,S.157

―159,§
226,S.530

Fn.3,Zit.S.46,155,157,158,S.158
Fn.5.

（
151
）

初
版
で
は
「
同
種
の
有
体
的
客
体
が
結
合
さ
れ
た
そ
れ
ら
の
客
体
」、
第
二
版
で
は
「
一
つ
の
目
的
に
結
合
さ
れ
た
同
種
の
有
体
的

客
体
」
と
定
式
化
さ
れ
て
い
た
（
各
々
原
文
ゲ
シ
ュ
ペ
ル
ト
）。D

E
R

N
B

U
R

G,Pandekten
1I,§

68,S.156

―157;
ID.,Pandekten

2I,§
68,S.156.

第
三
版
以
降
と
の
対
比
で
と
く
に
気
に
な
る
の
は
、
い
わ
ゆ
る
〝
同
種
性
〞
要
件
で
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
ミ
ュ
ー
レ

ン
ブ
ル
ッ
フ
と
ヴ
ェ
ヒ
タ
ー
『
論
究
』
が
在
庫
商
品
を
例
に
出
し
て
首
尾
一
貫
し
て
い
な
い
と
批
判
し
て
い
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

M
Ü

H
LE

N
B

R
U

C
H,A

cP,S.348

―349;W
Ä

C
H

T
E

R,E
rörterungen,S.2.

そ
う
す
る
と
、
第
三
版
以
降
で
は
こ
れ
に
対
応
し
て
不
要
説
に

立
場
を
変
え
た
よ
う
に
も
み
え
る
が
、
後
述
す
る
よ
う
に
、
脚
注
に
お
い
て
は
同
版
以
降
も
依
然
と
し
てuniversitas

facti

は
「
同
種

の
有
体
的
客
体
」
の
統
合
と
規
定
さ
れ
て
い
る
た
め
、
こ
の
よ
う
に
読
む
こ
と
に
は
躊
躇
を
覚
え
る
。D

E
R

N
B

U
R

G,
Pandekten

3
I,

§
68,S.161

Fn.8;
ID.,Pandekten

7I,§
68,S.158,Fn.8.

（
152
）

ま
ず
、
自
然
的
総
体
以
外
に
つ
き
、
初
版
で
は
「
人
間
の
意
思
に
よ
り
一
つ
の
目
的
に
結
合
」
と
さ
れ
て
い
た
が
、
第
二
版
以
降
は

本
文
の
表
現
に
改
め
ら
れ
、
ま
た
、
そ
の
具
体
例
に
つ
き
、
初
版
で
は
図
書
館
、
絵
画
収
集
品
、
第
二
版
で
は
図
書
館
の
み
が
挙
げ
ら
れ

て
い
た
が
、
第
三
版
以
降
は
本
文
の
三
つ
が
引
か
れ
て
い
る
。
次
に
、
規
律
に
つ
き
、
初
版
と
第
二
版
で
は
と
も
にV

ielheit

の
側
面
の

み
が
指
摘
さ
れ
て
い
た
。
初
版
で
は
、
集
合
物
の
法
律
行
為
（
売
却
、
遺
贈
、
担
保
設
定
そ
の
他
の
処
分
）
に
つ
き
そ
の
解
釈
の
際
に
な
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に
が
こ
れ
に
含
ま
れ
て
い
る
の
か
を
確
定
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
さ
れ
、
第
二
版
で
は
こ
の
叙
述
に
替
わ
り
、
こ
う
し
た
法
律
行
為

も
実
際
に
は
個
々
の
部
分
と
関
連
す
る
こ
と
が
強
調
さ
れ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
第
三
版
で
は
、
お
そ
ら
く
不
要
と
判
断
し
た
の
で
あ
ろ

う
、
初
版
と
第
二
版
に
あ
っ
た
集
合
物
の
法
律
行
為
に
関
す
る
叙
述
が
削
除
さ
れ
る
と
と
も
に
、
抽
象
論
に
お
い
てE

inheit

の
側
面
も

合
わ
せ
て
指
摘
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
け
れ
ど
も
、
具
体
的
な
説
明
はV

ielh
eit

の
側
面
に
と
ど
ま
る
。
本
文
で
み
た
よ
う
な

E
inheit

の
側
面
の
説
明
が
付
加
さ
れ
る
の
は
、
第
四
版
以
降
で
あ
る
。D

E
R

N
B

U
R

G,Pandekten
1I,§

68,S.157;
ID .,Pandekten

2I,
§

68,
S.

157;
ID.,

P
andekten

3
I,

§
68,

S.
160

―161;
ID.,

P
andekten

4
I,

§
68,

S.
161

―162,
§

226,
S.

536
F

n.
3;

ID.,
Pandekten

7I,§
68,S.157

―158,§
226,S.530

Fn.3.

（
153
）

D
E

R
N

B
U

R
G ,Pandekten

1I,§
68,S.156

Fn.1
und

3;
ID.,Pandekten

7I,§
68,S.158

Fn.8
und

10.

ち
な
み
に
、
脚
注
番

号
が
異
な
っ
て
い
る
の
は
、
初
版
と
第
二
版
の§

68

は
特
別
財
産
と
集
合
物
の
み
を
取
り
上
げ
て
い
た
の
に
対
し
て
、
第
三
版
以
降
の
そ

れ
は
こ
れ
に
単
一
物
と
合
成
物
の
説
明
を
付
加
し
た
た
め
に
す
ぎ
ず
、
叙
述
そ
れ
自
体
は
初
版
か
ら
最
終
版
ま
で
ま
っ
た
く
変
更
さ
れ
て

い
な
い
。

（
154
）

W
A

LLE
R,

Surrogation,
S.

72
Fn.

3

は
こ
の
点
に
つ
き
、「
キ
ー
ル
ル
フ
の
思
考
は
デ
ル
ン
ブ
ル
ク
の
際
に
完
全
に
誤
解
さ
れ
て

い
る
」
と
批
判
す
る
。
キ
ー
ル
ル
フ
はuniversitas

iuris

を
権
利
そ
れ
自
体

、
、
、
、
、
、

の
統
一
体
と
み
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
、
本
文
で

み
た
よ
う
に
、
ロ
ー
マ
法
は
と
も
か
く
デ
ル
ン
ブ
ル
ク
自
身
は
、「
財
産
構
成
要
素
」
と
し
て
権
利
の
み
を
認
め
る
見
解
に
与
し
て
い
る
。

（
155
）

D
E

R
N

B
U

R
G,Pandekten

1III,§
172,S.349

―351;
ID.,Pandekten

7III,§
172,S.341

―343,Zit.S.342.

（
156
）

D
E

R
N

B
U

R
G,hereditatis

petitio,S.24.D
.5,3,25, 13

と
表
記
さ
れ
て
い
る
が
、
引
用
テ
ク
ス
ト
はD

.5,3,25, 18

の
も
の
だ

か
ら
、
誤
植
と
判
断
し
た
。

（
157
）
『
パ
ン
デ
ク
テ
ン
』
第
三
巻
を
引
い
て
物
権
的
効
果
説
と
み
る
も
の
に
、S

C
H

E
R

E
R,

res
succedit,

S.
14,

vgl.
S.

17;
S

C
H

U
LT

E,
res

succedit,S.9,vgl.S.10;W
IN

D
M

Ü
LLE

R,pretium
succedit,S.76

Fn.160

（「
明
示
的
に
は
強
調
し
て
い
な
い
」
が
「
こ
の
解

釈
に
与
す
る
よ
う
に
み
え
る
」
と
い
う
）;

R
A

A
SC

H,
Surrogationsprinzip,

S.
16,

vgl.
S.

17,
noch

S
T

R
A

U
C

H,
M

ehrheitlicher
R

echtsersatz,S.19
Fn.11

（
第
一
巻
の
み
を
引
き
、
と
く
に
留
保
な
く
制
限
適
用
説
に
分
類
）、
論
文
を
引
い
て
債
権
的
効
果
説
と
み

る
も
の
に
、W

A
LLE

R,Surrogation,S.10
Fn.3

noch
Fn.1

（
論
文
を
顧
慮
す
れ
ば
ヴ
ィ
ン
ト
ミ
ュ
ラ
ー
の
読
み
は
間
違
い
と
批
判

す
る
。
要
件
面
で
は
第
三
巻
を
引
き
、
効
果
面
で
は
論
文
を
引
く
と
い
う
構
成
）;W

E
LLE,pretium

succedit,S.73
Fn.11,12

（
批
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判
を
除
い
て
ヴ
ァ
ラ
ー
と
同
様
）;M

E
N

K
E

N,dingliche
Surrogation,S.12

und
S.13

Fn.2

（
右
に
同
じ
）。

（
158
）

D
E

R
N

B
U

R
G,Pandekten

1III,§
172,S.349

Fn.22;
ID .,Pandekten

7I,§
172,S.341

Fn.22.
（
159
）

D
E

R
N

B
U

R
G,Pandekten

1III,§
172,S.350;

ID .,Pandekten
7I,§

172,S.342.

（
160
）

D
E

R
N

B
U

R
G,Pandekten

1II,§
14,S.38

und
Fn.4,5;

ID.,Pandekten
1III,§

32,S.62

―64
und

S.62
Fn.4,§

35,S.67

―

68
und

S.67
Fn.2;

ID.,Pandekten
7II,§

14,S.38
und

Fn.4,5;
ID.,Pandekten

7III,§
32,S.61

―63
und

S.61
Fn.4,§

35,
S.67

und
Fn.2;vgl.auch

ID.,Pandekten
1I,§

68,S.156
Fn.4;

ID.,Pandekten
7I,§

68,S.159
Fn.11.

（
161
）

S.insb.W
A

LLE
R,Surrogation,S.11

und
Fn.1;S

T
R

A
U

C
H,M

ehrheitlicher
R

echtsersatz,S.36
und

Fn.1,2;W
E

LLE,
pretium

succedit,S.88
Fn.22.

（
162
）

な
お
、
区
別
論
に
つ
き
、Julius

D
Ö

PFN
E

R ,D
as

W
esen

der
universitates

facti
und

iuris:Ihre
B

edeutung
im

prak-
tischen

R
echte,

D
iss.,

E
rlangen

1899

（universitas
iuris

は
財
産
法
上
の
〔verm

ögensrechtlich

〕
統
一
体
、universitas

facti

は
物
権
法
上
の
〔sachenrechtlich

〕
統
一
体
と
し
て
両
区
別
を
強
力
に
擁
護
〔vgl.

insb.
S.59 ,112

〕。
論
者
自
身
の
意
に
は

沿
わ
な
い
で
あ
ろ
う
〔vgl.S.54

〕
が
、
a
aL
説
に
属
す
る
プ
フ
タ
、
ジ
ン
テ
ニ
ス
の
論
理
と
同
旨
と
み
う
る
）
が
公
刊
さ
れ
て
い
る
け

れ
ど
も
、
少
な
く
と
も
物
上
代
位
論
と
の
関
連
で
は
後
世
に
お
い
て
顧
慮
さ
れ
て
い
な
い
（
前
掲
注（
161
）引
用
箇
所
参
照
）
か
ら
、
こ
こ

で
は
取
り
上
げ
な
い
。
ち
な
み
に
、
こ
れ
を
引
く
の
は
、
杉
山
直
次
郎
「
佛
法
ニ
於
ケ
ル
營
業
財
産
ノ
性
質
ヲ
論
ス
」
土
方
在
職
二
五
年

記
念
『
私
法
論
集
』
六
三
二
頁
注
三
（
有
斐
閣
、
一
九
一
七
年
）﹇
両
区
別
に
関
す
る
フ
ラ
ン
ス
法
の
議
論
を
考
察
す
る
が
、
ド
イ
ツ
法

の
文
献
も
含
む
﹈。

（
163
）

A
ugust

S
C

H
E

R
E

R ,E
rklärung

des
Satzes:

res
succedit

in
locum

pretii,
pretium

in
locum

rei,
D

iss.,
G

öttingen
1890.

（
164
）

S
C

H
E

R
E

R,res
succedit,S.1.

（
165
）

S
C

H
E

R
E

R,res
succedit,S.18

―19
(V

or),20

―23
((1)),23

―27
((2)),Zit.18,19,20,21,26,27.

（
166
）

V
gl.S

C
H

E
R

E
R,res

succedit,insb.S.7,34.

（
167
）

S
C

H
E

R
E

R,res
succedit,S.28

―30,33,39

―40,46

―47
((1)),S.31,32,35,38,44

―45,49

―51
((2)),S.31,32,38

―39,43

―

44,46,52

―53,vgl.S.37
((3)),S.32

―35
((4)) .
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（
168
）

こ
の
叙
述
か
ら
は
債
権
的
効
果
説
に
与
す
る
つ
も
り
な
の
か
は
明
瞭
で
な
い
が
、「
こ
こ
で
主
張
さ
れ
た
見
解
に
つ
い
て
は
さ
ら
に

な
お
シ
ュ
レ
ー
ダ
ー
が
引
用
さ
れ
う
る
」
と
述
べ
て
い
る
か
ら
、
同
説
を
支
持
す
る
も
の
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
。S

C
H

E
R

E
R,

res
suc-

cedit,S.35.
（
169
）

S
C

H
E

R
E

R,res
succedit,S.54

((1)),S.57,62
((2)),S.55

―56,57

―58,61

―62
((3)),S.59

―60
((4)).

（
170
）

前
掲
注（
168
）と
同
様
の
問
題
が
存
す
る
け
れ
ど
も
、
こ
の
指
摘
は
シ
ュ
レ
ー
ダ
ー
と
ま
っ
た
く
同
様
で
あ
る
（
た
だ
し
、
引
用
は
さ

れ
て
い
な
い
）
か
ら
、
こ
こ
で
も
債
権
的
効
果
説
に
立
つ
も
の
と
読
む
こ
と
が
で
き
よ
う
。S

C
H

E
R

E
R,res

succedit,S.60.

（
171
）

S
C

H
E

R
E

R,res
succedit,S.62

―63
(V

or),S.63

―66
(peculium

),S.66

―68
(dos),S.69

―70
( Pfandrecht).

（
172
）

そ
の
他
、S

C
H

E
R

E
R,res

succedit,S.63

―66

は
次
の
点
を
指
摘
し
て
い
る
。
a
﹇
相
伝
﹈
特
有
財
産
で
は
、adm

inistratio

が

付
与
さ
れ
た
場
合
に
譲
渡
が
有
効
に
な
る
け
れ
ど
も
、
こ
の
こ
と
は
か
の
法
諺
で
は
な
く
権
力
所
有
者
の
意
思
に
基
づ
く
こ
と
、
s
規
則

外
来
特
有
財
産
の
場
合
、
権
力
所
有
者
は
譲
渡
が
不
可
欠
で
あ
る
と
き
な
ど
特
別
の
ケ
ー
ス
に
限
っ
て
有
効
に
譲
渡
で
き
る
が
、
そ
の
根

拠
は
か
の
法
諺
で
は
な
く
特
別
な
法
律
上
の
規
定
（
と
く
にC

.6,61,8,4;C
.6,61,8,5

）
に
存
す
る
こ
と
、
d
準
軍
営
特
有
財
産
と

不
規
則
外
来
特
有
財
産
は
、
軍
営
特
有
財
産
と
同
様
、
家
子
の
自
由
な
財
産
で
あ
る
か
ら
、
軍
営
特
有
財
産
の
原
則
が
準
用
さ
れ
る
こ
と
。

（
173
）

S
C

H
E

R
E

R,res
succedit,S.71.

（
174
）

Ferdinand
S

C
H

U
LT

E,Inw
iefern

unterscheidetsich
der

Satz:res
succeditin

locum
pretiietpretium

in
locum

rei
in

der
E

rbschaftsklage
und

der
D

otalklage?,D
iss.,E

rlangen
1897.

（
175
）

S
C

H
U

LT
E ,res

succedit,S.5

―6.

（
176
）

V
gl.z.B

.S
C

H
U

LT
E,res

succedit,S.5

―10,11
―12

im
V

ergleich
m

itS
C

H
E

R
E

R ,res
succedit,S.3

―17,18

―27.

（
177
）

S
C

H
U

LT
E,res

succedit,S.24

―25.

（
178
）

な
お
、S

C
H

U
LT

E ,res
succedit,S.25,vgl.auch

S.20
は
、
物
が
自
己
の
金
銭
に
よ
り
購
入
さ
れ
た
場
合
に
は
金
銭
と
物
と
の

交
替
に
つ
き
「
相
続
財
産
の
特
別
な
利
益
」
が
必
要
で
あ
る
と
注
記
し
て
い
る
。

（
179
）

S
C

H
U

LT
E,res

succedit,S.40,vgl.auch
S.36

―38.

（
180
）

S
C

H
U

LT
E,res

succedit,S.40

―42
((1)),S.42

―45
((2)).

（
181
）

水
津
太
郎
「
ド
イ
ツ
法
に
お
け
る
物
上
代
位
の
理
論
的
基
礎
一L
―
四L
完
」
法
研
八
〇
巻
三
号
二
一
―
六
八
頁
、
四
号
四
五
―
九
四
頁
、
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五
号
二
五
―
五
九
頁
、
六
号
三
三
―
七
三
頁
（
二
〇
〇
七
年
）。
以
下
、
こ
の
点
に
関
す
る
文
献
の
引
用
は
必
要
最
小
限
の
も
の
に
と
ど

め
る
。

（
182
）

V
gl.

Ludw
ig

E
N

N
E

C
C

E
R

U
S/H

ans
C

arl
N

IPPE
R

D
E

Y,
A

llgem
einer

T
eil

des
bürgerlichen

R
echts:

E
in

Lehrbuch,
Lehrbuch

des
bürgerlichen

R
echts,B

d.I,H
albbd.1,14.A

ufl.,T
übingen

1952,§
121,S.501,§

131,S.556,§
132,S .

559

―560;K
arlL

A
R

E
N

Z/M
anfred

W
O

LF,A
llgem

einer
T

eildes
B

ürgerlichen
R

echts,9.A
ufl.,M

ünchen
2004,§

20,R
n.

37,S.357
―358,§

21,R
n.1,31,S.379,386

und
Soergel

B
ürgerliches

G
esetzbuch,begründet

von
H

ans
T

heodor
S

O
E

R
G

E
L,13.A

ufl.,B
d.1,A

llgem
einer

T
eilI,§§

1

―103,Stuttgartua
2000,V

or
§

90
[Jochen

M
A

R
LY],R

n.6,9,10,12,
S.

530 ,531 ;M
ünchener

K
om

m
entar

zum
B

ürgerlichen
G

esetzbuch,
4.

A
ufl,

B
d.

I,
A

llgem
einer

T
eil,

§§
1

―240 ,
M

ünchen
2001,§

90
[G

eorg
H

O
LC

H],R
n.40,43

―45,S.912

―914;J.von
Staudingers

K
om

m
entar

zum
B

ürgerlichen
G

esetzbuch:M
it

E
inführungsgesetz

und
N

ebengesetzen,§§
90

―133,B
earbeitung,B

erlin
2004,V

or
zu

§§
90

―103
[Joachim

J IC
K

E
LI/M

alte
S

T
IE

PE
R],R

n.17,22,24,26,S.8,10,11

―12.

財
産
・
特
別
財
産
と
集
合
物
を
区
別
す
る
こ
と
は
自
明

の
も
の
と
さ
れ
て
お
り
、
区
別
の
肯
否
お
よ
び
基
準
に
つ
い
て
は
ま
っ
た
く
叙
述
が
み
ら
れ
な
い

（
183
）

Z.B
.L

A
R

E
N

Z/W
O

LF,A
llgT

,§
21,R

n.31,42,43,45,47,57,58,61,63,S.386,388

―389,391

―392

（
人
は
原
則
と
し
て

た
だ
一
つ
の
財
産
を
有
す
る
が
、
様
々
な
財
産
体
の
分
離
が
例
外
と
し
て
生
じ
う
る
。
す
な
わ
ち
、「
あ
る
人
に
一
つ
ま
た
は
複
数
の
特

別
財
産
が
そ
の
主
た
る
財
産
と
な
ら
ん
で
帰
属
す
る
」
場
合
。
こ
の
財
産
体
の
分
離
は
「
財
産
の
管
理
、
財
産
の
持
ち
主
の
処
分
権
、
収

益
の
帰
属
お
よ
び
債
務
の
責
任
」
に
と
っ
て
意
味
が
あ
る
。
こ
う
し
た
特
別
財
産
は
「
複
数
人
に
と
っ
て
の
共
同
の
財
産
、
と
く
に
合
有

財
産
が
形
成
さ
れ
る
」
場
合
に
も
生
じ
う
る
。
特
別
財
産
に
はnum

erus
clausus

（
閉
鎖
数
）﹇
法
定
主
義
﹈
が
妥
当
す
る
か
ら
、「
立

法
者
に
よ
っ
て
の
み
創
設
で
き
る
、
し
か
し
当
事
者
の
合
意
に
よ
っ
て
は
新
た
に
創
設
で
き
な
い
」。
特
別
財
産
に
お
い
て
は
「
諸
々
の

特
別
な
法
効
果
〔besondere

R
echtsfolgen

〕」
が
生
じ
る
。
前
者
の
際
に
は
、
そ
れ
は
「
そ
の
と
き
そ
の
と
き
の
財
産
の
保
全
お
よ

び
維
持
」
に
役
立
つ
。
①
特
定
の
債
権
者
団
に
と
っ
て
の
責
任
財
産
、
②
特
別
な
管
理
お
よ
び
処
分
規
制
、
③
物
上
代
位
。
後
者
に
お
い

て
も
、「
合
有
財
産
を
各
合
手
権
者
の
個
人
財
産
か
ら
区
別
す
る
」
た
め
に
、
同
じ
よ
う
に
し
て
右
三
効
果
が
生
じ
る
）;

und
Soergel/M

A
R

LY,V
or

§
90,R

n.12,13,und
10,S.531

―532

（
特
別
財
産
と
は
「
特
別
な
法
律
上
の
諸
規
定
〔besondere

gesetz-
liche

B
estim

m
ungen

〕
に
よ
っ
て
法
上
の
観
点
か
ら
（
た
と
え
ば
管
理
と
用
益
、
責
任
、
遺
贈
に
つ
き
）
他
の
財
産
と
は
異
な
っ
た
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取
り
扱
い
を
受
け
る
こ
と
か
ら
、
他
の
財
産
よ
り
取
り
除
か
れ
て
い
る
財
産
体
」
で
あ
る
。「
ド
イ
ツ
民
法
典
で
は
特
別
財
産
と
い
う
表

現
は
用
い
ら
れ
て
い
な
い
。
こ
れ
に
つ
い
て
の
共
通
の
諸
規
定
も
存
し
な
い
」。
原
則
と
し
て
財
産
と
同
様
の
規
律
が
妥
当
す
る
。
す
な

わ
ち
、
債
務
法
上
の

、
、
、
、
、

行
為
は
特
別
財
産
そ
れ
自
体
に
つ
き
可
能
で
あ
る
が
、
こ
れ
を
移
転
、
、

す
る
た
め
に
は
各
個
の

、
、
、

対
象
を
各
々
の
ル
ー
ル

に
し
た
が
っ
て
処
分
す
る
必
要
が
あ
る
。「
し
か
し
な
が
ら
、
特
別
財
産
は
個
々
の
ケ
ー
ス
の
な
か
で
法
律
に
よ
り
す
で
に
法
上
の
統
一

体
と
み
な
さ
れ
て
い
る
。﹇
だ
が
、﹈
そ
こ
か
ら
一
般
原
則
は
導
か
れ
な
い
と
い
っ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
」。﹇
一
例
を
挙
げ
る
な
ら
、﹈
①
物

上
代
位
、
②
遺
産
に
対
す
る
合
手
的
持
分
と
し
て
の
相
続
分
の
処
分
可
能
性
）.

（
184
）

G
IR

SB
E

R
G

E
R,dingliche

Surrogation,insb.S.51,72,77,89.

（
185
）

W
O

LF,dingliche
Surrogation,Jus

1975,S.710

―717,Jus
1976,S.104

―105;C
O

E
ST

E
R-W

A
LT

JE
N ,dingliche

Surro-
gation,S.26

―28.

（
186
）

Vgl.E
N

N
E

C
C

E
R

U
S/N

IPPE
R

D
E

Y ,A
llgT

,§
122,S.502

―503,§
132,S.561;L

A
R

E
N

Z/W
O

LF,A
llgT

,§
20,R

n.37,S.358,§
21,R

n.19,47,63,S.383,389,392;und
Soergel/M

A
R

LY,V
or

§
90,R

n.8,10,13,S.531,532;M
ünchK

om
m

/H
O

LC
H,§

90,R
n.40

―43,45,S.913,914;Staudinger/J IC
K

E
LI/S

T
IE

PE
R,V

or
§§

90

―103,R
n.18,20,29,30,S.9,9

―10,13.

（
187
）

S
T

R
A

U
C

H,M
ehrheitlicher

R
echtsersatz,S.24

―31;W
O

LF,dingliche
Surrogation,Jus

1975,S.643

―646,710

―717,
Jus

1976,S.32

―36,104

―106;G
E

R
N

H
U

B
E

R,Surrogationen,§
49,S.467

―474.

（
188
）

Stattvieler
C

O
E

ST
E

R-W
A

LT
JE

N,dingliche
Surrogation,S.26

―28.

（
189
）

S
T

R
A

U
C

H,M
ehrheitlicher

R
echtsersatz,passim

,insb.S.57

―58,234.

（
190
）

V
gl.S

T
R

A
U

C
H,M

ehrheitlicher
R

echtsersatz,S.163,167,178;W
O

LF,dingliche
Surrogation,Jus

1975,S.643

―645,
Jus

1976,
S.

104;
G

E
R

N
H

U
B

E
R,

Surrogationen,
§

49,
S.

468;
C

O
E

ST
E

R-W
A

LT
JE

N,
dingliche

Surrogation,
S.

25,
26,

28;
D

orothee
E

IN
SE

LE ,Inhalt,Schranken
und

B
edeutung

des
O

ffenkundigkeitsprinzips:U
nter

besonderer
B

erücksich-
tigung

des
G

eschäfts
für

den,den
es

angeht,der
fiduziarischen

T
reuhand

sow
ie

der
dingliche

Surrogation,in:JZ
1990,S.1007

―1008,1014;H
einrich

L
A

N
G

E/K
urtK

U
C

H
IN

K
E,E

rbrecht:E
in

Lehrbuch,5.A
ufl.,M

ünchen
2001,§

41,S.
1067

―1068.

（
191
）

T
H

IE
LE,Studien

zum
ehelichen

G
üterrecht

des
B

ürgerlichen
G

esetzbuchs:D
ie

Surrogation
nach

den
§

1381,
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1382
B

G
B

,in:A
cP,B

d.91
(1901),S.13

―14;W
IN

D
M

Ü
LLE

R,pretium
succedit,S.3,8.
（
192
）

W
A

LLE
R,Surrogation,S.24

―31
und

S.28
Fn.3;S

T
R

A
U

C
H,M

ehrheitlicher
R

echtsersatz,S.37,43;W
E

LLE,pretium
succedit,S.88;M

E
N

K
E

N,dingliche
Surrogation,S.24.

な
お
、W

IN
D

M
Ü

LLE
R,pretium

succedit,S.3

自
身
、「﹇
両
類
型
は
﹈

普
通
法
文
献
で
は
区
別
さ
れ
て
い
な
い
」
と
断
言
し
、
そ
の
独
創
性
を
誇
っ
て
い
た
。

（
193
）

な
お
、
コ
ー
ラ
ー
も
両
類
型
の
相
違
を
示
唆
し
て
い
た
こ
と
に
つ
き
、
前
掲
注（
92
）参
照
。

（
194
）

S
T

R
A

U
C

H,M
ehrheitlicher

R
echtsersatz,S.132;W

O
LF,dingliche

Surrogation,Jus
1975,S.714,Jus

1976,S.105.

（
195
）

文
献
に
つ
き
、vgl.S

T
R

A
U

C
H,M

ehrheitlicher
R

echtsersatz,S.21
und

Fn.7.

（
196
）

K
O

H
LE

R,A
rchB

ürgR
,S.14

―15

を
嚆
矢
と
し
て
、S

T
R

A
U

C
H,M

ehrheitlicher
R

echtsersatz,S.131

―133;M
E

N
K

E
N,ding-

liche
Surrogation,S.113,161.

（
197
）

S
T

R
A

U
C

H,M
ehrheitlicher

R
echtsersatz,S.24

―31;W
O

LF,dingliche
Surrogation,Jus

1975,S.713,Jus
1976,S.34,

105,106;G
E

R
N

H
U

B
E

R ,Surrogationen,§
49,S.468

―469;C
O

E
ST

E
R-W

A
LT

JE
N,dingliche

Surrogation,S.25.

（
198
）

W
O

LF,dingliche
Surrogation,Jus

1975,S.644;G
E

R
N

H
U

B
E

R,Surrogationen,§
49,S.468;C

O
E

ST
E

R-W
A

LT
JE

N,ding-
liche

Surrogation,S.25

に
お
け
る
物
上
代
位
の
定
式
を
参
照
。

（
199
）

W
IN

D
M

Ü
LLE

R,pretium
succedit,insb.S.29

―30;B
E

Y
E

R,Surrogation,insb.S.337

―338.

（
200
）

絶
対
的
代
位
は
そ
も
そ
も
問
題
と
さ
れ
て
い
な
い
。W

O
LF ,Jus

1975,S.643

―645,Jus
1976,S.104;G

E
R

N
H

U
B

E
R,Surroga-

tion,§
49,S.467

―469;C
O

E
ST

E
R-W

A
LT

JE
N,dingliche

Surrogation,S.24

―26.

（
201
）

B
E

Y
E

R,Surrogation,S.6;W
E

LLE,pretium
succedit,S.12;ferner

A
dolf

E
ngelbert

N
E

U
H

A
U

S,D
as

Surrogations-
prinzip

im
B

ürgerlichen
G

esetzbuch,D
iss.,E

rlangen
1934,S.1.

（
202
）

た
だ
し
、
ツ
ィ
マ
ー
マ
ン
は
例
外
で
あ
る
。
こ
の
点
に
つ
き
、
前
掲
注（
67
）参
照
。

（
203
）

V
gl.S

T
R

A
U

C
H ,M

ehrheitlicher
R

echtsersatz,S.128

―133;W
O

LF,dingliche
Surrogation,Jus

1975,S.713

―714,Jus
1976

S.105.

（
204
）

W
IN

D
M

Ü
LLE

R,pretium
succedit,S.78

―91,insb.S.91;und
W

E
LLE,pretium

succedit,insb.S.101,124.

（
205
）

W
O

LF,
Jus

1975,
S.

646,
Jus

1976,
S.

104;
G

E
R

N
H

U
B

E
R,

Surrogation,
§

49,
S.

468;
C

O
E

ST
E

R-W
A

LT
JE

N,
dingliche
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Surrogation,S.25,28.

異
説
の
代
表
は
、S

T
R

A
U

C
H,M

ehrheitlicher
R

echtsersatz,passim
,insb.S.190

―194,235.

（
206
）

W
A

LLE
R ,Surrogation,insb.S.21

―24,auch
S.1,113.

ヴ
ァ
ラ
ー
は
「
法
律
上
規
制
さ
れ
た
代
位
の
諸
ケ
ー
ス
の
う
ち
に
一

つ
の
は
っ
き
り
と
し
た
代
位
概
念
の
現
実
化
を
み
る
」「
大
き
な
コ
ー
ラ
ス
」
に
対
峙
す
る
、「
法
上
の
代
位
概
念
を
そ
も
そ
も
否
定
す
る

た
っ
た
二
人
の
ソ
ロ
パ
ー
ト
」
の
「
劈
頭
」（S

T
R

A
U

C
H,

M
ehrheitlicher

R
echtsersatz,

S.
50

）
で
あ
る
。
ち
な
み
に
、
他
の
一
人

は
、PaulS

PIN
D

LE
R,D

ie
dingliche

Surrogation
beim

G
esellschaftsverm

ögen,im
Fam

ilien-und
E

rbrecht
nach

dem
B

.G
.B

.,D
iss.,Strassburg

1914

で
あ
る
が
、
か
れ
は
法
上
の
代
位
概
念
と
区
別
さ
れ
た
経
済
上
の
代
位
概
念
の
存
在
を
認
め
て
い

る
（S.87
）。
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